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    　沈みゆく船からはネズミも逃げる──という、英語圏のことわざがある。ここで言う「船」とは貨物船のこと。昔の貨物船には大量のネズミが巣食っており、そのネズミが船から不意に姿を消すことがあったらしい。そんなときは要注意だ。なぜならそれは、貨物船が次の航海で沈ちん没ぼつするという予兆かもしれないのだから。


    　今まで僕は危機から遠ざかるようにして生きてきた。チャンスがあっても、リスクがあるようなら避ける──つまらない生き方？　そうかもしれない。でも僕にとっては、そのつまらない毎日がとても大切なのだ。この数日で──僕のつまらない毎日は一変してしまったのだけど。


    　目の前、鏡に映る僕は、いつになく血色がいい。僕はこの病室で、三日間たっぷり睡眠をとることができたからだ。今日から数えて三日前、護ご稜りよう高校教きよう諭ゆである安あ久く津つが、八年前の少女殺害容よう疑ぎで逮たい捕ほされた。この逮捕劇でケガを負おったのが僕、というわけである。打だ撲ぼく傷しようのほかには精密検査でも異状がなく、晴れて今日、退院だ。


    　今の時刻は午後一時を回ったところ。眠気を誘うような温かな光が窓から射しこんでいる。


    　僕の通う護稜高校の制服はブレザーだ。紐ひも状じようのつけネクタイを襟えりに通し、それを締めている僕がいた。これから学校に行くのだ。


    　そして、僕のそばにはひとりの少女がいた。


    『よかったね、たいしたケガじゃなくて。これで私のためにいっぱい働けるもんね』


    　ケガの原因の大半を担になっているはずの少女、夜や木ぎ坂ざか恋れん──カレンが言った。長い黒髪を揺らし、毛先を指でもてあそびながら。


    　驚くほどの白い肌に、どこか人を寄せつけない神秘的な目元。ワインレッドのセーラー服を着ていて、頭には柔やわらかそうな帽ぼう子し。黙っていれば可愛かわいいし、有あり体ていに言ってしまえば美少女なのだけれど、彼女には秘密がある。


    　驚くなかれ。実は、カレンは十年前に死んでいるのだ。


    　……この言葉だけとれば、僕の頭がどうにかしてしまったのではないかと思われそうだ。だけど、とても残念なことに現実のことだ。今僕の目の前にいるのは、彼女が遺のこした強い思い。それがカメラのレンズに宿り、僕の思いの力を借りて形となった存在──「シ念」という。


    『……なに、こっちじろじろ見て。また私をバカにするようなこと考えてるんでしょ』


    　カレンは僕と強く結びついているため、僕から遠くには離れられない。そして、僕のすぐそばにいると思考内容が伝わってしまう。


    「わかるか？」


    『はっきりとはわからないよ。これだけ離れてればわからないって言ったじゃない』


    　僕とカレンの距離はおよそ二メートル。それくらい離れるとまったく考えは伝わらないという。一メートルになると感情がある程度伝わるようになり、思考の断片がカレンに届く。触れるほどの距離だとほとんどわかるという。二メートル以上離れていても、僕が言葉をはっきりと思いうかべれば届くのだけれど。


    　反対にカレンの言葉は、ふつうの人には聞こえないし、姿を見られることもない。数多くの不等号が存在する、僕とカレンの関係。


    「まあ、全部君の自じ己こ申しん告こくでしかないんだけど」


    『なに？　なんか言った？』


    「なんでもない。それにしても母さんは遅いな」


    　母は、今ごろ僕の退院手続きに行っているはずだ。


    　僕はベッドサイドに置かれていたカメラを手にとった。


    　カレンはレンズに憑ついたシ念だ。カレンのレンズをとりつけていた最初のカメラは、水みず浸びたしになったせいで電気系統がダメになった。


    　このカメラは二代目ということになる。同じメーカー「オールフ」の、同じ製品がたまたま僕の家にあったのだ。もう亡くなってしまった僕の祖じ父いちゃんは、筋すじ金がね入りのカメラコレクターだったから。


    　数日前まで、僕はカメラが大嫌いだった。写真に撮られるだけで気を失っていたほどに。けれども今は──気持ち的には多少の引っかかりはあるものの、抵抗なくカメラを持つことができる。それは、いろいろあったけれど……カレンのおかげであることには間違いない。


    『写真、撮るなら気をつけてね。あなた気絶しちゃうんだし』


    「君が能力を使わなければ大丈夫だよ」


    『最後に「たぶん」をつけたほうがいいんじゃない？』


    「君は、僕がカメラを落とすことを心配してるんだろ？　僕の身体というより」


    『へへー。わかっちゃった？』


    「まったく……。そっちも大丈夫さ。カメラも、君も、僕が守る」


    　レンズが壊れると、おそらくカレンは消しよう滅めつしてしまうと僕は考えていた。それを実行するわけにはいかないから、僕はきわめて大切にカメラを──レンズを扱っている。


    　そういう、意味だったのだけど。


    『な、なな、なにそれ!?』


    　カレンが妙な声をあげ、顔を真っ赤にした。


    　……冷静になって考えてみると、とてつもなく恥ずかしい台詞せりふかもしれない。


    「バッ、バカ、そういう意味じゃなくて。カメラを守るということは、ひいては君とシ念が結びついている僕自身を守るという──」


    『まあ、し、晶しようが、そこまで言うなら、守られてあげなくもないけどさー』


    　腕を組んで、カレンはぷいと僕から顔を逸そらした。


    「そ、そんな反応されるとこっちまで恥ずかしく──」


    　そのとき僕は気がついた。


    「カレン、なにか変じゃないか？」


    『へ、変、ってなにが？　あなたの態度？』


    「だから……って、それはもういい。やけに静かなんだ」


    　廊ろう下かを行く看護師たちの足音もなければ、窓の外から聞こえる音もない。物音の一切が途絶えていた。


    『静かだから、なに？』


    　カレンは首をかしげ、あごに人差し指を当てて考える。だからなに、と言われればなにもないとしか言えない。でも──僕はこれが、ネズミならばその場から逃げだすような「異変」ではないかと思ったのだ。ここは貨物船ではないのだけれど。


    　考えすぎかもしれない──ベッドに腰を下ろした僕はカレンに向かって「気のせいかな」と言おうとした。


    　病室のドアが、開いた。


    　なかに入ってきたのは、僕より十センチ以上は背の高い男。サマーコートをなびかせ、下にはタートルネックのニット、下はコットンのパンツにトレッキングシューズ。


    　特徴的なのは、顔だ。開いているのかどうかわからないほど細められた両目に、短い銀髪。日本人離れしている容よう姿しとは裏腹に、男は流りゆう暢ちような日本語でこう言った。


    「こんにちは、雨あま野の晶しよう」


    　全身が、総毛立った。


    「ツクヨミ！」


    　考えるよりも早く、ベッドから立ちあがる。


    　この男を僕は知っている。いや、知っているどころじゃない。ツクヨミは、僕を思いきり殴り、蹴り飛ばし、大けがを負おわせてくれた張本人だ。


    （僕の後ろにいろ）


    　言葉を明確にイメージする。カレンは僕の背中に隠れるようにした。


    　武器になりそうなものを探し、室内に視線を走らせる。ベッドサイドの果物ナイフは先ほど母が持ちさってしまった。使えそうなものと言えばイスくらいだ。


    「梅つ雨ゆが近いのにこの天気、夏と錯さつ覚かくしそうですねえ」


    　僕の警戒など無視しているのか、にこやかな笑みを浮かべ、ツクヨミは手近なイスを引きよせそこに座った。


    「言いませんでしたか？　私は満月の日にしか行動しない。満月の日にしか自分の本来の能力を……『シ念』を解放できませんから」


    　三日前のあの夜。ツクヨミは自みずからの「思いの力」を高め、物理的な衝撃をシャットアウトする能力を発揮した。シ念は、死者が遺のこす思いだけをそう呼ぶのではない。ツクヨミのように力をコントロールし、自らの武器とする者もいるのだ。


    　ツクヨミは「シ念掃滅機構ＷＣＯ」という団体に所属している。シ念掃そう滅めつ機構はシ念を破壊するための団体──というのは表向きであり、実際はシ念を研究するための手段を問わない、過激な団体だ。そして、ツクヨミはカレンを連れさろうとした。


    「……今日が満月じゃないことくらいわかってる。おとなしく天文台にでも行って空でも眺めたらどうだ」


    「ああそうだ。『愚ぐ公こう移山』という言葉をご存じですか」


    　僕の言葉を完かん璧ぺきに無視して、ツクヨミは言った。


    「……『愚公、山を移す』か」


    　知っている。前にもこんな会話で、ツクヨミは僕の知識を試そうとした。


    「中国の古い書『列れつ子し』に記述がある言葉で、毛もう沢たく東とうが演説をするときなどに好このんで使ったという。愚公という老人が、往来の邪じや魔まになるふたつの山をとり除くことを決意し、行動を開始したという故こ事じだ。転じて、努力を続ければ必ず成功を生むという意味で使われている」


    「さすが、あなたならすぐにおわかりになると思いました。けれどこの話、釈しやく然ぜんとしないものがありませんか？　結局山を移したのは愚公の力ではなく、彼の涙ぐましい努力に感動した天帝が、神に命じて山を移させたというではありませんか」


    　僕は答えなかった。ツクヨミの意図が、読めなかった。


    「毎日毎日、微び力りよくながら行動できる者と、超越的な力を用い、たった一日でことを成す者、どちらが優れているのでしょうね？　今の世の中は、三十日に一度しか力を発揮できないような人間を受けいれてはくれないのですよ。『協調性』、『仲間意識』などという言葉を盾たてにね」


    『……こいつ、なにが言いたいの？』


    　カレンが僕の耳元でささやく。わかるわけがない。


    「さて、本題ですが、あなたに伝えておこうと思ったことがあったんです」


    「……なんだ」


    「あなたに、監視がついています。『ジンジュツ』の連中がつけたものだとは思いますが、ね。この私を倒したのだから、あなたはマークされてしかるべきでしょう」


    　それだけ言うと、ツクヨミはこちらに背を向けた。


    「待て、いきなりなんの話だ。『ジンジュツ』ってなんだ。『シ念掃滅機構』のことか？」


    「いいえ。機構には報告してありますが、我われ々われが動くのはもっと先のこと」


    「じゃあいったい」


    「ＷＣＯでなければ、あとはひとつしかないでしょう？」


    　顔だけふり向けて、ツクヨミは笑って見せた。酷こく薄はくな笑みだった。


    「なぜそんな話を僕にする……？」


    　病室のドアを開くと、ツクヨミは外へと足を踏みだした。


    　そしてドアが閉じられる直前、


    「退院、おめでとうございます」


    　言葉を残して消えた。
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    　僕とカレンには目的がある。それはカレンの兄である夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきを見つけることだ。


    　死者の遺のこしたシ念は目的を持っているものなのだ。それは「やり残したこと」、「無念」といった思いだから。そしてその願いを叶かなえてやると……消しよう滅めつする。


    　慶幸の手がかりはほとんどないが、わかっているのは彼がすでに死んでいるということ。しかしカレンは、慶幸のシ念がこの世に遺っているのではないかと考えている。そして彼のシ念がなにを望んでいるのかを知り、それを叶えたいのだ。


    　カレンの願いを叶えたときこそ、僕が「つまらない毎日」に戻る瞬間なのかもしれない。シ念のない生活に戻るのだ。毎日学校に通い、つまらない授業を山ほど聞き、勉強して大学受験をする。つまらない毎日。そして──かけがえのない毎日。


    　ただし今は、カレンのために全力を尽くすつもりだ。未来は不確定でも、それだけは僕にとって確かな決意。


    　病院まで迎えに来てくれた教師の車に乗って、僕は護ご稜りよう高校へとやってきた。


    　学校は、先日の事件のせいで、この三日間で、日本でもっともマスメディアに報道された高校となってしまった。八年前、十歳の少女を殺害し、その遺体をバラバラにしたという事件──その犯人が護稜高校の教師だったのだから、報道されるのも当然だ。とはいえテレビカメラがやってきたのは初日と二日目で、今日は記者もまばらだ。


    　裏門から敷地内へと入る。今は六時間目の授業が始まったばかり。


    「……無理してすぐに学校に来なくてもよかったんだぞ」


    　廊ろう下かを歩きながら、教師に言われた。僕を気遣ったのだと思った。事件について、僕は単に巻きこまれただけだと警察は発表していたからだ。


    「いえ、でも僕は……」


    　言いかけた──が、彼の苦にが々にがしい表情を見て、僕は自分が勘違いしていたことに気づいた。


    「あんな事件があったら、君はこの高校にもいづらいだろう。君くらい優秀だったら転校も簡単だと思うがね」


    　明らかな敵意が、言葉の陰に潜ひそんでいた。


    　この教師にとって、安あ久く津つは同どう僚りようだった。同僚が殺人犯だと言われても信じられない──ということなのか？　安久津を警察に通報したのは、僕だということになっている。だからこの教師にとって雨あま野の晶しようは、同僚を窮きゆう地ちに追いこんだ手のつけられない生徒──。


    『なに妙なこと言ってるの、こいつ』


    　カレンが語気も荒く言った。


    『あなたになにがわかるっていうの？　あんなに苦しんだのは晶しようなのに……大好きだったカメラを嫌いになっちゃうくらい苦しんだのは晶なのに……また苦しめるようなこと言わないでよ！』


    　カレンは怒っていた。そしてなぜだか僕は──うれしかった。カレンが僕のために怒ってくれたことに。


    「それじゃ、私はここで。くれぐれも無理はしないように。ただでさえマスコミがうろついてるんだから、もう問題は起こさないでくれ」


    『こいつ、こんなこと言ってるわよ!?　問題なのはあんたたちのほうでしょ！』


    　カレンを遮さえぎるように、僕は言った。


    「……先生」


    　立ちさろうとしていた教師が、びくりと足を止める。


    「迎えにきていただいて、ありがとうございました」


    「あ、いや、それくらいたいしたことでは……」


    　言葉を濁にごしながら、結局ふり返らずに去っていった。


    『……いいの、それで？』


    　僕はうなずいた。


    「いいんだ。君がそうして言ってくれるだけでも、僕はうれしい」


    『あなた……変よ。私なら殴ってるところよ』


    　カレンは歴史の教師に向かって舌を出した。


    「僕はさ、たまに思っていたのだけど……君は攻撃的だよな。ほんとうにずっと病院生活だったのか？」


    『あら。入院患者を甘く見ないことよ？　私の場合なんて、いつ死んでもおかしくないとか言われつづけて十年くらいは生きのびたからね。ちょっとやそっとのことじゃ、心が折れたりしないから──あなたのほうが、ずっと心配なの』


    　カレンは僕の目をじっと見た。きれいな目だった。吸いこまれる、というのはこういうことを言うのかもしれない。ずっと見ていたいと思わせるような、人を惹ひきつける目。


    「僕なら大丈夫」


    　実際はすこしプレッシャーを感じていたのだけど。


    　僕は教室のドアを開いた。英語の授業だった。リーダーを手にした教師が驚いたようにこちらを見る。生徒たちも一いつ斉せいにふり返り、僕を見た。


    　授業参観の日を間違えてただひとり教室に入ってきてしまった生徒の親ですら、こんなにまじまじと見られることはないだろう。室内に突然訪れた静けさを乱すのは、僕の足音。みんなの視線に、戸と惑まどい、不安──そんなものが見え隠れする。石像の森でも歩いている気分だ。


    「遅れました」


    　自分の席について僕は言った。バッグを下ろし、イスに座ろうとしたとき、ふたつ前の席の男子生徒が立ちあがった。


    　中央幹事会──他校で言う「生徒会」の、役員。僕も中央幹事会の役員なので、同じ立場の男子だ。名前を成なる川かわと言うのだけれど、大きな耳とすぐ真っ赤になる顔から「サルカワ」なんて呼ばれている。


    　成川は、両手を大きく開くと、パンパンパンと手を叩いた。


    　……なんだ？　サルカワが手を叩くなんて、シンバルでも持たせたら格好がつくかもしれない──とそんなことを思ったとき、その音がすこしずつ増えていった。僕は周囲を見回す。クラスの連中がみんな拍はく手しゆをして、僕を見ていた。


    「お勤めご苦労！」


    　成川は、こちらにやってくると僕の肩をばしんばしんとはたいた。


    「お、おつとめ？」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしていた。僕だけじゃない、教師も呆然としている。


    「お帰り」


    「身体大丈夫なの？」


    「雨あま野のは知らないだろうけど、テレビカメラめっちゃ来てたぜ」


    「俺映ったぞ。病院でワイドショー見たか？」


    　そんな声があちらこちらから聞こえる。


    　僕はあいまいにうなずくのが精一杯だった。いったいなんだ？　なにが起きたんだ？


    　耳元で、成川がささやく。


    「お前が戻ったら、拍手で出迎えてやれってさ。ただでさえショックだったろうから──ってよー。これ、うちの女のアイディアだから」


    　成川はウィンクして席へと戻っていく。「うちの女」──と言っても成川には彼女はいないはずだけど、誰を指しているのかはわかった。中央幹事会の会長にして、成川がべた惚ぼれしている相手、堤つつみ葉は友ゆ先輩だ。


    　先輩の気遣いか──と、理解した。僕はみんなに笑顔を見せた。とはいっても、僕の笑顔は格別ぎこちないのだけれど。


    『なーんだ、あなたって嫌われてるのかと思ったら、意外とそうでもないのね』


    　カレンが、どこかほっとしたような声で言うのが聞こえた。


    



    



    　僕は考えていた。これからのことを。


    　電車を使って藤ふじ見み村むら──カレンがかつて暮らしていた場所へ向かうのは簡単だ。でも、ツクヨミは僕に監視がついていると言った。その監視とやらが、ツクヨミの所属するシ念掃そう滅めつ機構でないなら、僕に監視をつけたのは吉き良ら……ということになる。


    　吉良は、入院している僕を訪ねてきた女性だ。冷静で、なにが起きても、とり乱しそうもないきつい目をしていた。スーツに身を包み「警察庁」の人間だと名乗っていた。


    　彼女はシ念を知っていた。シ念掃そう滅めつ機構のことや、ツクヨミについても知っているようだった。彼女はシ念についての調査を進めており、僕にも協力するように迫った。そして僕はそれを断った。


    　理由もなく藤ふじ見み村むらに行ったりしたら不審がられる。カムフラージュできる方法が必要なのだけれど──まったく思いつかない。今のところ、カレンの存在は吉良には気づかれていない。でも監視なんてつけられたら、いずれは僕の不自然な行動に気づかれる──そんなことを考えながら、授業が終わってから中央幹事会室に向かうと、その前を二度ほど通りすぎてしまいカレンに呆あきれられた。


    　中央幹事会室にはすでに数人の生徒がいた。堤つつみ先輩はまだ来ていなかった。


    　コの字型に組まれている長机。イスに座っていたひとりの男子生徒が立ちあがると、あまりの勢いにイスが背後に倒れた。


    「晶しようくん！」


    　柔やわらかな髪の毛はふわりとしていて、僕の胸ほどの背。細身で小さく、にっこりと微笑ほほえんだときの笑顔はまるで天使──という少年。


    「……ああ、来くる栖す、いろいろとありが──ぐふっ」


    　最後まで言いきることができなかった。男子生徒、来栖正まさ成しげがダッシュで駈かけよって、僕の身体にタックルを──抱きついたとは言いがたい勢いだった──かましたのだから。


    「よかったねえ、よかったねえ、もう学校に来られるんだね！　僕、晶くんのことが心配で、ほんとうに心配してたんだ……」


    　転びかかったところを、僕はのけぞって踏んばる。来栖はおでこを僕の胸元にぐりぐりと押しつける。犬みたいだ。僕は来栖の柔らかな髪をくしゃくしゃっとなでてやって、


    「心配かけたな」


    　と言った。来栖は僕の身体にしがみついたまま顔を僕に向ける。いつもは天使のような微笑みをたたえているその顔が、今日は泣きそうだった。


    「心配なんて、した、けど、でも晶くんのためだから……」


    　僕の背後では呆れたようにカレンがつぶやく。


    『はー、男同士の麗うるわしい友情ですね』


    　僕は来栖の身体を剝はがそうとしたが、なかなか剝がれない。大体こんなに強くしがみつかれると痛い。退院したとはいえ、まだ身体のあちこちに痛みが残っているのだ。それに来栖は僕の入院中、毎日病室に来ていたから今さら感動の再会もないじゃないか。


    　ちなみに毎日見舞いに来たのは来栖だけで、あとは一年生の、人見知りのギタリスト、佐さ久く杏あんずからケータイメールが届いたくらいだった。見舞いには来てくれなかったけど。


    　それはともかく、僕の周囲の視線が厳しさを増していくのをひしひしと感じた。来くる栖すは中央幹事会の副幹事長であり、この容よう姿しのせいで女子人気も校内でトップスリーに入るほど。来栖目当てで中央幹事会の役員になっている女子生徒も多いのだ。いい加減来栖から離れないと、別の意味で危険だ。


    「なんだ。もう来てたのか、雨あま野の」


    　この窮きゆう地ちを救ったのは成なる川かわだった。僕の後頭部を思いきり引っぱたいて登場。僕のメガネがずり落ちそうになった。


    「晶しようくんにいきなりなにするんだよ！」


    　僕からようやく離れた来栖が、成川に嚙かみつく。


    「来栖もいたのか。お前がいるとめんどくさいんだよなあ」


    「めんどくさい、ってサルカワに言われたくない」


    「俺はこれから雨野に大事な話があるわけよ」


    　大事な話……？　僕がさっぱり見当もつかないでいると、成川は真ま面じ目めな顔になった。


    「雨野、お前、葉は友ゆさんとなにがあった」


    「……堤つつみ先輩と？」


    　わずかに茶色がかった髪は緩ゆるやかにウェーブし、眠そうな目の下には小さなほくろ。彼女はたった一歳しか違わないはずなのに、やたらと魅み惑わく的な目元だった。それに、抜群のプロポーション。成川だけじゃなくて男子生徒のファンはすごく多い。


    　男女の人気を集める、我が中央幹事会の幹事長と副幹事長コンビである。


    「とぼけるな！　葉友さんの態度、おかしいだろ」


    　成川が声を荒らげるので、今や部屋にいる生徒はみんなこちらを見ていた。


    　なにかあったか、と言われれば、堤先輩の弟がシ念によって苦しめられていて、それを僕が撮影することで解決したことがあった。けれどもそれは成川に説明できない。


    「あのな、雨野。なんでお前なんかのために、葉友さんが気を遣って『拍はく手しゆで迎えてあげて』なんて──真冬の永久凍土すらとろかす笑顔で言うのかがわからん！　そんなこと言われたら『ハイ！』って言う以外ないだろ！　な、雨野。なにかしたんだろ。脅きよう迫はくか」


    「…………」


    　永久凍土なら夏だって凍ってるだろ、とかそういうつっこみをする気も起きなかった。つまるところ成川の勘違いだ。成川は、ごほんと一度咳せき払ばらいをする。


    「か、考えたくはないけどな……ひ、ひょっとしたら、葉友さんは……お前のことを」


    『好き？』


    　カレンが目をきらきらさせていきなり話に絡んできた。


    （ややこしくなるから君は黙っててくれないか）


    『三角関係が始まったわ！』


    　誰と誰と誰が三角関係なのか──と僕がカレンに言いかけたとき、


    「それはないよ」


    　さらりと来くる栖すが言った。


    「成なる川かわだって知ってるだろ。堤つつみ先輩は、先輩の二歳上の中央幹事長のことが……」


    「そのことは言うな！　リアルでへこむ」


    「二歳上の中央幹事長？」


    　初耳だ。『おーっと、ここで晶しように新たな恋こい敵がたきが登場！』などと後ろで騒ぐシ念がひとり。


    「晶くんは知らないかな。有名な話かと思ってたんだけど」


    「聞いたことないな」


    「えっとね、確か名前が──吉良先輩っていう」


    「あらー、みんなそろってるのね」


    　そこへ、当の本人である堤先輩がやってきた。僕ら三人（＋シ念）はぎょっとして中央幹事会室の入り口を向く。聞き耳を立てていた生徒（つまりは部屋の全員）も堤先輩を凝ぎよう視しした。


    「んぅ？」


    　ひとり、きょとんとした顔の堤先輩がいた。
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    「さて、なにかみんなが私に隠し事をしているような気がしないでもないけど、今日は今日で決めなければいけないことがあるの」


    　ちょっと不ふ機き嫌げんそうに、中央の席についた堤つつみ先輩が言った。


    　僕はと言えば、さっきの来くる栖すの言葉が頭にちらついていた。「きら」と言った。それってもしかしてあの──いや、あるはずがない。年齢だって合わないし、「吉き良ら」そんなに珍しい名字でもないじゃないか。そもそも、吉良は女だ。


    「か、隠し事なんかじゃないです、葉は友ゆさん。その、雨あま野のが、バカだから──おふっ」


    　あわてたように成なる川かわが言うので、隣席の僕は成川に肘ひじ打うちをくれてやる。


    「雨野が？」


    　堤先輩がちらりとこちらを見る──そして、にこっと笑った。


    「お帰り、雨野。たった三日だったけど、娑しや婆ばに出てきた感想はどうかな？」


    「娑婆、って……もうちょっとマシな言い方ないんですか？　あの、気を遣ってもらったみたいで──すみません」


    　僕は頭を下げた。


    　堤先輩はなにも言わず、ただにこやかに首を振った。


    「……その、ふたりの、なんでもわかってますみたいな視線が怪しいんだよ……！」


    　小声で成川が言うのを僕は無視。来栖がじとりとした目でこちらを見ているような気がしたがそれも無視しておいた。


    　そんな僕らのことには気づかず、堤先輩が議題を進めていく。


    「来年の三年生が行く修学旅行の場所なんだけど、いくつか候補が挙がってるわ」


    　護ご稜りよう高校の修学旅行先は、三年に一度、行き先の見直しを行う。行き先の候補は教師が決め、中央幹事会で下見をして、レポートが提出されてから検討する。


    「誰に行ってもらうか今日のうち決めないとね。候補地は、広島の原爆ドームと平和記念公園、釧くし路ろの湿しつ原げん、角かくの館だての武家屋敷、石いわ見み銀ぎん山ざん。……最後が、ちょっとマイナーだけど先月縄じよう文もん時代の遺い跡せきが見つかったところで」


    　堤先輩は言った。


    「藤ふじ見み村むら」


    　その言葉が、僕の脳に電流のように走る。なぜその名前が？　いや、これはチャンスだ。これを逃のがす手はない──一瞬の間に考えた。


    　カレンが反応するより前に、僕は立ちあがっていた。


    「さあ、誰か行ってきてくれる人は──」


    「行きます、藤見村」


    　突然の行動に、ぽかんと口を開けてみんなが僕を見ていた。しん……と静まる室内。僕自身、自分の行動の早さに驚いた。


    「そ、そう……ほかに行きたい人がいないなら、雨あま野ので構わないけど」


    「僕も行きます！」


    　いきなり来くる栖すも立ちあがる。


    「晶しようくん──雨野くんは一般役員だから、副幹事長の僕がついていったほうがいいですよね!?　慣例だと一か所にふたりまでは行ってもいいことになってますし！」


    「えーっと……そうだけど、来栖、あんまり興奮しな──」


    「冷、静、です！」


    　明らかに冷静ではなかったけれども、この剣幕によって、「来栖くんが行くなら私も行く」とばかりに手を挙げかけていた女子（三人までは僕の視界で確認できた）は、中途半はん端ぱなところで手を止めた。


    　そのまま僕と来栖で決まりそうな空気が流れたとき──そこへさらなる闖ちん入にゆう者しやが現れた。


    「話は聞かせてもらった！　写真部も同行する！」


    　中央幹事会室のドアが、ばーんと開かれた。


    　そこにいたのはひとりの女子。長い髪を頭のてっぺんでぎゅっと縛っている。鼻の上には小さくテーピングテープ。写真部の部長にして、この学校で僕以外にカレンを視みることができる人物──名前を、和泉いずみ夕ゆう顔がお。


    　話は聞かせてもらった──って盗とう聴ちようでもしていたのか、とか、それと写真部がどう関係するんだ、とか、みんな頭のなかでぐるぐる考えていたに違いなかった。


    「な、なんで、夕顔さんが」


    　来栖が狼ろう狽ばいした声をあげる。


    「合宿じゃ。文句はなかろ？」


    　ちなみに、夕顔と来栖の相性は非常によろしくない。


    「文句どころか、ダメだよ、これは中央幹事会の仕事の一環で──」


    「偶然写真部も合宿に行くところだったんじゃよー」


    「そんな偶然なんてあり得ない！」


    「あり得ないから『偶然』と言うのではないかの？」


    「へりくつだ！」


    「ほっほ。へりくつへりくつほっほっほ」


    　老ろう獪かいな狸たぬきのように笑う夕顔。


    「むぅ～、幹事長！　なにか言ってください！」


    「雨野は人気者ね」


    　堤つつみ先輩は、事態を収しゆう拾しゆうする気もなさそうに、いたずらっぽく笑った。


    「…………」


    　おかしい。退院したばかりなのに体調が悪い。有あり体ていに言うと頭痛がひどい。


    『ほーら、晶しよう、なんとかしなくちゃ。みんな見てるし』


    　中央幹事会のメンバーたちは、僕をじとーっと見ていた。「どうするんだよこれ」「雨あま野のが蒔まいた種だろ」「来くる栖すくんになにかあったら殺すから」「そろそろケリつけてくれよ」「来栖くんになにかあったら殺すから」「早く会議進めようぜ」「来栖くんになにかあったら殺すから」と、殺意が四〇パーセントくらい混じっている気がしたけれど、気のせいに違いない。気のせいということにした。他人の殺意を意識しながら暮らせるほど僕は図太くできていないのである。


    　僕は立ちあがり、部屋の入り口のほう──夕ゆう顔がおのほうに歩いていく。


    「おっ？」


    　夕顔の首根っこをつかんだ。


    「お、おお、おおお？　いやーん、雨野は強引じゃのう。強引な男は嫌いじゃないぞ？　でも、もうちょっと優しく、扱っ、ちょ、ちょっと苦し、苦しい、息が、詰まっ、がふっ」


    　僕は夕顔の言葉を全部無視して、廊ろう下かへと引っぱりだす。ついてこようとした来栖を目で押しとどめてから。


    



    



    「なんであんなふうに来栖をからかうんだ。来栖がなにをした？」


    　僕は写真部の部室に入り、夕顔をイスに座らせた。


    　壁には過去の部員の撮った写真が、Ａ４サイズにプリントされて貼られている。長机にはネガの束たばが置かれ、本棚には写真雑誌がぎっちり。部屋の隅にある暗室からは、独特の薬品くささが漏れている。


    「こんな人ひと気けのない部室に女子を連れこんでどうするつもりじゃ」


    「人がいないのは万年部員不足だからだろ」


    「雨野がこんなに乱暴な男じゃとは思わなかった……夕顔はこうして乱暴な雨野の手によって衣服を剝はがれ、恥ずかしい格好をさせられ……」


    「ふざけるな」


    　強く言うと、ふてくされた子供のように、唇をとがらせてそっぽを向く夕顔。


    「だってのう、雨野はひどくないかの？」


    「僕がひどい？」


    「あんなにあたしもがんばって戦ったんじゃよ。退院したら最初に写真部に来るのが筋じゃないのかの」


    「た……たしかに、ツクヨミに美み莉りのシ念をとられそうになったとき夕顔は助けてくれた」


    　僕の幼なじみで、八年前殺されてしまった結ゆう城き美莉。とても大切な存在だった。


    「夕顔のしてくれたことには感謝しているし、けっしておろそかにしたわけじゃない」


    「雨あま野のは来くる栖すに甘いんじゃよ」


    「僕は──」


    『嫉しつ妬とね』


    　そこへ突然カレンが言った。


    『夕ゆう顔がおのジェラシーね。よりにもよって来栖に嫉妬するなんて』


    「んなっ」


    　さっきはさんざん来栖を翻ほん弄ろうしていた夕顔が、今度はカレンの言葉に狼ろう狽ばいしている。


    「そ、そんなわけはなかろ！　あたしは雨野の常識知らずなところが──」


    「はいはい、わかった。そこは謝るよ、ごめん。カレンも余計なことを言わない」


    　僕はふたりの間に入る。ふふんとせせら笑うカレン。まったく、いつからこんなに憎たらしい顔をするようになったのか。


    「……写真部に来るのを遅らせたのは、君に話があったからだ。長くなるだろうし」


    「話……？」


    「カレンの、過去のことだ」


    　僕はカレンに視線を向けた。


    「あたしが聞いてもいいのかの？」


    『夕顔にも聞いてもらったほうが、いいと思ったの。……聞いてくれる？』


    「もちろんじゃ。あたしはカレンの味方じゃぞ。雨野は知らぬが」


    　最後に余計な言葉をつけたものの、そう言った夕顔は真剣な顔をしていた。


    　僕はまず、カレンの兄が働いていた工場のある、藤ふじ見み村むらのことを話した。カレン──夜や木ぎ坂ざか恋れんが生まれたのは東京都内だったけれど、十歳のころ、療りよう養ようのために藤見村に引っ越した。恋は生まれたときから循じゆん環かん器きと内ない臓ぞうが弱かった。


    　藤見村に移ったものの体調はよくはならず、入院生活が続く。そして藤見村に来て三年ほどして──交通事故で両親を亡くした。東京の会社に就職が決まっていた兄の慶よし幸ゆきが、恋のそばにいることを決めたのはこのためだった。以降、恋が生命いのちの灯ともしびを燃やしている間、慶幸は藤見村のレンズメーカーで働いていた。


    　いつ容よう態だいが悪化してもおかしくないと言われていた恋は、十六歳になったある日、体調を急変させる。そして治療の甲か斐いなく、急きゆう逝せいした。


    　死後、恋はシ念となってレンズに宿った。それは慶幸が、恋の肉体の一部をレンズに移植したからだ。シ念になってからのカレンはレンズとともにあちこちを移動した。慶幸自身も自みずから命を絶ったこともあり、カレンのレンズを管理する人間はいなかった。


    　レンズに宿ってから僕に会うまでの話を、カレンはしようとしない。「霊が写るいわくつきのレンズ」などと言われ、好こう事ず家かの手を転々とし、最後は安あ久く津つの手に渡ったのだろうと僕は思っていた。そして夕顔が受けとり、僕と出会った。


    「……僕らは藤ふじ見み村むらに行かなければならないんだ。でも、それには問題がある。僕らは監視されているらしい」


    　僕はこのことをツクヨミから聞いた、と伝えた。写真部の窓から外を見ると、校舎の裏手、フェンスの向こう側に車が停められていた。


    　夕ゆう顔がおが僕の隣となりから外を見下ろす。


    「なぜ雨あま野のに監視など？　それに誰が」


    『「ジンジュツ」とかツクヨミは言ってたわね。なんのことか知らないけど。警察とか、公おおやけの機関だったり？』


    「ふむ、そんな組織はあたしは聞いたことがないが……雨野の病室にやってきたというクール美女のことを言っておるんじゃな？」


    　吉き良らがクール美女かどうかはともかく、僕はうなずいた。


    　この監視の目をごまかすために、藤見村に行く話に乗ったのだ。学校の行事の一環ならば、格好のカムフラージュではないか。


    「そうなればますます写真部も行かねばならぬのう！」


    　夕顔が嬉き々きとして言った。


    「……この話の流れでどうしてそうなる」


    「写真部の合宿、という事情があればカムフラージュは二重になるじゃろ？　それに雨野は見落としておる。監視はひとりではないぞ」


    「え？」


    　夕顔はにやりとする。


    「来くる栖すじゃ。来栖の目をくぐって、どうやってカレンの兄さんのシ念を探すんじゃ」


    「……それは……」


    「決まりじゃな！　合宿じゃぞカレン。この写真部の[image: ]部以来、初の合宿じゃ！」


    　僕は夕顔の論理をさまざまな角度から考えてみたけれど──考えても、穴は見つからないように思われた。なのに、なぜだか釈しやく然ぜんとしない。いや、答えははっきりしているのだ。夕顔は、自分もついていきたいから理屈をこねたに過ぎない。見てくれ、この、夕顔のにやけた顔を。


    『合宿……がっしゅく、いい響きね』


    　カレンが口元をほころばせた。


    『合宿、って、未成年の男女が初めて、ひとつ屋根の下、肌を合わせる行事のことでしょ？　楽しみ！　夕顔が服を剝はがれて恥ずかしい格好させられるのね！』


    「違う！」


    「ち、ち、違うっ！」


    　夕顔と僕が声を合わせて叫んだ。もともと自分で言ったくせに夕顔は顔を真っ赤にして。


    



    　　　　　　　２


    



    　来くる栖すは徹底的に不ふ機き嫌げんだった。グレーのシャツの上にオフホワイトのカーディガンを着ていて、青春もののテレビドラマに出てくる主役の少年みたいにさわやかなのに、不機嫌だ。土曜日という週末の楽しさも、藤ふじ見み村むらの豊かな自然が陽光の下にきらめいているのも、緑と土のにおいをたっぷり含んだ風が吹くのも、一切関係なく、不機嫌だった。


    　僕らが藤見村に到着したのはお昼を過ぎたころ。この村唯ゆい一いつと言ってもいい観光スポット、縄じよう文もん時代の遺い跡せきを見学した。


    　来栖とは正反対に上機嫌の夕ゆう顔がおは、写真を撮っていた。ロングのＴシャツ。ピンクのラインが入った蛍光緑という、相変わらずとんでもない色の組みあわせのジャージ姿。美しい緑の山並みが見えれば撮り、古い民家があれば撮り、小川が流れていれば撮り──夕顔は写真を撮るという行為を愛しているのだ。ライカが好きと言っていた割りに、ライカのカメラではなくフォクトレンダーのカメラだったけれど。


    　構図に悩む。シャッタースピードに悩む。ピントを当てる位置に悩む。写真は「引き算」で撮るべしとも言われる。撮りたい被写体があれば、それを活かすために余分な要素が写らないように構図を調ととのえるのだ。人を撮るなら周りをぼかしたり。土ど手ての上を人が歩いているなら通りすぎるまで待ったり、あるいは人が来るまで待ったり。


    　夕顔は悩んでいる間もにこにこしていた。真剣に遊んでいるのだ。ときどきカレンに口を出されては「ええい黙っておれ」と小声で追っぱらう。そういうときの夕顔は、いつもの小憎らしい雰ふん囲い気きはまったくない。


    　僕は──まあ、そんな来栖や夕顔を眺めていた。カレンとふたりでそよ風を感じたり、レポートに必要そうな場所でメモをとったりしつつ。


    　夕顔のおかげもあって僕らの足取りはひどくゆっくりだったけれど、僕はその緩ゆるやかな時間の流れを歓迎していた。来栖の不機嫌さも、夕顔を見ているうちにだんだん「しょうがないか」というようなあきらめのようなものに変わっていった。


    「……晶しようくん、晶くん？」


    　来栖が、僕の顔をのぞきこんでいた。


    　僕らは藤見村歴史博物館の正面にいた。目の前には二車線の道路と、古びたバス停。その向こうは広々とした稲いな田だが広がっている。吹きぬける風に、湿った、土のにおいが混じる。


    「ん、なに？」


    「……カメラ、大丈夫？　夕顔さんが近くであんなに」


    「ああ、その辺でパシャパシャやってるくらいなら平気さ」


    「撮られてももう、気絶しない？」


    「んー……試ためしてはいないけど、たぶん平気じゃないかな」


    　言うと、来くる栖すの目に光が点ともった。きらん。


    「じゃ、じゃ、じゃじゃじゃあ、試してみてもいいかな──ケータイで！」


    　来栖は、最新機種の携帯電話をとりだした。


    　写真を撮られるときの気絶については考えてもみなかった。この世界に、僕を撮って喜ぶ人間なんていなかったから。ああ、例外で兄がいた。兄は僕が入院しているとき、寝ている僕を携帯電話で撮ったらしい。それからツクヨミのせいで壊れてしまったメガネの代用品を、兄は置いていった。いつの間まに買ったのか、いや、そもそも僕のメガネの度数をどうして知っているのか、いろいろと謎の残る我が兄である。今ごろは医師の卵として、猛烈に働いていることだろう。


    『また、気絶しちゃうんじゃないの？』


    「む……やってみよう」


    「ほんと!?」


    「何事も、挑戦だよ。それじゃあ頼む……って来栖？」


    「うん？」


    「なにして──いや、いいや……」


    　来栖は、僕のすぐ前に立って、背中を僕にくっつける。携帯電話の位置を調整し、下から見上げるように撮ろうとしてる。いっしょに写ろうというわけだ。


    『……こういうのって、女の子がよくやりたがるものなんじゃない？』


    　まあ、そうだけど。


    「あ、あれ、これじゃ入らないな……えーっと」


    　来栖は僕よりもずっと背が低い。だから、調整しようとしてもなかなかふたりが写らなくて、角度をあれこれ変えている。


    「ほら、来栖」


    「──ひゃっ」


    　僕が上体を屈かがめて、来栖の顔のすぐ横にほおを寄せた。来栖の甲かん高だかい声を聞いて、ここまで近いのはいやなのか、と逆にショックを受ける僕である。


    「と、と、撮るよ！」


    　ほおをバラ色に染めて、来栖は言った。僕がうなずいた拍ひよう子しに、耳と耳が触れ、来栖がまた甲高い声をあげる。


    『……なにやってるの？　あなたたち……』


    　写真を撮ろうとしている……たぶん。


    　すったもんだを繰りかえしたあげく、夕ゆう顔がおの声が聞こえてきて、そちらに気をとられている間にぴろーんと間まの抜けた音が聞こえて写真が撮られた。けれど、気を失うことはなかった。気分も悪くない。


    「うぅ、晶しようくん、視線が違うほう向いてる……」


    「来くる栖す、なんか目的が変わってないか？」


    　そんなふうに過ごしているうちに、時刻は夕方となった。本来は日帰りのはずなのだけれど、夕ゆう顔がおの「合宿」宣言のおかげで宿泊前提になっていた。来栖がひとりで帰ると言いだすわけもなく、僕らは小さな旅館にやってきた。


    「先生は？」


    　旅館の廊ろう下かで、僕は夕顔にたずねた。合宿なのだから、当然教師がついてきているのだ。


    　写真部の顧こ問もんは、安あ久く津つから都つ波なみという名の音楽の教師に代わっていた。三十代半ばほどの男で、茶髪。[image: ]やせており、ハードロックとヘヴィメタルをこよなく愛している。


    　都波は、僕らが日中なにをしているのか興味もないのか、引いん率そつとしてやってはきたものの、まったく姿を見せていない。というより昨日、酒を飲みすぎたようで、電車はいっしょだったけれど二日酔いだからと先に旅館に引っこんでいた。やたらと夕顔と仲がよく（意外なことに夕顔は教師受けするのである）、夕顔に聞けば都波の居場所は大体わかる。


    「部屋で寝るそうじゃ。夕方なのにまた酒を飲んでおって、ダメ教師じゃのう」


    　都波の教師としての適性はともかく、僕はほっとした。これで夜間は自由に動ける。


    「なあ、夕顔。……その、いろいろとありがとう」


    　部屋へと荷物を置きに行こうとする夕顔の背中に、僕は言った。


    「あたしのハイスクールライフでの夢、知っておるか？」


    　すると夕顔は顔だけふり向いて、言った。


    「部活の合宿じゃよ」


    　にぃっと笑う。猫のように、気まぐれで、人なつっこい笑み。


    「あたしがシ念じゃったとしたら、今ごろ消しよう滅めつしておるかのう」


    　ししし、と笑いながら部屋へと入っていった。


    　まったく──かなわない。夕顔にかかるとすべての時間が楽しいものになるのだろう。


    　僕はその隣となりの部屋のドアを開ける。部屋の予約は三つだ。ひとつは都波、ひとつは夕顔、もうひとつが僕と来栖。


    　入ってすぐ正面、大きな窓があった。夕焼けの下、黒々とした丘きゆう陵りようが見える。澄んだ水の流れが風に揺れる稲いな田だの間を通っていく。


    『合宿、かあ。みんなにとってはここは見知らぬ土地なんだよね』


    　窓の前に立ってカレンは言った。


    『……懐かしいとか、さ。そういうの、あまり感じないの。私が生まれたのは都内だったし、外を歩いた記憶は、アスファルトの道路だけだったし。この村は──病院の記憶しかない』


    　僕らが今いるこの旅館から、北に五キロほどのところに慶よし幸ゆきの働いていたレンズメーカーがあった。名前を「六ろく合ごう硝子ガラス」。事前に調べたところ、慶よし幸ゆきが自殺をしてから間まもなく買ばい収しゆうされたとかで、会社そのものはすでにないらしい。どんな会社に買収されたのかまでは、さすがに調べようもなかった。


    「晶しようくん、なに見てるの？」


    　後ろから声がかかる。


    「いや、なんでもないよ──来くる栖す。静かなところだな、って思って」


    「そっか……。ねえ、晶くん。聞いておきたいことがあるんだ」


    　僕の隣となりにやってきた来栖の大きな瞳に、夕日が射してきらきらしていた。


    「美み莉りのこと、なんだけど……。僕と晶くん、それに美莉は小さいころからいっしょだった。だから僕が聞いても──その、怒らない？」


    「もちろん。怒るわけがない」


    　よかった、と来栖は胸に手を当てた。


    「……僕ね。こんなふうに美莉のことを晶くんと話せるようになるなんて思ってもみなかった。晶くんが美莉のことを……好きだって知ってたし、それだけに、美莉が殺されたことに晶くんは誰よりも責任を感じてた。……そう、じゃないかな？」


    　そのとおりだったから、僕はうなずいた。


    「安あ久く津つ先生──安久津が犯人だ、って聞いたときびっくりしたんだ。でも……それを解決したのが晶くんだ、って聞いたとき『やっぱり晶くんだ』って思ったのも、ほんとうで……」


    　来栖は一言一言、間違えないように、正確に僕に伝えようとしていた。


    「晶くんは、さ。確証を持てなかったから安久津をひとりで調べて、そのために写真部に入ったって言ったよね？　でも……でもさ。そういうの……もう止やめようよ。僕にまで隠し事をしないでよ。もしも、もしも晶くんまでいなくなったら、僕は……」


    　来栖の言葉は真まっ直すぐだった。言葉が真っ直ぐに、僕の胸を叩いた。開けっぴろげで、優しくて温かくて、切実で。来栖は僕の心に素す手でで触れようとしている。そして僕は、それを望んでいたのかもしれない。来栖にすべてを知ってほしくて。来栖は僕の親友だから。全部受けとめてくれるに違いないから。


    「ねえ、晶くん……教えてほしいんだ。晶くん──変わったよね？　あの数日で。ケータイだけど……写真撮られても大丈夫になったし、毎日カメラを持ちあるいてるほどだし。あんなにカメラが嫌いだったのに……ねえ、なにがあったの？」


    　来栖は、僕のそばにずっといた唯ゆい一いつの友だちだった。なにもない、つまらない毎日に戻りたい──なんて考えていたけれど、その毎日には来栖がいる。こんなにも優しい友だちが。もしも来栖の外見が愛くるしくなくとも、僕は断言できる。来栖は天使のようだと。


    　僕は口を開きかける。


    　なにもかも言ってしまいたい気持ちが胸元までせりあがっていた。


    　歯を、食いしばった。


    　脳のう裏りで、耳元をくすぐるような吉き良らの声がよみがえる。吉良は、はっきりと僕に脅おどしをかけた。シ念のことを誰にも話すな。話したら、その相手にも迷惑をかけることになる──。


    「変わった、か」


    　僕は自分の言わなければならないことを、たった今、来くる栖すがしたように、正確に、間違えないように、一いち言ごん一いつ句くを嚙かみしめるよう口にした。


    「吹っきれたんだ。美み莉りのことは……犯人が悪いのであって、カメラが悪いんじゃないって」


    　来栖は僕を見つめていた。


    　大きな瞳に僕の姿が映る。うそつきの姿が。


    「ほんとうだ」


    　僕は笑ってみせた。目つきも悪いし「冷たい」とクラスで言われる僕が、来栖にだけは素直に笑顔を向けられる。でもこれは偽いつわりの笑顔だ。いつから僕は、うそっぱちの笑顔だけはこんなに上う手まくなったんだ。


    　くやしかった。


    　吉良に言われるがままの自分が、くやしかった。来栖は真実を知りたいと望んでいる。そしてそのことで、ショックを受けることも、来栖自身が傷を負おうことも、けっしていとわない。それなのに僕は──来栖を、裏切っている。


    　だから。だからこそ言えないのだ。カレンのこと、シ念掃そう滅めつ機構のこと、いろいろ全部片付いてから──僕はシ念なんて視みることもない、日常に戻る。そのときそこに来栖にいてほしい。だから、僕は来栖に話さない──たとえそれが僕のわがままでしかなくても。


    「そっか……そうだね、うん！　ごめんね、僕、変なこと聞いちゃった。晶しようくんが変わったのと、この村に来たことと、なにか関係があるのかな──とか考えちゃって」


    　鋭い。


    「……最近は来栖と落ち着いて話もできなかったから、いい機会じゃないか。合宿なのか、中央幹事会の視察なのかわからなくなってしまったけど」


    「うん！」


    　一点の曇くもりもないエンジェリックスマイルで来栖はうなずいた。


    　この会話の間中、カレンは一言も話さなかった。


    



    



    　僕と来栖の語らいは、しかし、短時間で終了することとなる。理由は非常に簡単で、夕ゆう顔がおがこちらの部屋にやってきたからだ。


    「帰れ」


    　夕顔の顔を見るなり、来栖。


    「あたしは雨あま野のに用があって来たんじゃ。来くる栖すのようなお子ちゃまに用はないんじゃよー」


    「お子ちゃま!?　なっ、ないよ、晶しようくんはお前になんて用はないない。ひとりで寂しくなんとかレンズでも振りまわしていればいいだろー！」


    「な、な、な、なんとかレンズじゃと!?　『ズミクロン　３５ｍｍ／Ｆ２・０』をつかまえて、なんとか呼ばわりとな！　このレンズがどれほど優秀で、ライカの歴史に名を残したのか来栖は全然わかっておらぬ！」


    「わかりたくないもん！」


    　どうしてこうも話すそばから引火して燃えあがるのか。


    『塩素系漂白剤と酸性洗剤みたいなものね』


    　なるほど。「混ぜるな危険」か。


    「雨野、雨野ー、我が愛いとしい雨野よ、カメラについてピロートークでもしようではないか」


    　夕ゆう顔がお……ピロートークは同じベッドで語らうことだぞ。


    「なに言ってるの!?　バカ、バカなの？　写真部の予算なくすよ！」


    　来栖……意外と職しよつ権けん濫らん用ようするんだな。


    『で、止めないの？』


    （君くん子し危あやうきに近寄らず、という言葉がある）


    『なるほど、逃げるのね』


    （…………）


    　結局、その後もふたりの戦いは続いた──夕食をとったあとになっても。けれどこれは僕にとってはラッキーだった。来栖が夕顔に気をとられている隙すきに旅館を抜けだせるからだ。


    　来栖がトイレに立ったときに、夕顔は言った。


    「今のうちじゃ、行くがよい。危険を感じたらすぐに引きかえすなり、電話をするなりするんじゃぞ。シ念がいたとしても、単独で接触しようとはするな、いいの？」


    「まさか──これを見越して来栖にケンカをふっかけてたのか？」


    「ほっほ、なにを言うておる……」


    　夕顔の目に異様な光が点ともった。


    「くくく……雨野が帰ってくるころには、来栖が毎朝『バリオゾナー』のレンズに手を合わせずにいられないよう、調教してやろうぞ……」


    「…………」


    　いろいろと気になるところはあったけれど、僕は部屋を出た。夜の九時。昼のうちに僕はレンタサイクル店で自転車を借りていた。旅館の裏口から外に出て、自転車にまたがった。


    　周囲に視線を投げる。街灯も少なく月は雲に隠れていた。街灯のない一帯は闇に沈んでおり、りぃりぃと虫の鳴く音が聞こえる。ここまで監視がついてきているのかはわからないが、とりあえず今は大丈夫なようだ。


    　ナイロン製のカメラバッグを肩からかけ、スニーカーでペダルを踏む。わずかに金属が軋きしんだ。点々と続く街灯の下、僕は北へ向かった。


    「カレン」


    　ふたり乗りのように、後ろに座っているカレンに僕は言った。帽ぼう子しを手を押さえながら、なに、とカレンが言う。


    「お兄さんに会えるかもしれないし、会えないかもしれない。保証はできないんだ。……でも、覚悟はしておこう」


    『……うん』


    　僕のお腹に回されたカレンの左手に、力が込められた。


    『あのさ……来くる栖すのこと、ごめんなさい。私のせいであなたたちの仲が悪くなったらどうしよう、っていつも思ってるの。……でも私はお兄ちゃんに会いたい。だから──だからね』


    「君がわがままなのは、もうとっくにわかりきってる」


    　すこしして、ばしん、と背中を叩かれる。冗じよう談だんで言ってるんじゃないのに、とぼやく声。


    『私が頼れるのは……あなただけなんだろうね』


    　カレンが、ぽつりとつぶやいた。


    「なにを言うんだ。夕ゆう顔がおだって手伝ってくれてる」


    『そうじゃない』


    「違うのか？」


    『……ううん、もういい』


    　カレンの言葉の意味を、僕は深く考えなかった。これから向かうレンズ工場に、慶よし幸ゆきがいるかどうか──そっちの心配のほうが大きかったから。


    　通りがかる車もなく、ブルーの道路標識には七キロ先の温泉施設が表示されている。その手前、山のふもとに六ろく合ごう硝子ガラスはある。道路の周囲から稲いな田だがなくなり、木々が茂るようになってきた。民家はない。自転車のライトだけでは心こころ許もとなく、僕は持ちだしてきたハンドライトを点つけた。道がわずかに傾斜になり、ペダルが重い。


    　きらりと前方が光った。対向車が、曲がりくねった道を降りてくる。すれ違いざま、それがタクシーだと気づいた。温泉にでも向かったのか。車が通りすぎると、闇の黒さがよりいっそう深く見えた。


    　そろそろ自転車を降りて歩こうか──と息が上がりはじめた僕は考えていた。カレンがとり憑ついているせいで僕は体力が落ちているのだ。とはいえ、もともと運動が得意ではないというのもあるのだけれど。


    『あそこよ、晶しよう──』


    　六合硝子株式会社。そう書かれたプレートが、僕らの正面、ハンドライトの明かりに浮かびあがっていた。


    　ついにやってきた。息を切らしながら僕は──カレンが、入院中にしてくれた昔話を思いだしていた。
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    　雨が窓を打つ音が聞こえていた──。カレンが、夜や木ぎ坂ざか恋れんとしてではなく「カレン」として目覚めたときのこと。目覚めてすぐカレンには自我があったという。自分がレンズに宿っていること、現世に遺のこされた思いの塊かたまりであることも、おぼろげながらわかっていた。幽ゆう霊れいになってしまったのかもしれない、とそんなふうに考えていた。


    　レンズは低い台の上に置かれていた。天てん井じようを見上げていた。カレンはその景色に見覚えがあった。六ろく合ごう硝子ガラスの工場内だ。体調のいいときに、慶よし幸ゆきに連れられて来たことがあったから。


    　工場内は暗い。天井に吊つるされた何本ものケーブルが、レンズの組みたて機器につながっている。組みたて中に異物が入ってはいけないので、場内は防ぼう塵じんだ。


    　夜も更ふけている。闇のなか、壁かべ際ぎわのランプが赤い光を点ともしていた。


    　雨音に混じって車の音が聞こえた。ヘッドライトが窓に当たり、工場内が瞬時、切りぬかれたように明るくなる。


    　車のエンジンが切られ、しばらくすると工場内の明かりが点ついた。濡れた足音。視界に入ってくる、男──兄の姿。


    「恋、火か葬そうを済ませてきた」


    　黒の喪も服ふくも、髪も、身体中ずぶ濡れだった。慶幸のことを話すとき、カレンは優しい目をした。[image: ]やせすぎなくらい[image: ]せていて、理系科目ばかり勉強していた兄。


    　この六合硝子で働くことになった経いき緯さつは、叔お父じが口を利きいたからだった。叔父は当時六十を目前にしており、定年も間近だったけれど、慶幸のひたむきな研究姿勢を気に入っていた。叔父の名は、夜木坂康こう太た朗ろう。


    「火葬場でな、『最後のお別れを』なんて言われたんだ。おかしな話だ。お前の目はこうしてレンズに宿っているのに。俺はなにを言っていいかわからなくて、床を眺めていた。花か崗こう岩がんを切りだし、タイル張りにした床でな──そんなどうでもいいものを眺めていた。みんな、お前の目の代わりに、ガラス玉が入っていることに気づいていなかったよ。誰もわかってない……最後の別れなんて、な。言葉なんかよりずっと、必要なものがあるだろうに」


    　カレンのそばに腰を下ろし、どさりと重そうな荷物を床に置く。


    「この部屋を汚したら叔父さんに怒られるな……それだけが申し訳ない。でも、俺は叔父さんのために働いていたわけではなかった。恋……お前のためだ。お前の未来に、いっしょにいたかった。でもそれは、たぶん叶かなわないことなんだろうって、わかっていた。お前はわかっていたかい？　お前の眠っていた病室で、俺も眠れたらよかった……時を止められたらよかった」


    　慶よし幸ゆきがレンズをのぞきこむ。優しさに満ちた瞳。けれども、同じ量の悲しみも、そこには溶けていた。決意を込めるように、慶幸は深く息を吸いこんだ。


    「もう零れい時じだ。お前が死んでから、一日が経った……。このレンズは素晴らしいレンズだ。俺が今まで設計を手がけたなかでも一番だ。明るさは損そこなわれたが、これからのカメラがデジタルに移行していくとしても、デジタルではけっして再現できない、銀ぎん塩えんならではの優しい描写ができるはずだ」


    　慶幸がカメラをつかみ、三脚にとりつける。


    「お前が最初に写すのは俺であってほしい。これからお前のそばに行く……俺の姿を」


    　カメラの向けられた方向には、すでに準備が整っていた。天てん井じようからぶら下がる太い紐ひも。輪っか。足下には台。


    「恋れん」


    　慶幸が、カメラのタイマーを設定している。設定は、三十秒だった。


    「こんなに美しいレンズは見たことがない。お前の目が誰よりも澄んで、美しかったように……今でも俺はお前に触れたいと思う。けれどもそれは、してはならないことだった。レンズに素す手でで触れてはならないように……」


    　カメラの前を慶幸が歩いていく。タイマーが精確に時を刻んでいく。


    　台の前に立った慶幸は、微わ笑らっていた。


    「さよなら──いいや、これはおかしいか。また会おう恋。すぐに会えるさ。俺たちはたったふたりしかいない兄きよう妹だいなんだから……」


    　タイマーが三十秒を数えおわる直前。


    　工場内に、紐の軋きしむ暗い音が響きわたった。


    



    



    　慶幸は「また会おう」と言って自みずからの命を絶った。慶幸のシ念がもしも遺のこっているなら、慶幸はカレンに会いたがっているはずだ。けれど、会ってどうする？　会えば満足なのか？　これから──慶幸のシ念を発見すれば、はっきりするのだろうか。それすらもわからない。けれど、僕らは慶幸のシ念を探しにここまで来た。


    　シ念は見つからないかもしれない。逆に、シ念を見つけることで、慶幸はカレンに会いたいという願いを叶かなえ、カレンも慶幸の願いを叶えたことに満足し、ふたりともこの世から消えてしまうという可能性もある。


    　そして……それはきっと、ハッピーエンドだ。


    　僕は自転車を停め、カレンを見る。なにを考えているのかわからない。緊張しているのだろうか──それはそうだろう。カレンはシ念だ。シ念にとって自分の願いを叶えるというそれこそが存在意義なのだから。カレンにとっては慶よし幸ゆきがすべてで、彼に会うこと、会って彼の願いを叶かなえることだけが重要なのだ。


    　そう思うと──なぜだか、ほんのすこし、寂しい気持ちがした。


    　六ろく合ごう硝子ガラスの入り口、門は閉じられていた。僕はなかに入るため、柵さくを乗りこえた。砂すな埃ぼこりをかぶっていたせいで手がほこりまみれだ。手をぱんぱんとはたくと、やたらと静かな敷地内の闇に、音が吸われて消えた。


    　カレンは僕からすこし離れれば物体をすり抜けられるので、さっさと敷地内に入っていた。こちらを見ていたずらっぽく笑う。


    『人間というのは不便なものですね？』


    　いつもなら──「君が便利でいられる代わりに僕がいくらか不便を強しいられているんだよ」とかなんとか恨うらみ言ごとでも言って返すのに、今日はなにも言えなかった。この軽口も、あと数十分で聞けなくなるのかもしれない。そんなふうに考えてしまったから。カレンはなにも言わない僕を不思議そうに見ていた。


    「……行こう」


    　風が耳をくすぐる。当たり前のことながら、暗い。そこらの闇になにかが潜ひそんでいるような錯さつ覚かく。カメラバッグを担かつぎなおし、僕は歩きはじめた。


    　舗ほ装そうされた広い道路が真まっ直すぐ正面へ走っている。路面はところどころ割れていて、雑草が生えていた。左手には駐車場。もちろん、車は一台もない。


    　立っていた案内板を見ると、右手に管理棟、その奥に発電所。正面は材料庫であり、左手には組みたて工場がふたつと、一番奥に研けん磨ま工場がある。


    　月が雲に隠れたままなので、僕はハンドライトであちこちを照らしながら進んだ。足下に散らばるガラスの欠片かけらが、光を反射した。


    　木々の立てる葉音が、耳みみ障ざわりなほど大きく聞こえる。


    　カレンがいない──と思ってふり返ると、彼女は眉根を寄せてじっと僕を見ていた。


    「その先にある工場……なのか？」


    　カレンはしっかりとうなずいた。覚悟をしようとしているのかもしれない──なんの覚悟を？　兄と十年ぶりに対面する、覚悟だ。


    　工場の、両開きの鉄てつ扉ぴは半分開かれていた。なかはさらなる闇が口を開けており、ハンドライトの明かりが工場内を這はっていく。入り口付近は資材が積んであり、ほこりにまみれている。足を踏み入れると、長年放置された紙のにおいがした。


    　息を吸う。いがらっぽくて、小さく咳せき払ばらい──緊張している、僕も。


    　目をぎゅっと閉じ、闇に目が慣れるのを待った。磨すりガラスの窓から、ほんのわずかに光がにじんでいる。完全な闇ではない。


    　右側に、機器の管理室、正面に防ぼう塵じん室がある。


    　防ぼう塵じん室は、壁で仕切られていた。出入り口にはビニールのカーテンが何枚も垂たれさがり、それをくぐると作業用のウェアを身につける場所となる。上下から風を吹きつけ、ほこりを飛ばして室内に入るのだ。ビニールを持ちあげ、僕はなかに入る。空気の回流していない、すえたにおいが鼻をつく。そのまま真まっ直すぐ、正面のドアの前に立った。


    　慶よし幸ゆきはこの先にいるのだろうか──。


    「開けるぞ」


    　カレンは言葉を発さず、うなずくだけだった。さっきの軽口がうそのようだ。僕なんかよりもずっと、カレンは緊張の糸を張りめぐらせている。ぎりぎりまで張ちよう力りよくが働いて、今にも切れてしまいそうなほどに。


    　ドアを押しひらいた。


    　レンズ組みたて用の、作業のユニットが目についた。部品を並べる棚、組みたて用の機材が天てん井じようからケーブルでつながれ、ぶら下がっている。台にはいまだレンズの鏡きよう胴どうが残っていた。十年前、操業を停止して以来そのままの姿で残っているのではないか。


    　これを目にしたとき、僕は心に引っかかりを感じた。なんだろうか……違和感があった。それがなにか、わからない。


    「君の、兄さんはいる……のか？」


    　僕は小声で聞いた。手にしたライトの明かりは作業場を照らしだす。天井に何本ものケーブルが這はっていた。棚にはプラスチックケース、ガラス戸の向こうには白い幕が張られており、光学特性の検査機械だろうと思われた。


    『そう……ここだった。私が私だと気づいたのは』


    「お兄さん、いないんだな……？」


    『……うん』


    　静けさが耳を圧迫する。この部屋は、時間さえも死んでしまったかのようだった。


    「痕こん跡せきは？　シ念の欠片かけらでもいい。なにかないのか」


    『なにもないよ。なんにもない。お兄ちゃん……お兄ちゃんのシ念なんて、最初から遺のこされてないのかもね』


    　それは、最悪の結末だった。カレンは慶幸の願いを叶かなえたいと思っているのに、慶幸はこの世になんら未練も遺さなかった。そうなったら、カレンはどうしたらシ念としての目的を果たせる？　このまま時間経過とともに、願いが薄れていくのを待つのか？


    「……違うだろ」


    　カレン。そんな簡単にあきらめるなよ。いつもは強がりとかわがままばかり言うくせに、この落胆した表情──ああ、わかっている、それだけカレンにとって、お兄さんが大事なのだ。わかっている。それなのに、くやしいんだ。なにが？　わからない、僕はなにを考えて──。


    「待てよ」


    　混乱する思考を押しのけて、冷静な自分をとり戻す。周囲を見回し、機器のひとつひとつに目を当てていく。僕は先ほどの違和感の正体に、気づいた。


    「おかしくないか？　どうしてこれだけの機器や資材が残されている……？　カレン、なんでだ？　どうしてここに機器が残されている？」


    『廃業したからでしょう』


    　素そっ気けない言葉が返ってきた。


    「ここは買ばい収しゆうされたんだ。どうして工場を買収するのか──それは工場を使うためだ。生産拡大だよ。なのにここは、使われた形けい跡せきがないじゃないか」


    『そう言われれば、そうかもしれないけど……』


    「カレン、君はレンズに遺のこった。お兄さんのシ念も、別の物体に遺ったかもしれない。お兄さんの死体が発見されたとき、いっしょに運びだされた可能性だってある」


    『……もし、そうだったとして、どうやって調べるの？　買収だか廃業だかわからないけど、もう、この工場に関わりのある人は残っていないのよ。叔お父じさんが今どこでなにをしてるかだって私は知らない。もう亡くなってるのかもしれない』


    「そうかもしれない。でも、そうじゃないかもしれないだろ。ここが買収されたとしても、買収した会社は残っている。調べる余地はある。あきらめるなよ」


    『……わかった』


    　そうは答えたものの、カレンが希望を持っているように見えなかった。


    　しかし失望したからといってどうする？　僕は美み莉りが死んでから、八年もの間、カメラに失望したままだった。いや……カメラだけじゃない。おそらく、他人に対しても、だ。それを変えてくれたのが──。


    「カレン、君じゃないのか……」


    　僕はつぶやいていた。その責任くらい、とれよ。君がそんなに簡単にあきらめてしまったら、僕が、君のために全力を尽くそうと決めた、覚悟はどうなってしまうんだ。


    『なにか……言った？』


    「なんでもない。行くぞ」


    　携帯電話の時計を見ると、すでに旅館を出てから一時間以上が経過している。アンテナは「圏外」表示。夕ゆう顔がおに連絡をとれるのは工場を出てからになりそうだ。


    



    　　　　　　　４


    



    　予想どおり、と言うべきか。


    　管理棟もそのままの状態で残されていた。きれいなものだった。この工場から人が消えてから、誰も足を踏みいれていないのだろうと思われた。


    　管理棟の入り口はガラス戸。カギはかかっていない。


    『……勝手に入るの？』


    「誰に言えばいいのか教えてくれれば、許可でもなんでもとってくるけど」


    『でもこれって、不ふ法ほう侵しん入にゆうじゃないの』


    「敷地内に入った時点で不法侵入なんだ。本来やっちゃいけないことだよ。でもこの敷地の所有者が誰かもわからないし、ひょっとしたらもう誰のものでもないのかもしれない。──へりくつはともかく、君のお兄さんのシ念を解放するためなんだ。しかたないだろう」


    『…………』


    　カレンは複雑そうな顔をしていた。僕だってある程度のリスクを冒していることはわかっている。でも、そんなことを言う気はない。恩着せがましいのは大嫌いだ。


    　建物に入った。管理棟は、デスクの並ぶふつうのオフィスだった。ただしキャビネットに収まっているはずのファイルはほとんどなく、デスクにはパソコンもなくがらんとしていた。


    　なにもないじゃないか──そう思ったとき、


    『あ……あの写真、叔お父じさんだ』


    　カレンが不意に立ち止まる。


    「なんだって？　どこにある」


    『そこの壁にかかってるじゃない。三人の男の人がいて、真ん中が叔父さん』


    　カレンは言ったが、その壁にはなにもない。ライトを当ててみる。すると──うっすら、なにかの貼られていた跡があった。


    「写真なんてないだろ」


    『あるじゃない。なに言ってるの？』


    「君のほうこそだよ。ここにはなにも──いや、まさか」


    　僕はカレンと顔を見合わせる。


    『これ、シ念でできてる！　晶しよう、カメラを出して』


    　僕はカメラバッグから一眼レフをとりだした。


    　ハンドライトを手近なデスクに置いて、視線の高さにカメラを持ちあげる。メガネがぶつからないよう気をつけて、ファインダーからのぞきこむ。ピントリングでフォーカスを調整する。すると、カレンの言ったとおり──。


    「ほんとうだ、写真が……」


    　僕の言葉はそれ以上出てこなかった。


    『どうしたの？』


    　写真には三人の男が写っている。三人とも同じ年代、初老と言っていいだろう。


    「中央が、カレンの叔父さんなのか……？」


    『そうよ。夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろう。レンズの設計をしてたの。それが？』


    　その言葉を聞いて、僕は大きな勘違いをしていたことに気づいた。僕はかつて、この工場に来たことがあった。そして偶然、どこかカレンに似ている慶よし幸ゆきに一度だけ会った。


    　けれどもこの話は、事実とは若じやつ干かん異なるのかもしれない。偶然などではなく、何度もやってきている、定期的なものだったとしたら……。


    「右側に、頭の禿はげあがった男性がいる」


    『ええ、[image: ]やせてる人ね』


    「ずいぶん若いけど……その人の名は雨あま野の銀ぎん介すけ。僕の祖そ父ふだよ」


    



    



    　それから三分ほど、僕らは一言も話さなかった。カレンは僕の言葉に混乱し、僕もまた混乱していた。


    「祖じ父いちゃんは夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうと知りあいだったのか」


    　そんな、当たり前かつどうしようもない現状認識が僕の最初の言葉だった。


    『そう考えるのが……やっぱり自然よね。でも、どうして』


    「どうしてシ念が遺のこっているのか……」


    　それが疑問だ。シ念は誰かが強くなにかを思うと遺される。けれども写真の形をとるとはどういうことだ？　この工場が、十年前に買ばい収しゆうされてから、そのままの姿で残っていることとなにか関係があるのか？　それにどうして祖父ちゃんが写っている？


    『ねえ……晶しよう。このシ念撮ってみたらどうかしら』


    「ああ、僕もそのことを考えていた」


    　シ念を運ぶ方法を僕は知らない。つかんで持っていけるものでもない。それならフィルムに照しよう射しやしておいて、現像したらどうだろうか──。


    　僕は、ハンドライトがちょうど写真の部分に当たるよう固定した。デスクの上に乗る。しゃがんで膝ひざを立て、そこに肘ひじを載せる。手のひらを上に向けてカメラを置く。肘を一脚のように使い、手ブレを防ぐテクニック。上から力を込めれば、上下から挟みこむ形になる。


    『シャッタースピード１／４０秒か。ぎりぎりってところかもね』


    　シ念を撮影するだけじゃなく、今回は写真としてきっちり残さなければならない。シャッタースピードを上げれば手ブレは防げるけれど、写真が暗くなる。ここがぎりぎりだ。


    「撮るよ」


    　僕は、シャッターを切った。


    



    



    　暗闇の中央に光る、一葉の写真。


    　それはあたかも美術館に並べられた作品であるかのように、ライトアップされ。


    　肩を組んだ三人の男の、楽しげな笑顔が。


    　過ぎさった昔こそが美しいとでも言いたげに、きらめく。


    　七枚の光の刃が写真に忍しのびよる。


    　刃はゆらりと一度揺れたが、狙ねらいを定めると一気に写真に迫った。


    　暗闇に刃が、残光を軌き跡せきとして。


    　走り。


    　写真が、宙を舞った。


    



    



    『晶しよう──晶！』


    　カレンが叫んだ。僕は気を失っていたのだ。


    　シ念を撮影できるのはカレンの能力だけれど、カレンの能力は僕の〝思いの力〟を消費する。撮影の瞬間、僕の意識は強制的に吹っ飛ぶ。


    「すまない。大丈夫……」


    　デスクの上で僕は横倒しになっていた。身体がほこりまみれだ。起きあがると、頭がふらついた。何度経験しても慣れないし、好きになれそうもない感覚だ。


    『違うの！　ライト消して！』


    　カレンの声に緊張が走っているのに僕は気がついた。


    「どうしたんだ……ライトを消したら暗くて」


    『誰かがいるの！』


    　カレンの言葉に僕ははっと顔を上げた。デスクの下に飛び降り、ハンドライトを手にする。ボタンを探そうとして一度手を滑らせ、落ちたライトが床でがつんと鳴る。身体中から冷や汗が噴きだした。ライトを拾うと、今度はたしかにスイッチを切った。


    　途端に、闇。


    　耳にフタでもしたような静せい寂じやく。


    （どこにいるんだ）


    　体温がじわじわ上昇していく。カレンは僕らが来た入り口のほうを指さした。僕はデスクの上に頭を出し、この部屋の入り口を見る。誰もいない。足音を殺してゆっくりと、入り口へ向かう。


    『ち、ちょっと、晶。まさか、行くの？』


    （相手が誰か確かめないと）


    『人間とは限らないのよ!?』


    　僕は足を止める。


    （……なるほど、その可能性は考えていなかった）


    　カレンのようなシ念がいるのか？　あるいは、まさか、幽ゆう霊れいなんてものが──。


    （そうだ。相手がシ念なら居場所がわかるんじゃないのか？）


    『そう、そうなんだけど……なんか変なの。シ念はたしかにいるの。でもそれは私みたいなのじゃなくて、もっと漠然と……しかも、数が多かったり少なかったり……』


    （どういうことだ。はっきりしてくれ）


    『私にだってわからないの！』


    　カレンは完全に混乱していた。追いつめるようなことを言ってしまった。


    （すまない。ただ今は、君だけが頼りなんだ）


    　心でカレンに語りかけていたそのとき、僕はそれを耳にした。


    　遠くから聞こえてくる──声。歌だ。


    



    　　ヘッドライトに……止めて眠りたい……


    　　午前０時の……震える指先……


    



    　ポップスのようだ。でも、知らない曲だ。


    　女の子の声だ──わずかに気持ちが楽になる。男よりかは若じやつ干かんマシという程度だけれど。僕は慎しん重ちように歩いて部屋から廊ろう下かへと出る。


    　折しもそのとき、人影が管理棟の入り口に現れた。その人物は小型のライトを手にしていた。白のパーカーに、細身のジーンズ。ショートヘアが見えた。


    　怯おびえたようにライトをあちこちに当てる。明かりが、その人物の顔を浮かびあがらせる。


    「……そんな、どうして」


    　その顔を見たとき、僕は言葉を失った。


    　驚きのあまり、手からハンドライトを落とした。


    「ひゃっ！」


    　音にびくりとし、相手も手にしていたライトをこちらへ向ける──。


    「あ……え……あれ……」


    　驚きの顔が、不意に安心に変わり、直後にまた驚きに変わる。


    「ど、どうして……雨野先輩が、ここに……」


    「それは僕の台詞せりふだ」


    　護ご稜りよう高校一年の佐さ久く杏あんずが、そこにいた。
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    　奇妙なことだった。同じ高校の生徒に、週末、夜よ更ふけ、ふたつも隣となりの県の山奥、廃工場の管理棟でばったり遭そう遇ぐうしたのだ。こんなことがあり得るのだろうか？　偶然？　──まさか、偶然であるわけがない。


    　なにかが……僕らをつないでいる。


    　お互いに硬直していた状態が終わっても、会話ができなかった。僕はここにいる理由を言えなかったし、佐さ久くもここに来た理由を言わなかった。


    『……その子のそばに、シ念は感じない』


    　カレンのささやきに、僕はかすかにうなずいた。


    「なにをしにここに来たのか、教えてくれないんだね」


    「あの……はい」


    「……工場に侵入したりしたことがバレたら、停学くらいは食らうよ」


    　僕が言うと、彼女の顔が青ざめる。


    「わ、わかってます……でも、私、やらなくちゃいけないことが……」


    　唇を震えさせながら、佐久は僕を見た。気弱なのに一歩も譲ゆずらない覚悟だった。そしてその顔を見て──僕はあることに気がついた。


    　似ている。


    　美み莉りに、僕の幼なじみだった美莉に似ているのだ。見た目はまったく違うけれど、佐久の行動、その視線が美莉に似ていた。気のせいか？　いや──前にも、不思議なことだけれど美莉の面おも影かげのようなものを佐久に見たことがあった。だけれども、今はそんな感傷に浸ひたっている場合じゃない。


    「せ、先輩にも……言いたいんですけど、言えないんです……。すみません……」


    　心底申し訳なさそうに彼女は頭をうなだれた。


    「わかった。いいよ、言わなくて。僕らはここから出ようと思う。君はどうするんだ」


    「あ、あの、私は……ここに、もうすこし……って思ったんですけど」


    「ああ」


    「こ、怖いです……！　夜の暗いところが、あ、あの、先輩に会ったら、我われに返ったっていうか……なんか、足が変で……」


    　足下を照らすと、佐久の膝ひざがかくかくと震えていた。こんなに怖がっているのに、たったひとりでなにをしに来たのか──想像もつかなかった。


    「明るいところまで僕が引っぱろうか」


    　佐久に手をさしのべた。佐久はびっくりしたように僕を見てから、それからまたうつむいてそっと手を握った。


    『……なんか、やだ』


    （なにが）


    『なんか……イラッとくるというか……』


    　なんだそれ。


    　とにかく僕は外に出ることを優先しようと思った。


    　これほどまでに怖がっているにもかかわらず、佐さ久くがたったひとりでここまで来たのは、よほどせっぱ詰まった事情なのだろうというのは想像に難かたくない。その事情とやらがなんなのかは、まるで想像もつかないのだけれど。


    「せ、先輩って、女の子みたいに、指が細いんですね……」


    「そうかな」


    　僕らは歩きだした。すぐそこは管理棟の入り口──外だ。廊ろう下かの窓から射しこむわずかな光もあって、ライトがあれば十分歩ける。


    「この指で、車とか、運転するんですね……」


    「……車？」


    　僕は立ち止まり、ふり向く。


    「え、だって、工場の外周……車が停めてありましたよね……？　あ、あれ？　先輩二年生だから、まだ車とか、免許とか……あれ？」


    　その言葉に、背中にひとしずくの汗が垂たれるのを僕は感じた。


    「君は……タクシーで来たんだね？」


    　言った僕の喉のどは、からからに渇いていた。ある想像が僕のなかにある。けっして楽しくない想像が。


    「あ、はい」


    「工場の前で降りると運転手に怪しまれるから、上の温泉まで行ったのか？」


    「そ……そうです。でも、どうしてそれを……？」


    　僕が来る途中にすれ違ったタクシー、それは佐久が乗ってきたものだったのだ。しかし、この工場の外周に停められていた車とは？　ここに来るまで、僕は、タクシー以外の車を見かけなかった。


    「だとすると」


    　──誰かが、まだ、いる。


    　この工場内に。


    　どこに？　こんな工場に用が？　僕の監視か？　──そうかもしれない。でも、それならまだいい。もし監視の人間じゃなかったら？　僕らの想像も及ばない、得体の知れない人間が闇に潜ひそんでいたら……？


    　心臓が締めつけられるように苦しい。僕は恐怖していた。


    　ネズミだって危機を感じとっては逃げだすというのに、僕は完全に追いこまれていたのだ。誰に？　なぜ？　どこにいる？


    　そのとき、僕の肩をカレンがつつく。


    「ちょっと待ってくれ、今ちょっと考え事──」


    　カレンの顔は、廊ろう下かの窓を向いていた。つられてそちらを見てしまう。


    　廊下の窓には、いくつか──いや数十という青白い顔が、へばりついていた。


    



    



    「ぃっ、やぁぁあああああああ！」


    　佐さ久くの声で僕は我われに返る。すさまじい音量。三百メートル先にいる相手にだって優に届きそうなほどの、声だった。


    　窓には一面の顔。顔顔顔顔顔顔顔。数えるのもいやになるくらいの数。顔はひとつ、またひとつとガラスから離れていく。どれもが若い男の顔だけれど、どこにも特徴のないのっぺりした顔。五分もすれば忘れてしまいそうな顔たち。


    「──やばい」


    　直感的に察した。やばいに決まっている。


    『晶しよう、あれ、全部──シ念よ！』


    　カレンが叫んだ。男たちが、入り口から廊下に入ってくる。ひとり、ふたり……五人、十人。手には長い鉄パイプ状のもの。上下は工場で着るような作業着だが、どこも汚れていない、きれいなものだった。


    「せ、せせ、先輩ぃ……」


    　腰を抜かして佐久がその場に座りこむ。


    「立って！」


    　逃げないと。とにかく、逃げないと。


    　けれどもふり返った僕が見たのは、窓からするりと溶けこむように侵入してくる男たちだ。前と後ろを挟まれた──全部で何人いるんだ。


    「カレン、おかしい。なぜ僕や佐久にシ念の姿が視みえるんだ！」


    　思わず僕は叫んでいた。


    『あのシ念は、あなたにも姿を見せようと思って存在してるってことでしょ!?』


    「どうして！」


    『わっかんないわよ！』


    「どうして君は、これほど多くのシ念に気づかなかった！」


    『わ、私のせいって言いたいの!?　知らない、急にあちこちに増えたみたいなんだもの！』


    　正面に二十人ほど。入り口の向こうに人影はなし。ふり返ると窓からぞろぞろと入ってくるのは止まりそうにない。静かに人型のシ念は増ぞう殖しよくし、こちらに向かってくる。


    「佐久！」


    　その場にへたりこんでいる佐久の顔をのぞきこむ。


    「せ、せんぱ、先輩ぃ……」


    　佐さ久くはすっかり怯おびえ、涙目になっている。彼女はなにも知らない様子だ。


    　──落ち着け。落ち着け、僕。佐久を守れるのは、今は、僕しかいないじゃないか！


    「聞いてくれないか。今から僕はあることをして、あいつらを追いはらう。ただその瞬間、僕は意識を失う。僕が意識を失ったら叩きおこしてくれ」


    「え、意識、え？」


    「もしも起きそうになかったら──僕を置いて逃げろ！」


    　僕はカメラを握りしめた。あまりに暗い。ピントを合わせられるのか？


    　だけど──ここで逃げだすわけにはいかない。佐久だけでも助けられれば。


    　なにもわからず混乱している表情の佐久に、僕は笑ってみせた。ああ、くそ。こんなうそっぱちの笑顔ばかりはいつだってうまくいくんだ。


    「すこしだけ、目を閉じててくれ」


    　佐久の後頭部を抱かかえ、僕は胸元に抱きこんだ。写真を撮るところ──能力を使うところを見せて、余計な混乱はさせたくない。


    （カレン！）


    『もう準備ＯＫよ！』


    　いらだったようなカレンの声。カレンはすでにレンズのなかだ。カメラを構え、ピントを調整する。佐久は僕の身体にしがみつく形で、額ひたいを僕のみぞおちに押しつけている。


    　シ念の数が多い。であれば、焦しよう点てんの当たる範囲を広くしなければならない。


    　絞り羽根を調節し、レンズの使用面積を小さくすることを「絞る」と言う。絞れば焦点は広がり、ボケが少なくなる。


    　人型のシ念がこちらに迫ってくる。足音も立てずに、のろのろと。近い。もうすぐそこにいる。連中は、両手に握りしめたパイプを振りかざす。


    「僕が撮るのはつまらないものばっかりだな──」


    　消えろ。


    　そう念じて、僕はシャッターを切った。


    　途端に──さっきとは比べものにならないほどの巨大な闇が、僕の意識にかぶりつく。


    　こんな短時間に連続で撮影したことがいけなかったのか、あるいは絞りすぎたのか、とか──考えながら──僕は意識を失った。


    



    



    「せ、せせ、先輩っ、起きて、くださ……先輩！」


    『晶しよう、いつまで寝てるの！』


    　目を開くと、僕は立っていた。いや、佐久の肩に腕を回し、無む理り矢や理り立たされていた。


    「す、すまな──」


    　言いかけたところで、側そく頭とう部ぶがずきんと痛んだ。ドライバーでも突きさしたような痛みに、吐き気まで催もよおす。──なんだ、これは。今さらカメラへの拒否感か？　いや……そうじゃない。カレンの能力のせいか。僕の意識を失わせるほどに〝思いの力〟を使うのだ。短時間に使いすぎたのかもしれない。


    　先日、学校で能力を使ったときだって最後に僕は倒れたのだ──あのときは疲労のせいだと思っていたけれど、この能力が原因だった可能性は高い。


    『正面のシ念、消えたわ。早く逃げて！』


    「い、行きましょう！」


    　僕の肩に手を回したまま佐さ久くが走りだす。足がもつれそうになりながら、なんとかついていく。僕らは、つい今しがたまでシ念がいたところを通りすぎる。頭が強く痛む。背中にじとりと汗が噴く。


    　僕らは、入り口のガラス戸から外へと飛びだした。


    「あ……」


    　そこで、立ち止まった。


    　手を握っていた佐久の力が抜ける。ぺたりと、彼女はその場に座りこむ。


    「なんだよ、これ……」


    　僕らは囲まれていた。三十人？　五十人？　いや──百人近くはいる。みんな無言で、手に鉄パイプを握ったままこちらを見ていた。思考も、感情も、なにも感じさせない視線が僕らを射抜く。


    「お前たちは、何者なんだ」


    　声が震えた。


    　問うても、反応なし。


    　ただじりじりと、輪を縮ちぢめてくる。


    　なにが目的だ？　何者だ？　まったくわからない。わからないことが余計に恐怖をあおる。


    　かちかち、と音がする。佐久の奥歯が鳴っていた。僕は膝ひざ立だちになり、さっきと同じように佐久の身体を引きよせた。違うのは、打つ手がもう思いつかないことだ。


    　こいつらに、僕はなぶり殺しにされるのか──現実感を伴った想像が、恐怖となって僕の全身に嚙かみついてくる。佐久だけでも……佐久だけでもなんとか逃がせないのか？　どうやって？　だとしても、カレンはどうなってしまう？


    　僕はカメラを握りしめた。


    （もう一度、撮る）


    　こめかみの辺りがすさまじく痛みを発していた。


    『あなた、その頭じゃ……』


    　横にいるカレンが、手でこめかみを押さえている。僕の痛みが共有されているのだ。


    （ほかに手がない）


    『でも……』


    　男たちが近寄ってくる。


    『あなたの身体が……どうなっても知らないわよ』


    （それでも──）


    『……その子を守るため？』


    （そうだよ！　カレン、お願いだから──）


    　カレンの姿が消え、僕が手にしているカメラがわずかに重くなった。


    「……ありがとう、カレン」


    　つぶやいて、僕はカメラを構える。


    「先……輩？」


    　不思議そうな目で僕を見上げる佐さ久く。


    「目を閉じていて。怖くない、すぐに済むさ」


    　これからシ念を撮れば、頭の痛みがさらにひどくなるのは確実だ。つい今しがた撮った数よりはるかに多い。僕の頭はどうなるだろうか？　──いや、考えるだけ無駄だ。


    　男たちは、あと五メートルといったところ。腹が立つくらいゆっくりと、こちらに迫る。


    　佐久は、ぎゅっと目を閉じた。


    （さあ、撮ろうか──）


    　人差し指をシャッターボタンにかける。


    　僕に、こいつら全部を撮影できるほどの〝思いの力〟はあるのか。あると信じるしかない。それで、佐久だけでも逃げられるなら。


    　やるしか、ないじゃないか。


    　だから、僕は指に力を込め、シャッターを──。


    「なん……だ……？」


    　直前。


    　数体のシ念が消しよう滅めつした。


    　風船が割れるように、一瞬で。なかからは光る砂すな埃ぼこりのようなものをまき散らし。


    『なにか、飛んでる！　銀色の光──シ念よ！』


    　シ念たちが、初めて動揺したようだった。動きにムラが生じる。そのそばからシ念が破裂していく。音もなく、ただ、細かい光が弾はじけ、地面に吸いこまれていくのだ。


    　いったいなにが起きた？　シ念が飛んでいるということは──別のシ念が？


    「あひゃっ」


    　間抜けな笑い声が聞こえてきた。


    「あぁー？　軽い連中だなー。こいつら数だけかよ」


    　若い男の声だ。


    　シ念の群がる向こうから、こちらへ歩いてくるふたり。


    　ひとりは男、薄手のレインウェアに、ダメージドジーンズ。足下はハイカットの黒のブーツだ。短く刈りこんだ黒髪。眼光は鋭いが、人を小馬鹿にしたような印象を与える。それは半笑いをしている口元のせいかもしれない。


    　もうひとりは女。暗い紺のパンツスーツで身を固めている。周囲に人を近寄らせない、毅き然ぜんとした歩き方。


    「勝手に行動されては困るのよ……雨あま野のくん」


    　吉き良ら伶れいは不ふ愉ゆ快かいそうに言った。


    　そして、僕は気がついた。


    「追跡されていた……？」


    　僕がどこに行くのか確かめようと、泳がされていたということなのか──。


    　唇を嚙かんだ。なにもかも、こいつらの手のひらの上で踊らされていた、というわけだ。


    「そういうことになるわね、秀才くん？　でもそれは私たちだけじゃない。このシ念の持ち主──シ念掃滅機構からも尾行されていた、ってことね」


    



    　　　　　　　６


    



    　僕らは吉良の運転する車に乗せられた。


    　助手席には先ほどの男がいた。男は、萬ばん菊きく馬まと名乗った。


    　大量にいたシ念は先ほどすべて消えた。一瞬で。あたかも、最初からなにもなかったかのように。


    　佐さ久くは僕と同じく後部座席に座っていた。恐怖のために、吉良と萬が現れる直前に気を失っていたらしい。目が覚めてから、助けが来たことを告げると今度は安心して眠りに落ちた。そして今も、僕の肩に寄りかかるように、佐久は眠りこけている。


    　カレンはレンズのなかに隠れたままで、おそらく存在を気づかれてはいない。


    「さっきのシ念、掃そう滅めつ機構の『ドール』のものだと思うわ」


    　運転しながら吉良は言った。


    「ドール……それが人の名前？」


    「通称よ。ドールはもうひとつ通称があって、『五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー』と呼ばれている。そのほかは、見た目も年齢も一切不明。私たちが下した判断は危険度ＢＢダブルビー」


    「あれでＢＢダブルビー……いや、そもそもどんな判断基準が」


    「株式だったら、今後の状じよう況きようによって値下げも十分考え得る、というレベルの格付けね」


    「それはわかります。スタンダード＆プアーズやムーディーズのことでしょう。でも人間に格付けなんていったい誰が」


    「私たちだけじゃないわ。シ念掃そう滅めつ機構も自分たちの構成員を、能力に応じてランク付けしている。ＷＣＯ総合ランクでドールはＢＢＢトリプルビー。向こうはシ念掃滅──シ念を破壊する能力、こちらは危険度で量っているという違いもあるけど、ドールについてはあまりに不明な点が多いから、私たちはそれ以上の評価をしない」


    「どうしてそんな情報を握っているんですか。シ念掃滅機構の情報はそんなにオープンなんですか」


    　吉き良らはルームミラーの位置を調整し、僕の目を見すえた。


    「雨あま野のくん。あなたはやっぱりまだ子どもね。教えてあげるわ。この世界に『機密』なんていう情報は存在しないの。あるのはたった二種類だけ。役に立つ情報か、立たない情報か」


    　なんという自信だろう。彼女は自分の手に入れた情報の確度を信用しているのだ。それだけ確かな筋から手に入れた情報──。


    「役に立つのか立たないのか、それを判断するのは情報を扱う人間、とでも？」


    「一を聞いて十を知るとはこのことね。雨野くん、あなたには話し甲が斐いがあるわ」


    「さっき、ドールのことを爆弾魔ボマー……と言いましたか？　あいつら、鉄パイプを持って襲ってきましたけど」


    「鉄パイプ──のように見えるシ念、という言い方が正しいわ。まあ、あれで殴られたら痛いでしょうね。情報については、私たちだって掃滅機構のすべてを知っているわけじゃない。すべてを知ることが必要だとも思わないし。ドールについてわかっているのはこれくらいと思っていいわ。でたらめな数のシ念を作りだせること、妙な通り名をつけられていること。ま、さっきの様子を見たところ『自律型インデイペンデント』で『遠隔操作リモート』兼用。攻撃よりも守備的ね」


    「『人形ドール』、なんて名前なら、女でしょう」


    「それすらも不明。通称は通称よ。それを言うなら『ツクヨミ』だってただの通称でしょ？」


    　そう吉良が言うと、萬ばんがちらりとその横顔を見た。


    「吉良さん、いくらなんでも話しすぎです」


    「いいのよ。それで──雨野くん、なにか気がついたこと、わかったことはある？」


    　吉良が、ルームミラー越しにこちらを見た。


    「……僕を試ためそうと？」


    「違うわ」


    　吉良の口元が、笑えみを作る。それはルージュの色とあいまって、やけに色っぽい。


    「口く説どいてるのよ」


    「──なんですって？」


    「ききき、吉き良らさん！」


    　僕よりも萬ばんのほうがあわてていた。


    「あなたに興味があるのよ、雨あま野のくん。まあ、それは今はいいわ。こっちから一方的に情報をあげるのはこれでおしまい。今度は君の番よ。君はその女の子を廃工場に連れこんでなにする気だったの？　君が家を出るときには、いなかったわね。ということは合流したのはついさっき……」


    　僕は黙っていた。


    「あの工場になにがあるの？　一見ただの廃工場。でも、叩けばほこりが出てくるのかしら」


    　僕は黙もく秘ひを通した。佐さ久くを巻きこむわけにはいかない。けれども、佐久が僕と無関係だと信じさせたところで、佐久が六ろく合ごう硝子ガラスへ来た理由を吉良は知りたがるかもしれない。


    「ふうん」


    　吉良はつまらなさそうに鼻を鳴らした。


    「一番無ぶ難なんで、つまらない選択をしたのね……それもいいでしょう。でも、これで私は決めたわ。やはりあなたを野放しにはしておけない。掃そう滅めつ機構だってまた姿を現すでしょうし──目的はわからないけど」


    　僕は黙秘を続けていた。


    　シ念掃滅機構の狙ねらいはおそらくカレンだ。そのことを吉良が知れば、吉良もカレンに興味を示す。カレンの存在は隠しておくに限る。


    　こいつらにカレンのことはバレていない。大丈夫、大丈夫だ──僕は自分に言い聞かせる。だから怪しいそぶりを見せるな。レンズのなかのカレンは見事なまでに沈黙を保たもっている。


    　吉良の運転する車は、僕らの泊まっている旅館の前にやってきた。


    　自動車が停まっても、吉良はなにも言わなかった。


    「降りますよ。……一応言っておきます。さっきは、ありがとうございました」


    「いいわ、気にしないで」


    　僕はドアを開けた。反対側に回り、身体を引っぱりだそうと彼女の腕を僕の肩に回す。


    「来週から──」


    　正面を向いたまま、吉良が言った。


    「萬をあなたにつける。すべての行動を萬とともにしなさい。いいわね」


    　なんだって？


    「ちょっと吉良さん、マジっすか!?」


    　突然のことに、萬まであわてている。


    「萬は私たちの判断で、能力値はＢＢＢトリプルビーよ。ドールが相手でも問題ないわ。……その女の子、巻きこみたくないようね。私に従うなら、その子のことは忘れてあげる」


    　佐久はあどけない顔で寝息を立てている。佐久まで人ひと質じちにとるつもりか──。


    　僕は吉き良らをにらんだ。吉良は感情の欠片かけらも見せず、ハンドルに手を置いたままだった。


    「……わかりました」


    　僕は自分に選択権など与えられていないことに気がついた。ルームミラー越しに、吉良がにやりと笑う。


    「子どもは早く寝るのよ」


    　吉良と萬ばんを乗せた車は去っていった。


    



    



    　トランクに載せて運んだ自転車を、旅館の裏口に置いておく。佐さ久くは先に、裏口から旅館のなかに運んでおいた。彼女はまだ眠っていた。


    『ふーっ』


    　ようやく、レンズからカレンが登場する。


    『なんであんなに簡単に、あの女の言ったことを受け入れたの？　萬とかって男は吉良の仲間なんでしょ？　そんなやつがいたら、お兄ちゃんのシ念を探していることも、すぐにわかっちゃうわ』


    「ほかに選せん択たく肢しがなかった」


    『選択肢……ねえ。口く説どかれていい気になって、選択も思いつかなかったんじゃないの？　それに佐久をかばわなければ、つっぱねたってよかったんだし』


    「口説くなんて、あれは質たちの悪いジョークだよ。それに佐久を売るような真ま似ねはしたくなかったんだ」


    『あの工場に現れた事情も言わない子を、どうしてかばうのよ』


    　裏口の前で立ち止まる。周囲は夜の闇に沈んでいる。頭の奥で、鈍にぶい痛みがくすぶる。


    「わかってる！　そこは佐久とも話さなくちゃいけないことだと思う。でも今日はもう止よそう。さすがに疲労も限界だ」


    『私は元気よ』


    　そりゃそうだ。君は僕の力を吸っているだけなんだから──と考えそうになるのを打ちけす。これ以上の衝突は、なにも生まないことくらいわかりきっている。


    　そのとき、


    「シ念を消す。おもしろい能力。欲しい」


    　僕の耳元で、声。


    「なっ──」


    　女が立っていた。髪は長く金髪。目はブルーで白い肌。そばかすと、つんと上向きの鼻に、ぼってりした厚い唇。バストがＴシャツを押しあげ、すらりとした両脚が途中で裁たち切られたパンツから伸びている。白人──アメリカ、というより、北欧系のような──。


    『ど、どこにいたの、こいつ……シ念よ』


    　先ほどの、工場での出来事が瞬間的に脳のう裏りに走る。


    　僕とカレンに向かって、彼女──シ念は、きょとんと、不思議そうな顔で僕に言う。


    「あなた、ダメ男？」


    「……は？」


    「あなたじゃない。ツクヨミは見る目がない」


    「お前、ドールか？　いや、ドールの放ったシ念か？」


    「知りたい？」


    　人差し指を唇に当てて、小首をかしげる。それはふつうの女の子がやれば可愛かわいらしい仕草なのに──なぜか僕は、氷を背中に滑らせたような、恐怖を感じたのだった。


    　ＷＣＯランクはＢＢＢトリプルビーという判断と、吉き良らは言っていた。かなり上位だ。通称は「五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー」──ひょっとしたら、なにか能力を隠しているんじゃないか？


    「警戒する心、大事。でもあなた、それ以前に……うぅん、難しいわトウルードナ」


    　なんだ？　最後になんて言った？


    「あなた、どうでもよくなったから、帰るね。ああ、そう。あのね、私の邪じや魔ましたら──」


    　唇につけていた人差し指を、僕の鼻にちょん、とつけた。温度は感じないくせに、人肌の感触──奇妙な感覚。

  


  [image: ]


  
    「本気で殺すから」


    　そして、シ念はその場からかき消えた。


    「────」


    　僕とカレンは顔を見合わせた。やつが、なにをしに来たのかわからなかった。わからなかったけれど、疲労感がどっとやってきた。


    『なんだったの……』


    　わかるわけがない。脅おどしに来ただけなのか。


    「……あのシ念は君が視みえていないようだった。ドールはシ念を視られないのか、あるいは……それにあの姿、ドールはやはり女なのか？」


    　考えをまとめようと思ったけれど、さすがに今日はもう無理だった。


    



    



    　僕は裏口から旅館に入った。時刻は夜の十二時に近い。遠くで痴ち話わげんからしい男女の声が聞こえた。どこの世界でも、男と女は争うものらしい。


    「佐さ久く、起きて」


    「ん……うー……」


    　廊ろう下かの絨じゆう毯たんにくずおれている佐久の顔をのぞきこむ。佐久はゆっくりと目を開いた。


    「あ……あれ、せ、先輩？」


    　半身を起こし、きょろきょろと左右を見る。


    「助かったんだ。僕たちは」


    　僕は、不思議なことに突然男たちがいなくなり、たまたま通りがかったタクシーで帰ってきたと佐久に説明した。


    「あれは……幽ゆう霊れいだったんでしょうか……」


    　佐久に手を貸して、起こしてやる。幽霊より質たちの悪いものだったけれど、それを説明する必要もなかった。


    「ここに部屋をとってるんだ。旅館に事情を説明して、泊めてもらうようにしよう。それともほかに泊まるあてが？」


    「あ、えっと……はい……ないです」


    　佐久は僕の手を握ったまま、うつむく。


    「あの」


    　言いかけて、また言葉を切る。痴ち話わげんかの声が近くなったような気がした。


    「あの……先輩、私……」


    「無理に言わなくていい」


    　顔を上げた佐久に、僕はうなずいた。


    「他人に言えない事情くらい、誰にだってある」


    「…………」


    　佐さ久くは、両目にうっすらと涙を浮かべた。やはりなにか大きな問題を抱かかえているのだろう。そしてひとりでそれに耐えている。なんとかしてやりたいと思う。でもそれは、佐久が僕に事情を明かしてくれてからのことだ。僕だって、カレンのことは佐久に説明できないのだから。


    「……ごめんなさい。ごめんなさい、先輩……」


    「もう行こう」


    　僕は佐久の手を引いて歩きだした。


    『ちょっと甘すぎない？　その子に』


    （しょうがないだろ。佐久は君と違って、か弱いんだから）


    　その言葉に、露ろ骨こつにカレンはむっとしたようにこちらをにらみつけた。


    （なにか？）


    『いーえ！　なにも！　せいぜい気をつけることですね！』


    （気をつける？　いったいなにに──）


    　考えかけて、硬直した。


    「晶しようくん……？」


    　廊ろう下かの先に、来くる栖すと、夕ゆう顔がおがいた。


    （カレン。君はこれを知ってて黙っていたな──！）


    　先ほどから聞こえていた痴ち話わげんかは、僕を捜しに外へ行こうとする来栖と、それを止めようとしていた夕顔のやりとりだったかと今さらながらに気づくと同時に、明らかに僕と佐久が手をつないでいることについて盛大に勘違いしている来栖に、これから説明をする必要があり、説明しなければ寝ることすら許されないだろうこと、そして夕顔は夕顔で外に抜けだしていた僕が佐久となにかよからぬことでもしてきたのではないかと、これまた別の勘違いをしているだろうことにも──気がついた。


    『いい気味よ』


    　と、カレンがつぶやいた。
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    　一か所のほころびをとり繕つくろったせいで、連れん鎖さ的にどんどんほころびが広がっていくのは、あたかも小ぼ火やが飛び火して、火事が拡大していくようでもあり──なんてかっこつけて言ってみても、事態は改かい善ぜんしないわけで。僕は来くる栖すに説明するのに、「佐さ久くが近くに来ていると急に連絡が来て、迎えに行っていた」と、またうそをついた。うその上うわ塗ぬりだ。


    　佐久の事情は結局わからずじまいだった。翌朝、夕ゆう顔がおが目を覚ましたときにはすでに部屋にいなかったから。


    　今回の合宿兼視察は、とどのつまり謎を増やしただけだった。


    　以前読んだ文章でこんなものがある。自みずからの持っている知識の領域を、たとえば円のようなものだ考える。すると、知識を増やせば増やすほど円は拡大し、「知っている」範囲が広がっていく。しかしそれに応じて、円周──円の外側にある「未知」の部分と触れている部分も拡大していく。つまり人は、知れば知るほど「知らない」ものが増えていくというのだ。


    　なぜあの工場は買ばい収しゆうされたにもかかわらず手つかずのまま残されていたのか。なぜ僕の祖そ父ふの写真が、シ念として遺のこっていたのか。なぜ佐久はあの場に現れたのか。カレンの兄である夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきのシ念を探しに藤ふじ見み村むらに向かったのに、三つの謎が僕の前に現れた。ついでに、ドールとかいう厄やつ介かいなシ念能力者まで出てきた──。


    「弱気になったら、ダメだな……美み莉りに笑われる」


    　月曜日。僕は学校へ向かうべく家を出た。カレンをレンズに隠したまま。


    「あぁー？　朝からなんでこんなメガネの子こ守もりしなくちゃいけねえんだ」


    　家の前には萬ばんがいた。工場で見たのと似たような、レインウェアにジーンズ。今日の天気予報は晴れ。降水確率ゼロパーセント。それなのにレインウェア。これも疑問だったけれどとりあえず考えないことにした。僕には考えなければならないことが多すぎる。


    「本気で僕につきまとうつもりですか」


    「しょうがねえだろ。吉き良らさんがそうしろって言うんだから」


    「僕は逃げも隠れもしない」


    「あぁー？　知ったことか。俺だって子守はいやだっつの」


    　歩きはじめた僕の背後から、萬がついてくる。萬はレインウェアのポケットからミネラルウォーターのペットボトルをとりだすと、ぐびぐび飲みだした。


    　気にしないに限る。とにかく、僕は僕のペースで謎を解いていくしかないのだから。


    



    



    　まずは佐さ久くの様子を見に行くところから始めよう──という僕なりのペースは最初から頓とん挫ざした。佐久は欠席していたのだ。一年生の教室、佐久のクラスの女子は、心配そうに首をかしげながらこう言った。


    「先週から休みがちなんですけど。杏あんずちゃん、あんまり理由とか話したがらないんですよね」


    　休みがち、というのは佐久が抱かかえているらしいトラブルのせいなのだろうか。僕が想像したよりもずっと深刻な悩みなのかもしれない。


    「わかった。ありがとう。それじゃあ」


    「あ！　あのー、雨あま野の先輩って中央幹事会でしたよね」


    「そうだけど」


    「あの！　私、来くる栖す先輩のファンなんです！　なんとか、先輩のメアドもらえませんかぁ？」


    　その子が言うと、「私も知りたいです！」「ちょっと、この話は私が」「来栖先輩のこと最初にいいって言ったのあたしだよ」横からわらわらと女子が湧いてくる。


    　来栖の人気、恐るべし。


    「直接、聞きに行ったらいいんじゃないかな。中央幹事会は、今でも役員を募集してるからいつでもどうぞ」


    「えー……でも、一年で幹事会に入ると、成なる川かわ先輩がしつこくちょっかい出してくるとか評判なんですよう」


    　そう言って、女子たちが「きゃぁー」とはしゃぐ。


    　……成川の不ふ名めい誉よも恐るべし。


    



    



    　放課後、中央幹事会室をのぞくと生徒は五人ほどしかいなかった。僕に気づいたミスター不名誉の成川が声をかけてくる。


    「おう、来栖と夕ゆう顔がおちゃんとのお出かけはどうだったよ」


    「お出かけ、といっても幹事会の仕事だよ。来栖は？」


    　聞くと、成川は渋しぶい顔をする。


    「……来栖ファンクラブの連中が拉ら致ちってった。月に一度の定例会とか言ってたな」


    「そういえばそんなものもあったっけ」


    　来栖のファンクラブは設立から一年程度しか経っていないにもかかわらず、我が写真部（[image: ]部より八年経過）より活発なようである。とはいえそのファンクラブの活動内容はよくわからず、来栖に活動内容を聞いてもあいまいな微笑ほほえみしか返ってこなかったりする。


    「堤つつみ先輩は？」


    　昨晩のうちに、僕は藤ふじ見み村むらのレポートをまとめていた。修学旅行として行くにはちょっと地味であり、避けたほうがいいだろう、という結果の。行く前からわかりきっていたことだ。


    　成なる川かわは僕のことをじろじろと見る。


    「ほんとに知らないのかあ？　今日は、家の用事で買い物に行くってさ。あーあ、俺も帰るかな～。葉は友ゆさんといっしょに買い物してえ～」


    　成川は頭を抱かかえてその場でくるくる回りだした。


    　僕は幹事長の机にレポートを載せる。そして、来くる栖すが戻ってくる前に写真部の部室へ向かうことにした。


    「なあカレン。六ろく合ごう硝子ガラスを買ばい収しゆうした会社に心当たりはないか？　ちょっとでも気になる名前があるとかでもいいんだけど──」


    　廊ろう下かを歩きながら聞くと、レンズからカレンが出てきた。


    『ないわ。お兄ちゃんは工場の話とかしたがらなかったし。会社のことなら記録が残ってるんじゃないの？』


    「会社の登とう記きに関する情報は僕でも調べることができる。でも、調べるには実際にまた藤ふじ見み村むらにまで行かなきゃいけないんだよ」


    　昨日僕が家で調べたこと。


    　商業・法人登記は手数料さえ払えば誰でも「登記事項証明書」を受けとることができる。そこには六合硝子の代々の所有者が書かれているはずだ。これら登記は法ほう務む省しよう民みん事じ局きよくの管かん轄かつであり、藤見村にも出張所がある。けれど、ここは登記が電子化されていないので直接足を運ぶ必要がある。


    　吉き良らの名前が頭をよぎる。彼女に頼めばすぐにも六合硝子の現在の代表者がわかるだろう。けれど、なぜ僕がそんなことを知りたがるのか、聞かれるのは間違いない。論外だ。


    『そんなのわかってるわよ。でも心当たりなんてないんだもの』


    「そうか。……それはそうと、なにか怒ってないか？」


    『お、怒ってなんか……私が怒って見えるのは、晶しようにやましいことがあるからでしょ！』


    「やましい？」


    『胸に手を当ててよく考えたらいいわ』


    「ふむ」


    　胸に手を当ててみる。


    「さっぱり思いつかない」


    『あのねぇ……あの夜のあなたの態度とか、今日だって学校に来てから最初にしたこととか、いろいろあるじゃない』


    　全部、佐さ久くがらみのことのように思えるが、それがいったいなんなのか。


    『ほんとうにわからないの？　ほんとうに？　いるのね、あなたみたいな人って。勉強はできるけど頭悪いっていうか』


    「なんだよ、それ。佐久のことだろ？　別に、佐久が心配なだけだけど、なにか僕は間違ったことをしてるのか？　というか、なんで佐さ久くのことでカレンが怒るんだ？」


    『────』


    　カレンは両手を握りしめて僕を見て、


    『そういえば……そうね。なんで私はこんなに怒ってるんだろう』


    「だからそれをさっきから聞いているのに」


    『でもなんかいやなの！　あなたの態度とか、なんかいや！』


    「理由もなく怒られたって僕だってどうしようもないだろ」


    「……ほれ、ケンカはそこまでじゃ」


    　僕らの歩くすぐ隣となりのドアが開く。そこには夕ゆう顔がおが呆あきれたような顔で立っていた。


    「写真部の部室を通り過ぎるほど会話に熱中するのも結構じゃがの、今日はあたしがお前さんたちに話を聞く日じゃろうに。まーったく」


    



    



    　僕らはまず、一昨日おとといの夜に撮影したフィルムを確認するところから始めた。


    　すでに部室の一角にあるブースに夕顔は入っていた。フィルムは昼休みのときに渡していて、先に現像を済ませていた。今は紙にプリントしているところだ。


    　ブースの上辺にある換かん気き扇せんがくるくると回っていて、独特の薬やく品ひん臭しゆうが鼻をつく。


    「それで、雨あま野の。一昨日のこと、そろそろ話してくれてもよかろ？」


    　暗室のなかから夕顔の声がする。ゴーッという音はドライヤーのようだ。


    　わかった、と答え、僕は一昨日の出来事を話した。細かい話まですると結構長くなる。やがて、佐久の話が出たときには、


    「ふーむ……佐久ちゃんがシ念に関係があるとは思えぬがのう」


    「ああ。でもいずれにせよ──カレンの兄さんのことも、佐久のことも、僕の祖じ父いちゃんのことも六ろく合ごう硝子ガラスにまつわる謎なんだよ。あの工場になにが起きたのかを知れば、ほかの謎を解く手がかりになると思う」


    　僕がそう言ったとき、夕顔が暗室から出てきた。手にはプラスチックのトレイ。Ａ４サイズにモノクロプリントされた──昨日の写真。


    「『ドール』という者のシ念を撮ったコマは、真っ黒でなにも出んかった。こっちはその代わりちゃんと写っておるぞ。まあ、モノクロじゃが」


    「いや、これで十分だよ……まさか」


    『シ念を写真にプリントなんて、ほんとうにできるのね』


    　カレンも身を乗りだして写真を見る。


    　理屈としてはわかっている。カレンのレンズがシ念を写せるのだからフィルムにはシ念の姿形が投とう射しやされる。そのフィルムを現像すれば、写真にはシ念が写っているに決まっている。


    　だけれど、理解できるのと納得できるのとは、微び妙みように違うものだ。マイナスにマイナスをかけるとプラスになる、と言われてすぐ納得できるかというのと同じように。


    　僕らは机の真ん中に写真を置き、それを挟むように腰を下ろした。


    　写真が写っている写真、というのも奇妙なものだ。これは六ろく合ごう硝子ガラスの敷地内だろうか、背景には工場らしき建物。男が三人写っている。中央にいるのがカレンの叔お父じ、夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろう。気むずかしそうなしかめ面つら。上下ともに作業着で、肘ひじの上まで袖そでをまくって腕組みしている。


    　右側にいるのが僕の祖そ父ふ、雨あま野の銀ぎん介すけ。禿はげあがった頭、上は半袖のワイシャツ、下はスラックスだ。僕の記憶と違わない柔にゆう和わな笑顔。


    　そして左に──ひょろりと長身の初老の男。スーツをきっちり着ていてネクタイまで締めている。真ま面じ目めそうな印象は、服装ではなく姿勢のせいだろうか。直立不動でこちらを見つめている。


    「左の人、見たことあるか」


    『ないわ……たぶん、ないと思う』


    「僕はどこかで見たような──」


    　言いかけて、気がついた。祖じ父いちゃんの昔の写真が、家にはあるはずだ。アルバムでも見ればこの人が載っているかもしれない。


    「夕ゆう顔がお、ありがとう。この写真持っていってもいいかな」


    「もちろんじゃ。このあたしが現像したのだから大事にするんじゃぞ。……じゃが、ネガは、あたしが持っておくほうがよかろうの。シ念はネガに遺のこっておる」


    　そうか。この写真はシ念を撮影したものだけれど、写真にシ念が移ったわけではない。ネガにシ念は遺っているのだ。僕は、シ念の扱いについては夕顔に任せることにした。


    「『ドール』……聞いたことのない名前じゃの。しかしＷＣＯ総合ランクでＢＢＢトリプルビーとは」


    「そのランクって、どこまであてになるんだ？」


    　聞くと、夕顔は苦にが々にがしい顔でこう言った。


    「系統だててシ念を分ぶん析せきすることに関しては、ＷＣＯは世界でも有数の組織。評価項目が三十ほどあるそうでの、それをもとに格付けするとか。しかしそんなランクなど、まやかしじゃとあたしは考えておる……が、世の中にはそのランクに登場することを自みずから望む者もおる」


    「君の名前もそのランクに？」


    「むう……残念ながら、載っているらしい。あたしの場合はバカ親おや父じのせいじゃが」


    　親父のせい？　そうか、夕顔の父親はシ念使いの間でも有名──みたいなことを本人やツクヨミが言っていたような気がする。


    「ランクは？」


    「Ｃシングルシーじゃ。最低じゃよ。あたしは視みるだけじゃからの。知能や身体能力は問わない、純粋なシ念能力だけのランクじゃ」


    「ツクヨミのランクももしかして知ってる？」


    「ＣＣダブルシー」


    　意外と低いな──と思っていると、平日の昼はな、と夕ゆう顔がおはつけ加えた。


    『じゃ、満月の夜は？』


    「……Ａシングルエーじゃよ」


    　ついにＡが出てきた。ドールや、萬ばんの持つシ念よりも、ツクヨミのあのふざけた能力のほうが、強いと考えていいのだろうか。いや、夕顔は純粋にシ念能力だけと言った。シ念を使うのは人間だ──そう、情報の価値を決めるのが、扱う人間であるのと同じく。


    「ちなみに聞くけど、Ａってどれくらいの数がいるんだ？　ＡＡダブルエーは？　ＡＡＡトリプルエーなんてのもいるのか？」


    　夕顔は渋しぶい顔で僕を見た。


    「雨あま野の、あたしはさっき言ったとおりランキングみたいなのは信用ならんと──」


    「純粋な興味だよ」


    「やれやれ……あくまでもＷＣＯが認める、ということじゃぞ？　ＡＡダブルエーは世界に五人。ＡＡＡトリプルエーはたったふたりしかおらんという」


    　それは誰だ──と言おうとした僕を押しとどめるように、夕顔は右手で「待った」をかけた。


    「そこから先は、知る必要がなかろ？」


    　真剣なまなざしだった。


    「……そうだな。ごめん、調子に乗りすぎた」


    　夕顔の言うとおりだった。僕はカレンの望みを叶かなえたら、シ念のない生活に戻ろうと思っているのだ。シ念の能力者の細かいことなど知って、どうなるものでもない。


    「なあ──夕顔、君にあとひとつ、聞いてほしいことがある」


    　乾いた写真をクリアファイルに挟みこんで、僕は言った。


    「僕は固定の監視をつけられたんだ。ともに行動せざるを得なくなった……僕は吉き良らに借りを作ってしまったから」


    「むうう……監視、か。いちいちいけ好かんのう。それで、その監視とかいうのはどんなやつなんじゃ。シ念のことを知っているやつじゃろうの、どうせ」


    「知っているだけじゃなく、シ念を使える男だよ。どんな能力かはちょっとまだわからないけど。……名前は、萬菊きく馬ま。ひょろっとした、[image: ]やせ気味の男」


    　夕顔が目を見開いた。そして、なるほど、とつぶやく。


    「『なるほど』？　君は──萬を知っているのか？」


    「ああ、知っておる。知っておるとも」


    　夕顔は答えた──老ろう獪かいな笑みで。
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    「出てくるの遅おせえな、お前。帰宅部なんだろ？　なにチンタラしてんだ、あぁー？」


    　校門を出たすぐ左、学校のフェンスに上半身をもたせていた萬ばん。萬の足下には空からになったミネラルウォーターのペットボトルが十本ほど。


    「オラ、行くぜ」


    「待つんじゃ、萬。そのペットボトル、ちゃんとゴミ箱に捨てよ」


    「あぁー？　俺に指図していいのは世界でただひとり吉き良らさんだけだと決まって──」


    　首だけふり向けた萬の表情が、固まった。


    　ぐるんとすさまじい勢いで身体をこちらに向けると、両手でごしごしと顔をこすり、目元を払い、ぎゅっと目を閉じてからもう一度夕ゆう顔がおを見る。


    「……夕顔、サン、デスカ」


    「久しぶりじゃの」


    「おあああぁぁぁぁほぉぉぉっぅぅぅぅ！」


    　ゴリラを思わせる叫び声が護ご稜りよう高校正門前に、響いた。


    「や、止やめてください、アレだけは止めてください、アレだけは、アレだけは……」


    　その場にしゃがみこんで頭を抱かかえる萬。


    　僕は夕顔から、かつて萬が夕顔の父、和泉いずみ清せい玄げんから格闘技の手ほどきを受けていた、とだけ聞いていた。しかしこれは──。


    「……夕顔、君は昔この男に」


    「さて萬。あたしが来たからにはどうすればいいかわかっておろうの？」


    　僕の言葉は無視して夕顔は言った。


    「止やめてくださいお願いします俺が星せい稜りよう神社から逃げてジンジュツのために働いてることも清玄先生には黙っていてください」


    　その場に土ど下げ座ざし、地面に額ひたいをこすりつける萬。


    「あたしの知ってる萬は、あたしの言うこと聞いてくれる優しい男じゃったのう」


    「……夕顔、さん……？」


    　地面から上うわ目め遣づかいに夕顔を見上げる萬。


    「お、俺の知ってる夕顔さんは、こういうとき必ず俺になんかさせようとしてましたが」


    「ご名答じゃ」


    「ってなんでそんなに晴れがましい笑顔なんすか!?　あのころと全然変わってないっす！　趣味の悪い蛍光色のパンツはいてるところもへぶほっ」


    　夕顔の左手が萬のアゴにぶち当たり、萬は身体ごと背後に吹っ飛んだ。


    「へ、変なことを言うでない！」


    　右手で、スカートの裾すそを押さえながら、耳たぶまで真まっ赤かにして夕ゆう顔がおが言った。


    「夕顔、今の話──」


    「雨あま野のは黙る」


    　夕顔の過去にすこしだけ、興味が湧わいた。自己防衛的な意味で。


    



    



    　僕らはそれから駅のそばの公園に移動した。そういえば夕顔と僕が、初めてまともに会話をしたのもこの公園だった。


    「萬ばんはの、二年前までは星せい稜りよう神社に住みこんでおったんじゃ。もともと学校にもろくすっぽ行っておらんかった不良での、それが、学校をサボって星稜神社に来たところ──」


    　夕顔の父、和泉いずみ清せい玄げんに見つかった。清玄に呼びとめられ、逃げようとした萬。けれどもあっという間まに捕まると「これから道場に行く」と無む理り矢や理り連れて行かれた。道場ではぼっこぼこに叩きふせられ、萬は清玄に復ふく讐しゆうを誓ちかったらしい。しかしその後、何度となく清玄に襲いかかるも、その都つ度ど返り討ちに遭あい、しかも必ず道場に連れて行かれた。そのまま流されるように、萬は清玄から格闘技の手ほどきを受けるようになった。


    　和泉清玄、夕顔の父だ。僕も一度会ったことがある。全身筋肉のような男だった。上半身は裸、よく日に焼けており、胸元にはゴールドのネックレス。頭はスキンヘッド。目元にグリーンのサングラス。職業神かん主ぬし──と言われても悪い冗じよう談だんとしか思えない。


    「格闘技……って夕顔と同じ左手戦闘──」


    　言いかけた僕を夕顔がぎろりとにらむ。触れてはいけない話題がもうひとつ。


    　左手戦闘術、それが夕顔の習っている格闘技。左手だけを徹底的に鍛きたえる、打撃専門の格闘技だ。特徴はその左手と、軽やかなフットワーク。


    「うちのバカ親おや父じは星稜式柔じゆう術じゆつじゃ」


    「星稜……って夕顔の家の、神社の名前の？」


    「うむ。星稜はこの辺り一帯の古い地名での。昔から細々と続いてきた柔術なんじゃよ。うちの神主は代々師し範はんをやっておる」


    「へえ……」


    「とにかく、じゃ。萬にはいろいろと聞いておくべきことがある」


    　それまでの僕と夕顔の会話をそしらぬ顔で聞きながし、ベンチにどっかりと座りながらミネラルウォーターを飲んでいた萬は、ひとつ大きなげっぷをした。


    「萬……あのな、あたしが話すときはちゃんと聞いておれと言うたろ？　ん？」


    「あ、ががががっ！　ず、ずびばせん！」


    　夕顔の左手が萬の顔をわしづかみにしている。女子高生がやる行為ではなかろうに、アイアンクローなんて。


    「それに、その水」


    「…………」


    　萬ばんは夕ゆう顔がおの視線を避けるように立ちあがると、さりげなくレインウエアのポケットにペットボトルを突っこんだ。あの水になにかあるのだろうか。


    「萬、『ジンジュツ』とはなんじゃ」


    「あぁー……俺はこれでも国のために働いてるんですよ。国家公務員らしいんですけど、特別なんとか種とかいうみたいで」


    「萬、お前さんの言うことは『らしい』とか『みたい』とかが多くてよくわからぬ」


    　そこへ僕は口を挟んだ。


    「国家公務員ということは、その地位は法律に定義されてるはずだから、『らしい』なんてあり得ないはずだろうけど」


    「あぁー？　お前は黙ってろ、メガネ、カス。誰が口利きいていいっつった？」


    「……萬」


    　夕顔がバキバキと指を鳴らしながら近づくと、萬は青ざめながら後ずさった。夕顔はともかく、僕は彼にいたく嫌われているようだ。


    「ジ、ジンジュツは、俺らみたいなシ念使いを集めた組織ですよ！　ジンジュツは『壬戌』って書くんです。干え支との『壬みずのえ戌いぬ』。なんでもこの壬戌の年に関係している官かん僚りようが、中心になって発足したみたいで、固定の省庁にとらわれない超組織的な存在だって──」


    　僕は記憶をたぐり寄せる。壬戌の年は、たしか直近だと一九八二年。この年に入省した官僚だったら今はかなりの年齢だ。各省のトップである事務次官クラスも目前くらいだろうか。


    　こうも簡単に萬がしゃべったことといい、ツクヨミも知っていたことといい、壬戌は秘ひ匿とくされている組織というわけではないのかもしれない。


    　いや、吉き良らの言葉を借りれば、「機密」などという情報はない、ということか。


    「……のう、萬。お前さんはあたしたち、星せい稜りようも含めた神しん道とうの一派がシ念について協定を結んでおるのは知っておったな。あたしたちは、強すぎるシ念の力をコントロールし、暴走させないようにガイドラインを設けておる……なぜ、国の組織などに入る」


    「それが……俺には窮きゆう屈くつだったんですよ」


    　夕顔から目を逸そらして、萬は言った。


    「渇きやがるんだ。どうしようもねえ」


    　ポケットからペットボトルをとりだすと、ぐいっと水を飲む。


    「萬、お前さんは──」


    「止やめましょうや、夕顔さん。俺はもう神社のところの人間じゃねえし、そこのメガネを見張るのが役目なんすよ」


    　そして勝手に歩きはじめると、ふり返りもせずに言った。


    「陰から見張ってんだ。俺をまこうなんて思うんじゃねえぞ、メガネ」


    　萬ばんの背中を見送りながら、夕ゆう顔がおが深くため息をつくのを聞いた。


    



    



    　家に帰りつくと、僕は真まっ先さきに母の部屋へ向かった。ドアをノックしながらたずねる。


    「母さん、聞きたいことがあるんだ。……母さん？」


    　夜遊びが大好きな母は、裏を返せば昼は家にいる。しかし今日は、まったく返事がない。二日酔いでまだ眠りこけているのか──と思ったとき、僕はドアに一枚のメモ用紙が挟まっているのに気がついた。


    「ええと、『今日から二週間パリに行ってくるね』……？　そうか、パリ旅行に……」


    『って日本にいないの!?』


    　カレンが横で叫ぶのと同時に、僕はメモ用紙を握りつぶした。


    　リビングへとダッシュ。携帯電話を手にし、母の番号をコール。ワンコール、ツーコール。


    「たのむ、まだ出国してないでいてくれよ……」


    　祈るような気持ちだった。すると、ぷつ、と聞こえたあと騒がしい音が耳をつく。天てん井じようの高い大きな建物にでもいるような、エコー音。


    《なぁに、晶しようかひら？》


    　母が電話口に出た。ああ、こいつは真っ昼間から酔ってやがる。


    「よかった。聞きたいことがあるんだよ、酔っぱらい。泥でい酔すいしていると飛行機に乗れないぞ」


    《らいじょうぶ、お金はいっぱいあるから》


    　全然大丈夫じゃないうえに、我が母親ながらなんていやな乗客だ。僕にお小遣いは全然くれないくせに。


    《ええ？　お祖じ父いちゃんのこと？　ああ、それならアルバムがあるわよ。寝室のー天てん袋ぶくろぉー》


    　僕の説明を聞いて思いだしたのか、母は言った。


    「わかった、ありがとう。それとあとひとつ──夜や木ぎ坂ざかさんって人知ってる？」


    《あら……なっつかしい！》


    「懐かしい!?　どういうことだよ！」


    　意外な母の反応に、僕は思わず勢いこんだ。


    《お父さんの高校のクラスメイトらったわねえ。夜木坂さんに楠くすのきさんか。お父さんよく話してたな》


    「……高校のクラスメイト？　それに、楠さん？」


    　写真に写っていた三人目の名前がそれか？


    《お仕事でも関係あったからねえ、ずいぶん長いつきあいらったからさあ──あ、フライト、呼ばれてるー》


    「ち、ちょっと待って母さん！」


    《切るわねぇ》


    「待って！　仕事で関係──って、祖じ父いちゃんの仕事ってなんだったんだ!?　レンズの関係者なのか？　工場の技師としか僕は聞いてない！」


    《あんた……知らなかったの？》


    　初めてしらふに戻ったような、母の声。てっきり知ってるものだとばっかり……とつぶやくのが聞こえる。


    　母は、僕がまだカメラ嫌いのままだと思っている。だから、僕がレンズの話題を持ちだしたことに驚いているのだ。美み莉りの事件は、雨あま野の家けではタブーだったし、これからも家族で話題になることはないのだろう。


    《技師は技師でも……設計技師。「オールフ」でカメラの設計してたのよ》


    



    



    　通話は切れていた。僕は携帯電話を手にしたまま呆ぼう然ぜんとその場に立っていた。


    　祖父ちゃんが、カメラメーカーで働いていた？　祖父ちゃんはただのカメラ好きではなく、それを職にしていたほどだったのか？　そんな大事なこと、なぜ僕は知らなかったんだ。


    「そうか……それはアンフェアだった、ってことか」


    　父と祖そ父ふの確かく執しつ──父は医師であり、当然のごとく息子ふたりを医師にしたがった。けれども祖父ちゃんは、子どもは自由に将来を決定するべきだと考えていた。そのせいか、兄はともかく、父は僕に医者になれと熱心には言わなかった。一方で祖父ちゃんは僕に、カメラのことを教えてくれたけれど、カメラに関係する職に就つけとは言わなかった。


    　血のつながっていない父と祖父は、お互いに自己を主張しすぎないという点で妥だ協きようしていたのかもしれない。


    『まさか、晶しようのお祖父さんがオールフで働いていたなんて』


    　信じられないのは僕のほうだ。けれど、そのおかげで僕はあることに気がついた。


    「なあ、カレン。気づいたんだけど……僕が最初に君を手にとったとき、まるで悪魔に魅み入いられたような気がしたんだ。それは、カメラが好きだという気持ちを無む理り矢や理り封印していた僕が、カメラを見たことで気持ちを抑えきれなくなっただけかと思っていた。もちろんそれも理由のひとつかもしれない。でも、もうすこし深い意味があったんじゃないか？　あのカメラはオールフ社の製品だったろ。祖父ちゃんが……設計に関わっていたんじゃないだろうか。僕は直感で、それを感じたのかもしれない……」


    　ただの推測に過ぎない。けれど、僕はほとんど確信していた。それは偶然にしては──あまりに素敵だと思えたから。


    『晶しようのお祖じ父いさんがカメラのボディ、私のお兄ちゃんがオールフのレンズを造った。そんな共通点があるなら、私があなたにとり憑ついたのもうなずけるわ』


    「シ念の波長が近い、と夕ゆう顔がおは言っていたけれど、それは性格や思考が近いという意味かと思っていたよ。でも……違った。僕はオールフのカメラ、レンズのそばで育った。そして君はオールフのカメラに搭載マウントできるレンズ。大きな共通点があったんだ！」


    　僕は興奮していた。大声でも出さないと自分の身体がどうにかなってしまいそうだった。


    　カメラは、かつて僕にとってなくてはならない人生の宝だった。それが、僕はカメラを死ぬほど嫌いになり──八年経って、カレンに出会った。それだけでも数奇な運命だと思う。けれども、それだけではなかった。カメラは「雨あま野の晶」という人間の、もっと深いところにまで絡みついている──。


    『ふふっ。晶、あなたはこれからの未来、ずーっとカメラと過ごすことになるかもよ？』


    「──えっ」


    　それはカレン自身を言っているのか？　あるいは一般的な「カメラ」の話なのか？


    　聞こうとして──止よした。


    　聞かずともわかっていたから。近い未来、カレンはきっと僕の前から──。


    『そんな微び妙みようそうな顔をしないの！　カメラって素晴らしいわ。楽しい思い出をずぅっととっておけるのよ』


    「……楽しくない思い出だって、あとに残ることがある」


    『わかってる。でもね、きっと、それがカメラが平等だってことだと思うの。シャッターを切れば、必ず写真が撮れるんだもの。あとは、撮影者のあなたが、楽しんでさえいれば、あなたの撮る写真は全部楽しい写真になる。……って』


    　カレンは言うだけ言ってから、


    『なんか夕顔みたいに恥ずかしいこと言っちゃったね。さ、アルバム調べましょ』


    　僕に背を向けた。


    　カレンは──僕が今考えていたことに気づいていないようだった。


    　僕は、カレンの願いを叶かなえるために行動しているんじゃないか。


    　でもそれは、君を、この世から消す、ということにほかならないのだ。僕の未来に──君は、いないということなのに。
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    　写真は見つからなかった。アルバムはあったのだけれど、祖父ちゃんの写っているものはきわめて少なく、祖父ちゃんの知りあいらしき人が写っているものも皆かい無むだった。


    　あきらめかけたそのとき、僕の携帯電話がメールを受信した。兄からだった。僕の兄は医師の卵であり、父と同じ病院で働いている。僕は先ほどメールを打っておいた。祖じ父いちゃんの昔の知りあいについて知らないことはないか、と。


    「知らない」、と書いてあった。けれども僕の兄は聡そう明めいだった。「住所や名前を知りたいならばアルバムではなく年賀状を探すといい」


    　疎そ遠えんになった相手でも、年賀状は毎年届いたりするものだ。ナイスアイディア。過去の年賀状を漁あさると──「楠くすのき洋よう二じ」という名前を発見した。


    　その住所は、うちからそう遠くなかった。「下しも沢さわ原はら」という、わりと賑にぎやかな町だ。ライヴハウスが三軒あるせいで、バンドマンやそのファンが始終うろうろしている。


    　年賀状には電話番号が書かれていなかった。家の電話帳にも楠さんの名前はない。


    「直接行ってみようか」


    　下沢原ならここから電車で三十分もかからない。


    　僕が言うと、カレンはうなずいた。


    　楠さんは、六ろく合ごう硝子ガラスのことを知っているはずだ。あの工場の謎の答えを。おそらく──存在するのなら、慶よし幸ゆきのシ念の、居場所のヒントも聞けるかもしれない。


    　僕は、はやる気持ちを抑えて夕ゆう顔がおに連絡をとった。夕顔も、僕が直接楠さんのところに向かうのに賛成してくれた。


    《ご老人は、耳が遠いと電話じゃ話にならぬこともあるからの》


    「でも萬ばんが僕を見張っているから、どうしようかと思って」


    《ふむ……いつまでもカレンを隠しとおせるものでもあるまいと思う。ついてくるのは放っておいて、開きなおったらどうかの。それに……萬は一度うちのバカ親おや父じに会ったほうがいいかもしれぬ》


    「会う……？　会ってどうする？」


    《「シ念使いの業ごう」、じゃよ》


    「業？　回りくどい言い方だな。君らしくもない」


    《そうか、そうじゃの……忘れてくれてよい。あたしも行く。下沢原の駅でおち合おうぞ》


    　そして電話が切れた。


    　夕顔にしては珍しく歯切れの悪い言葉だった。いやな予感を覚えつつも、カメラバッグを手に、僕は家を飛びだした。


    



    



    「あぁー、納得。道理で、こんなメガネがツクヨミに勝てるわきゃねえと思ってた。カレンちゃんね。カレンちゃんの力でツクヨミを叩きのめしたってわけね」


    『まあ、私の力ね』


    　勝ちほこったようにカレンは言うと、僕の肩をばんばんと叩いた。


    　僕らは下しも沢さわ原はらの駅に集まっていた。たった今、夕ゆう顔がおが、萬ばんにカレンのことを説明したところである。


    　駅前の商店街は、放射状に五筋の通りがある。そのうちのひとつを選んだ。髪を紫や白に染めた女の子たちがコンビニの前にたむろし、ギターを担かついだ男たちが小走りに音楽スタジオに駈かけこむ。商店街のスピーカーから流れるのは流行のポップスではなく、地元に根付いて活動するインディーズバンド、それに負けじと路上で歌う弾き語りの少年、姿は見えずとも聞こえてくるサックスのソロ。これはなかなか上手い。野球の応援歌で、たしかシェイカーズという球団のものだ。


    　この町には音楽があふれていた。


    　住所によると、楠くすのきさんの家はもうすぐだった。商店街を抜けて住宅街。かすかに音楽が聞こえていた。小さいながらも庭を持っている一いつ軒けん家やが多い。蜜み柑かんの木、濃い緑の葉が路上にはみだしている。


    　角地にある一軒家は今どき珍しい木造の平屋だ。表札に「楠くすのき」と書かれていた。


    「夕顔さん。まあ黙ってついてきましたけど、ここが、なんなんですかい」


    「これからあたしたちはある人に会う。それで、じゃ。お前さんはこれからの話を聞かなかったし、楠なんて人も知らぬ。よいな？」


    「へ？　ち、ちょっちょっと待ってくださいよ。そりゃあ無理な話だ。俺だって仕事で来てるわけですよ。監視ってのはなにが起きたのかを報告することでしょ」


    「カレンの個人的な事情を知る権利など、お前さんにはあるまい。これは、カレンの望みを叶かなえてやるために必要なことなんじゃ」


    「…………」


    「お前さんならわかるであろ？」


    　夕顔がじっと見すえると、萬は渋しぶい顔をした。ふたりはしばらく見つめあっていたが、


    「ちっ」


    　舌打ちをすると、萬はレインウエアからペットボトルをとりだし、僕らに背を向けた。


    「大丈夫なのか」


    　萬は僕らから離れ、通りを折れて姿は見えなくなっていた。


    「あたしの家にの、萬が出入りしていたころのことじゃ」


    　夕顔は、目を伏せてそう話しはじめた。


    「萬は親友とも呼べる友人を亡くしての。その友人は、火事に巻きこまれた不幸な事故ではあったんじゃが……そんな折、呆ぼう然ぜんとしていた萬の前に現れたのがシ念掃そう滅めつ機構じゃ。掃滅機構は萬に、亡くなった友人のことをたずねたんじゃ。親友のシ念が遺のこっておったからの。掃滅機構は──今にして思えばそのシ念が有用かどうか判断しようとしていたのやもしれぬ。そして萬の話から、無用と判断し……」


    　シ念を破壊した。


    　もともとシ念掃そう滅めつ機構は、「掃滅」の名のとおりシ念を破壊するのが主な仕事なのだ。それを、今さらながらに思い知らされたように僕は感じた。


    　夕ゆう顔がおや清せい玄げんが、萬ばんの話を知ったのはすべてが終わってから。清玄が萬にシ念の話をしたのは、そのときが初めてだったという。もしシ念の存在を知っていたら、萬はきっと親友の望みを知ることができたはずだ。そして、叶かなえようとしただろう。けれども、そのチャンスは失われてしまった──永久に。


    「そのときじゃよ、萬がシ念の能力に目覚めたのは。萬の手元には、青白く、氷のようにさえざえと光るシ念の刃が握られておった。……そんなことがあったせいで萬はの、シ念が望みを叶えるのを、止やめろなどとは絶対に言わぬ」


    



    



    　楠くすのきさんは在宅だった。写真にあった長身はいまだそのままだったけれど、さすがに真まっ白しろになった髪を、すべて後ろになでつけていた。シミの多い顔をくしゃっとさせて笑い、僕らに向けるまなざしはどこまでも穏やかだった。


    「なんと、珍しいお客さんだね……銀ぎん介すけの孫まごとは」


    　僕らは歓迎され、庭に面した和室に通された。大きめの山の写真が、額に入れて数点飾られていた。夕暮れどきの斜面に雪が降りつもり、ぎざぎざとした急きゆう峻しゆんな山並みが、黒い筋となって表われている。夕日が、神秘的なほど赤く斜面を染めあげていた。


    　家にはほかに誰もいないようで、お茶を煎いれると言った楠さんを夕顔が手伝っていた。


    「この写真──大判ですか」


    　夕顔からお茶を受けとりながら、僕は聞いた。座卓を挟んで正面に座った楠さんはにこにことした笑顔でうなずいた。


    「いいだろう。エイト・バイ・テンのシートフィルムなんてプロ仕様だけどね。これほどの解像度を誇れるのはやはり大判だよ」


    　フィルムカメラで使うフィルムは、いくつか種類がある。一般的には三五ミリフィルムだ。けれどもこの写真は、エイト・バイ・テン、つまり八インチかける十インチのフィルムを使用しているという。大きいので、三五ミリフィルムのように巻くことができず、写真を撮るたびにフィルムを入れ替えなければならない。それをシートフィルムと呼ぶ。


    　カレンが僕の横で、うーんとうなる。


    『大判なんていったらジナーかしら。でもこれってエベレストの写真でしょ？　あんなところまでジナーを運ぶなんて、すごい手間よ。フィルムだって一枚二枚じゃなくて、百枚単位で持っていくんだろうし……トランクケース十箱とかそういう次元』


    「これはエベレストですかの？」


    　カレンの言葉を引きとり、さりげなく夕ゆう顔がおが聞く。


    「そう、ジナーのカメラで撮ったと聞いたよ。総重量三十キロの機材を運んでね」


    　ジナーはスイスにある、カメラメーカーだ。


    「なるほど。エベレストをここまで間近に撮るということは、よほどの高度だったでしょう。簡単に運べるものではないのでは」


    「いやあ！　さすが銀ぎん介すけの孫まごだね。カメラが好きなんだなあ。だったらわかるだろう？　どうしても撮りたいものがある──そして、そのカメラでなければならないときがある。このカメラマンは、ジナーのエイト・バイ・テンでしか撮れないものを撮りに行ったんだ。ほかのカメラじゃダメなんだよ」


    　僕の横で、夕顔が目をきらきらさせながら何度もうなずいた。


    「残念ながらオールフは大判のカメラを造っていなかったから、銀介の出番はなかった。ただし、フィルムは私が昔開発に関わっていたコーンのフィルムなんだぞ？」


    「楠くすのきさんは──コーンで働いていたんですか？」


    　コーン社はフィルムを製造している数少ない国産メーカー……だった。近年、デジタルカメラの市し場じよう拡大によって、フィルムの需じゆ要ようは落ちている。コーン社は二年前からフィルム事業から撤退したはずだ。


    「君も、銀介の孫なら知ってたんじゃないのか？　レンズは六ろく合ごう硝子ガラスのルークシリーズ。夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろう。あいつの設計したレンズだよ」


    　僕は夕顔と視線をかわす。


    「ん、どうしたのかな」


    「……実は、その辺りのことをうかがいに来たんです」


    　僕は、楠さんや夜木坂さんの話をほとんど聞いていないことを話した。さらに、六合硝子が買ばい収しゆうされ、その後活動を停止していること。その辺りの経いき緯さつを知りたいということを告げる。僕の話をじっと聞いていた楠さんは、湯飲みを手にした。お茶はもう冷めていた。


    「ありゃあ……今でも不思議なんだ。私と銀介は、買収後も六合硝子については何度も話した。でも、途中で考えるのを止やめてしまったんだ。この年になると、理解できないことはあきらめがつくもんだ。たとえそれが、友人のことでもね」


    　楠さんは手元に視線を落とす。


    「買収のすこし前、康太朗の甥おいっ子が亡なくなったんだ。それで、康太朗は塞ふさぎこんだ」


    　僕は思わずカレンを見てしまう。僕の右みぎ隣どなりで正座しているカレンは、真剣なまなざしを楠さんに向けていた。


    「甥っ子は複雑な家庭で育ったようでさ。『俺はあいつの親代わりになる』なんて康太朗は言っていたな。甥っ子──名前が、ええと……」


    「慶よし幸ゆき。夜木坂慶幸」


    「ああ、そう。慶よし幸ゆきくんにも会ったことがある。ちょっと神経質な感じだったが、真ま面じ目めでいい子だった。レンズの設計思想も独特でね、コストのかかるものばかりだったけど、おもしろい設計だった。新しい時代、才能を感じさせてくれるレンズだった」


    『そりゃそうよ、お兄ちゃんが造ったレンズだもん……』


    　カレンがつぶやいた。


    「その彼が亡くなったのは──そうか、知っているのか。康こう太た朗ろうにとってショックだったんだろう。葬そう儀ぎの間は放心していたよ。……それが、様子が変わった」


    「様子？」


    「ああ、やけに明るくなってな。まるで、慶幸くんがいたころに戻ったみたいだった」


    　その言葉こそ、僕ら──カレンが聞きたかった言葉だったのかもしれない。


    『お兄ちゃんだ。お兄ちゃんのシ念に、会ったんだ！』


    （落ち着いてくれ。もうすこしちゃんと話を聞こう）


    『だって、そうとしか考えられないじゃない！　お兄ちゃんは……お兄ちゃんはシ念となって遺のこってるんだ……！』


    　気遣わしげな目で夕ゆう顔がおがこちらを見る。心配するな、と僕は夕顔に目配せして、口を開く。


    「夜や木ぎ坂ざかさんのことと、六ろく合ごう硝子ガラスの買ばい収しゆうとは関係があるんでしょうか」


    「たぶん……あるんじゃないかな。康太朗とは、葬儀のあと一週間ほど連絡がとれなかったんだ。その間、あいつがなにをしていたのかは私や銀ぎん介すけは知らない。気がつくとあいつは、六合硝子の社長さんに、買収の話を持ちかけていた」


    「買収のことは夜木坂さんの発案なんですか？」


    「ああ。私や銀介は必死で止めたよ。バカな真ま似ねをするな、とね。だって、私たちは高校のころから目標にしてたんだよ。私がフィルム、康太朗がレンズ、銀介がボディ。それぞれが最高のものを造って、最高のカメラを造ろう、って……それは結局叶かなわなかったんだが」


    「それは……どうしてですか」


    「それぞれベストは尽くしたんだ。でも、コーンのフィルムはオールフのためだけにあるんじゃないし、オールフのカメラはコーンのためだけにあるんじゃない。唯ゆい一いつ私たちのためだけに造れたのは康太朗のレンズだけだった。あそこは製作の自由が利きいたからね……。私たちがよく六合硝子に集まったのは、夢を確認できたからかもしれない。叶うはずもない夢だったけれど……それなのに、康太朗が自みずから夢を壊すようなことをしたんだから、驚いたさ」


    　話の終わりに、楠くすのきさんは深くため息をついた。


    「『康太朗に、夢を押しつけただけだったのかもしれない』と、銀介が私に言ってね。それで、六合硝子の話に口を出すのは止やめたんだ。康太朗は買収をしようとした企業……じゃなくてファンド、とでも言うのかな。その団体とよく行動をともにしていたけど、今、どこでなにをしているかは知らない。団体の名前？　そうだな、はっきりとは覚えていないが……ファンドは仮の姿で、なんとか機構と言っていたような気がするが……」
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    　下しも沢さわ原はらの商店街に戻ったころには、すっかり日は落ちていた。ただし商店街の灯りは明るく、店も客で賑にぎわっていた。人混みのなかに、フリルのついた黒の傘や、赤と黒のチェック柄の洋服だったり、日常生活でまず必要ないヘッドドレスや、黒のハイカットブーツ──つまるところゴスロリファッションの少女が見かけられた。今さらながらに下沢原にはライブハウスがあることを思いだす。どこぞのバンドの、ファンの女の子たちだ。


    　楠くすのきさんの話でわかったことは大きくふたつだと僕は考えている。


    　ひとつ目は、慶よし幸ゆきのシ念がおそらく遺のこされていること（ただし今現在も遺っているかどうかはわからない）。


    　ふたつ目は、夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうはシ念掃そう滅めつ機構と接触を持っていただろうこと。


    「夕ゆう顔がお、君はさっきの話、どう思う？　僕にはひとつ疑問があるんだ。六ろく合ごう硝子ガラスを買ばい収しゆうしたのはシ念掃滅機構なんだろうか？　なぜそこで掃滅機構が出てくるんだ？」


    「それはわからぬが、掃滅機構はあたしたちよりもずっとシ念に敏感じゃ。どこからか情報を仕入れてくるんじゃよ。雨あま野のはなにを思った？」


    「うん、僕は──楠さんの話を聞いて、工場にあった写真のシ念のことを考えたんだ。あれは……ひょっとしたら、楠さんか、僕の祖じ父いちゃんが遺したシ念じゃないのかな」


    「ほう？」


    「夢を忘れられなくて、若かったころの三人を強く思いえがいて、六合硝子に集まっていた三人……。三人を象しよう徴ちようする写真という形で、思いが遺されたのかもしれない」


    「夢への思いが、写真の形になった……か。いい線を行ってそうじゃの。それで、佐さ久くちゃんが工場にいたことは？」


    「まったくわからない」


    　そうだ、まだ大きな疑問がひとつ残されたままだ。買収の話と、佐久のことはまったくつながらないのだ。


    『どうでもいいじゃない、そんなこと』


    　佐久のことになるとやたらと不ふ機き嫌げんになるカレンが言った。


    「ふたりとも、どうしてそんなにケンカするのかのう」


    『ケンカなんかじゃないわ。晶しようがバカなのよ』


    「バカだって？　君に言われるのは心外だよ。佐久のどこが気に入らないのか──」


    　そのとき、僕は足を止めた。


    『なによ』


    「しっ」


    　人差し指を口に当て──僕は耳を澄ませた。聞こえてきたのだ。歌が。数人の少女が集まって歌っている歌──。


    



    　　ヘッドライトに切り抜かれた夜


    　　時を止めて眠りたいと願う


    　　午前０時の雨が窓を叩く


    　　震える指先よ、あなたに届け


    



    　いつもなら、ぴんとこなかっただろう。どこかで聞いたことがある、と思っただけで通りすぎたはずだ。


    「佐さ久くが歌ってた……」


    　あの工場。「誰かがいる」とカレンに言われ、僕は闇のなかで息を殺していた。そこへ聞こえてきた、佐久の歌声──。


    　僕は周囲を見回す。ひとつ先の交差点を左だ。走っていくと、ライブハウスを示す看板。ビルの入り口には人だかりができており、色とりどりの髪の毛、ゴスロリスタイルの少女が群がっている。そのなかで──数人が、車座になっていた。


    『ちょっと、晶しよう？』


    　僕は少女たちの輪に近づく。彼女たちも僕に気づき、不思議そうにこちらを見た。


    「ちょっと教えてくれないかな。今歌っていた曲のことなんだけど」


    　僕が言うと、顔を見合わせる少女たち。


    「えー、なに、これ。新あら手てのキャッチ？」


    「つーか『デスリン』も知らないとか、なんでここにいんのって感じじゃね」


    　けらけらと笑う少女たち。「デスリン」？　知らない単語だ。


    「いや、歌のことを教えてくれればいいんだ。『デスリン』、っていうのは曲の名前か？」


    　しかし少女たちは顔を見合わせて笑うだけだった。


    『なにがしたいわけ？　っていうかなんかむかつくから、この子たち殴りたいんですけど』


    　止やめてくれ。シ念だからどうせ無理だろうけど。


    　佐久の歌っていた曲。マイナーな曲。これが佐久の行動に結びつくのではないか──と僕は直感的に思ったのだ。学校を休み、メールを打っても返事もない。まあ、完全に僕が避けられているわけで結構へこむのだけれど、できれば佐久が悩んでいることを知りたいのだ。


    「いや……」


    　ちょっと違う。この歌を知ったところで佐久の悩みを理解できるわけもない。


    　引っかかるのだ。よくわからない、もやもやしたものが頭に広がっている。僕はなにかに引っかかった。メロディ？　違う、歌詞だ。なぜ歌詞に引っかかる？


    「あれじゃなかろうかの」


    　夕ゆう顔がおに言われ、僕はふり返る。ビルの一階に掲かかげられた看板。チョークで、出演バンドが書かれている。


    「……『Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎデステイネーシヨン　Ｌｉｎｋリンク』……だから『デスリン』か」


    　僕がつぶやくと、不意に背後の少女たちが動く気配。


    「あ、会長ぅー！」


    「会長きたあ」


    　路ろ地じの奥へと注がれる視線。それはほかの少女たちも同じで、一いつ斉せいにみんなそっちを向いた。暗い路地からやってきたのは──ひとりの少女だった。


    　髪はショートカット。白のフリルをつけたヘッドドレス。黒いワンピースの袖そでは肩口で丸く広がり、肘ひじの上できゅっとリボンで縛られている。スカートは膝ひざ上までで、柔やわらかく開き、歩くたびにわさわさと揺れた。腰回りに通されたリボンは背中で蝶ちよう結びにされ、襟えりから胸元にかけても白の縁ふちどり。足下は黒のソックスにローカットのブーツ。全体的に黒が強いけれど、ところどころ白がアクセントで効いていた。


    「会長ぅー、蘭らんくん風か邪ぜひいた、ってほんと？」


    「大丈夫、歌えるから」


    「蘭くん風邪ひいたの!?　うそ、看病したい看病したい」


    「もうほとんど治ってるから平気よ」


    　群がる少女たちに笑顔で答えながら、こちらへとやってくる会長。その声は艶つややかで丸く、聞く者を和なごませるいい声だった。その彼女は、ビルの前で足を止めた。


    　正面に、僕たちがいたからだ。


    「────」


    　彼女は口をぱくぱくとさせ、こちらを見ていた。まるで金魚みたいに。そしてそれは、僕とて同じだったのだけれど。


    　まったく、彼女はどうしてこんなに僕を驚かせてくれるのか。


    「せ、先輩……」


    　佐さ久く杏あんずは、喉のどの奥からそれだけ、ようやく口にした。


    



    



    　僕らはビルの七階、最上階にあるライブハウスにいた。黒一色の壁面、高い天てん井じようと吊り下がっているミラーボール。ステージの両脇には天井に届くかというスピーカーが直立し、その黒い表面を震わせていた。


    　意外と古いビルだ。エレベーターは年季が入っていてやたらと狭く、動作もつっかえ気味だった。七階もうまく装飾されてはいるけれど、過去のファンやバンドマンたちのつけた落書きが、そこここに残されている。古びて、染しみついているものもあった。


    　そのライブハウスのホール内。客席フロアにいるのは数人。今はリハーサルの最中だった。


    《はい──ＯＫです。ちょっと押してるね。あと一曲だけやりましょう》


    　ＰＡが、音響チェックの終了を告げる。ステージ上にはひとりの男性、そしてバックバンド。デスリンは、名前こそバンド形態だけれど、実際はヴォーカルひとりのためのバンドだった。バックバンドはスタジオミュージシャンに頼んでいるらしい。


    　佐さ久くは、このデスリンのファンクラブ会長を務めていた。僕らはわけもわからずこのリハーサル現場に連れてこられ、佐久はいつの間まにかいなくなっていた。


    　リハーサルを見せるよう都つ合ごうできるなどというのは、ただのファンクラブ会長には無理なのではないだろうか？　くわしくは僕にもわからない。ただ、さっきのファンの子たちへの態度が、学校で見せる気弱な佐久の雰ふん囲い気きとはまったく違うことはわかる。化粧をしていたせいかやけに大人びても見え──美み莉りにすこし似ていると思えたことのが、うそみたいだった、有あり体ていに言えば僕は戸と惑まどっていた。


    『ねえ、なんで私たちこんなところにいるわけ？』


    　いらだち混じりにカレンが言った。


    「六ろく合ごう硝子ガラスのことはいずれにせよ佐久に聞かないといけないんだ」

  


  [image: ]


  
    『全然関係ないでしょ、あの子』


    「佐さ久くがあの工場に忍しのびこんだ理由を知りたくはないか？　シ念掃そう滅めつ機構が絡んでいる可能性だってある」


    『……聞く必要なんてないもん』


    　カレンは強ごう情じようだった。


    『楠くすのきさんにヒントをもらって、これからお兄ちゃんを探そうってときに……寄り道してるのはどうしてかって聞いてるの』


    「寄り道じゃないって。佐久から話を聞くのは必要なことなんだ」


    　必要、とは言いすぎかもしれない。佐久の事情はまったくわからない状態なのだから。けれど僕は、いらだちに圧おされてそう強く言ってしまった。


    『へぇー、必要だから？　それだけかしら』


    「……どういう意味だよ」


    『だって晶しようの態度が変だもん！　明らかにあの子にだけ──』


    「これ、これ、そこまでじゃ」


    　僕らの言い争いを見かねたのだろうか、夕ゆう顔がおが間に入りこむ。ちょうどそのとき、スピーカーからも声が聞こえた。


    《じゃ、「Ｌｅｆｔレフト　ｉｎイン　Ｐｅａｃｅピース」で……よろしく》


    　九く条じよう蘭らんが言うと、ドラムのスティックでカウントが始まった。


    　スピーカーが震え、会場中の空気が振動する。平和ピース──というよりも意い訳やくして、平和な時間、というところだろうか。そこに残されるレフト……。


    　まずは緩ゆるやかなリズム。繰りかえされる一定のギターのメロディ。


    　ヴォーカルの九条蘭は、マイクスタンドに両手をかけ、けだるそうにうなだれていた。真まっ白しろのジャケットに、緋ひ色のパンツ。腰には鉄製のチェーン。


    　本人の容よう姿しは、金髪をポニーテールにし、肌は白く、あごがとがっている。真横に、線が引かれたような細い眉。射抜くような瞳は、歌が始まると同時に、正面に向けられた。


    　蘭が口を開いた瞬間──不ふ機き嫌げんそうなカレンですら、ステージ上を凝ぎよう視しした。


    　ホールにいる人間の、視線を惹ひきつけるなにかがあったのだ。


    



    　　始まりは　世界中にあふれるような


    　　呆あきれ返る　かけがえのないもの　だったけれど


    　　ピアスひとつ　選ぶのにどれくらいの時間かけ


    　　よろこぶ顔　見たさに道を急いでた　それが幸せだった


    



    　曲調はロックバラード──いや、ポップスと言っても差し支つかえないだろう。キャッチーなメロディーはすんなり耳になじむ。僕は不思議だった。どうして、こんなにもこの歌に惹ひきつけられるのか。そしてそれは僕にはわからないところに理由があったのだ。


    　その理由を明確に理解していたのは、カレンと夕ゆう顔がおのふたりだった。


    『晶しよう、カメラ出して』


    「カメラ？」


    「これは驚いたの……あの男、シ念能力者じゃ」


    「なんだって!?」


    　僕はステージを見た。蘭らんは、うつむき加減に、一言一句嚙かみしめるように歌っている。その声が、言葉が、胸に染しみいる。素晴らしく声量があるわけでもないのだけれど、不自然なくらい親しみをもって聞こえる。


    　カメラをとりだした。ファインダーを半信半疑でのぞき──驚いた。


    　シ念だ。光のチリが、空気中に散らばっている。濃度がすごい。下へ手たをするとステージが見えないほどの細かなシ念。光の霧きりだ。銅あかがね色とでも言うのか、温かみと、懐かしさを感じさせる光が会場内にあふれて──。


    　そのとき袖そでを引かれた。黄色のパーカーを着た、若い男。ライブハウスのスタッフだ。


    「君、ダメだよ、勝手に撮影なんてしたら！　まったく、油断も隙すきもありゃしない。リハーサルはもう終わるから、別の部屋で待ってなさい」


    「でも」


    「そのカメラ、没ぼつ収しゆうされたいのか？」


    　僕は、彼の言うことに従った。「しかたなかろ」と苦笑して、夕顔もうなずく。カレンだけは『どうしてカメラを出しちゃいけないのよ……』とぶつぶつ言っていたけれど。


    　ステージに背を向けたそのとき、蘭はサビの部分を歌っていた。


    



    　　ヘッドライトに切り抜かれた夜


    　　時を止めて眠りたいと願う


    　　午前０時の雨が窓を叩く


    　　震える指先よ、あなたに届け


    　「言葉よりずっと……必要なものがある」と


    　　あなたの遺のこした言葉　今も消えない


    



    　わかった。


    　その部分を聞いたとき、あるインスピレーションが僕を貫つらぬいた。アルキメデスなら「エウレカ！」と叫んでしまいそうな、発見。ああ──僕が引っかかっていた「なにか」はこれだったんだ。それはひとつの光景。驚くべき事実──事実、と言って構わないはずだ。ヒントだ。手がかりだ。夜木坂慶幸につながる手がかりだ。


    　僕はふり返り、ステージを見た。偶然だろうか──蘭らんと、目が合った。


    「この歌詞は」


    　言いかけた僕の腕を、スタッフがつかむ。


    「早く出なさい！」


    　蘭はもうこちらを見ていなかった。


    



    　　　　　　　５


    



    　僕らは会議室、というか、休きゆう憩けい室、というか、そんな場所に連れてこられた。長机があり、パイプイスが六脚並べられていた。ホワイトボードは端に片付けられ、小さい窓からはすっかり暗くなった外が見える。


    　カメラを出したことにスタッフはしばらく小こ言ごとを言っていたけれど、僕はデスリンのことに話を逸そらした。最初は「そんなことも知らないのか」という顔をしていた彼も、やがて上じよう機き嫌げんにデスリンのことを話しはじめた。よほど好きなのだろうと思う。


    「デスリンは蘭が曲と詞を全部書いているんだ。あれだけの才能をメジャーシーンが放っておくわけもなくてね、メジャーデビューの話も決まりそうなんだぞ。ま、蘭自身はちょっと渋しぶってるんだがそれもすぐに解決する。そうしたら、こんな小さいライブハウスじゃなくてもっと大きいところで……そうなると、ここでのライブも減っちゃうんだけどさ」


    　ぽつりと言って、頭を搔かいた。


    「寂しそうですね」


    「うん。……蘭も小さいころからここにいたからなあ」


    「小さいころから？」


    「ああ、このビルの所有者が彼の母でね。ここでずっと歌っていてほしいけど……でも、あれだけの歌唱力があるんだ。それにふさわしいところで歌うべきだ。そうじゃないか？」


    　歌唱力──このスタッフは、それがシ念のものだとは気づいていない。


    　デスリンと佐さ久くの関係を聞くと、佐久が蘭の従兄妹いとこだということが判明した。


    「リハーサルは、蘭が結構無理に言って、杏あんずちゃんを来させていたみたいだけどねえ。自分の代わりにステージに立たせて、蘭本人はフロアでバンドの音聞いてたりしたから。……とにかく、今はデスリンにとって大事な時期なんだ。問題起こさないでくれよ？　杏ちゃんにはここに来るように言っておくから」


    　そう言いのこしてスタッフは去っていった。


    『はぁーあ、なんであんなふうにぐちぐち言われなくちゃいけないわけ？』


    　放りだされていたイスに腰を下ろし、ぐっ、と伸びをしながらカレンが言った。話なんて聞いてもいなかったくせに。


    「のう、雨あま野の。さっきのシ念じゃが、どうも歌を通しておるようじゃ。歌う前にはシ念はなかったからの。こう、空気中からにじみ出てくるような……」


    『聞く人の心を揺さぶるような、そんな感じだったわ』


    「蘭らんがシ念を使っているのは間違いない……のじゃが、なにか違うような気もする」


    　夕ゆう顔がおは首をひねった。


    　蘭のシ念も気になるのだけれど、僕にはそれ以前にふたりに伝えておかなければいけないことがあった。それは、デスリンの歌詞のことだ。


    「ちょっと聞いてくれないか。さっきのあの曲のことなんだけど──」


    『ねー、私、お腹空いた』


    　僕を遮さえぎって、カレンが言う。


    「シ念だから空腹なんて感じないだろう」


    『商店街にさ、レモンタルトのお店があったの！　見た？　おいしそうだったなぁ』


    「カレン、いいかい、僕らは佐さ久くに話を聞かなくちゃいけない。六ろく合ごう硝子ガラスのことをまだ僕らは聞いていないだろ？　それに、さっきの歌の」


    『そんなのどうでもいいじゃない！』


    　カレンは、思ってもみないほどの強い言葉で否定した。カレン自身も、その声の大きさに驚いたようだった。


    「カレン……？」


    『……どうでも、いいじゃない。あの子のことなんて……関係ないわよ。どうして叔お父じさんの工場とあの子が関係あるの？』


    　様子がおかしい。なぜこんなふうにカレンはカリカリしている？　カレンが心を乱している理由に、僕はまったく心当たりがなかった。


    　カレンはなにか誤解をしているんじゃないか？　でも、いったいなんの誤解だ？　わからない──カレンに言うべき言葉を探していたとき、廊ろう下かを走る数人の足音が聞こえた。


    「どうすんだよ、もう客入ってんだぞ！」


    「知るか、なんとかしろ！」


    「あ～、なんでこんなことに……」


    　ただごとではない雰ふん囲い気き。


    　なにかが起きた──そのなにか、とはとても単純なことだった。


    「いないよ、いない！　どこにもいない！　蘭が……どこにも」


    　時刻は夜の六時四十分。


    　ライブの開演二十分前にして、「Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ」のヴォーカル、九く条じよう蘭は姿を消したのだった。


    



    



    　七階にライブハウス、六階はビルの事務所、四階と五階がＣＤショップで二階と三階が楽器店という下から上まで音楽で彩いろどられたビルだった。ちなみに一階はエントランスで、チラシが貼られていたりフリーペーパーが置かれていたりする。


    　僕らがいるのは六階であり、廊ろう下かは、落ち着かないざわめきに満ちていた。


    「雨あま野の、あそこ」


    　僕らは部屋を出た。夕ゆう顔がおの指したほう、廊下の一番奥にある小さな部屋。そこの扉とびらが半分開いていて、知っている顔が見えた。佐さ久くだった。


    　なかに入ろうとした僕に、カレンが言った。


    『そうやって他人の問題に首突っこんで、遠回りばっかりするのね』


    「ばっかり、ってなんだ。僕はそんなに道草食ってるつもりはないよ」


    「これ、ケンカしとる場合か」


    　夕顔は呆あきれたように言って、


    「佐久ちゃん、入ってもよいかの」


    　僕らはその部屋へと向かった。


    　先ほどまで僕らがいた部屋の、二倍くらいは広い。中央には革製のソファがコの字型に置かれており、佐久はそこに座っていた。壁かべ際ぎわにはワーキングデスク、隅には大型テレビにオーディオシステム。本棚ほどの大きさのラックにはぎっちりとＣＤが詰めこまれ、レコードも半分くらいを占めていた。入り口の反対側、左奥にもうひとつドアがあった。そこには「非常口」と書かれている。


    「なにがあったんだ」


    　僕は佐久の正面に立った。佐久の格好はゴスロリのままだ。けれども浮かぶ表情は学校にいるときのままで、不安そうに目を伏せた。


    「あの……庵あん吏りが、いなくなったんです……」


    「あんり？」


    　佐久は、蘭らんの本名が「佐久庵吏」ということを教えてくれた。僕は佐久の正面に腰を下ろす。夕顔が僕の隣となりに座ったけれど、カレンは僕の背後に回っているため、どんな顔をしているのかわからなかった。


    「彼が姿を消したことに心当たりは？」


    　佐久は首を振った。


    「……君は彼のためにファンクラブの会長をやっている、そうだね」


    　佐久はうなずいた。


    「ふだんの様子とは全然違うから、驚いた。無理をしてるんじゃないのか」


    「む、無理なんて……してません……」


    　明らかに無理をしている表情だった。佐さ久くはいったいなにを悩んでいるんだ？　そんなにつらそうな顔をして──その、[image: ]やせ我慢している顔。僕は美み莉りの面おも影かげを見たように思った。


    「──手伝うよ。蘭らんを捜すんだろ？　できることがあるかはわからないけど、やるよ」


    　そして気づけば、そう言っていた。


    「せっ、先輩……」


    　佐久の目が、潤うるむ。


    「私……先輩を、避けて……あの夜、会ったことも……そのあとだって、逃げちゃったのに」


    「言ったろ？　誰にだって言えない事情くらいある、って。君が事情を話さないからといって、僕と君との関係がおかしくなるわけじゃない」


    　こく、こく、と佐久がうなずいた。


    　けれど、納得できていない人物（シ念）がいた。


    『ちょっと。なに手伝うとか簡単に言ってるわけ!?　信じられない！　勝手にいなくなった人なんて放っておけばいいじゃない。どれだけ時間がかかると思ってるの？』


    （蘭はともかく、佐久を放っておくわけにはいかないだろう）


    『その子の事情が関係しているとかなんとか言ってたくせに、結局聞いてないし』


    （あとで聞く）


    『あとで？　へえ、私がこの世から消えてから？』


    　その、どぎつい口調に、僕は思わずふり返っていた。


    　カレンは──両手を組んで、こちらを見下ろしていた。冷たい視線。これまで、こんなにも僕を拒絶する目をしたことなんて、なかった。


    　なんだ？　なにを言おうとしているんだ、カレンは？　僕から二メートル離れているカレンは、もう僕から視線を逸そらせていた。


    「……雨あま野の」


    　さりげなく夕ゆう顔がおが、僕をとがめる。そう、今は佐久の目の前なのだ。佐久にはカレンが見えていないから、僕の態度はおかしい。でも、でも僕は──。


    「庵あん吏りは、今日……バックバンドのメンバーに言ってたみたいです。『驚くべきことが起きるぞ』って。それが……こんなことを意味していたなんて、思いも、しませんでした……」


    　佐久は、僕の様子には気づかず、話をしていた。


    「そう……か」


    　僕はなんとか気持ちを落ち着け、佐久に身体を向けなおした。今は、佐久の話を聞こう。カレンとはあとで──すぐあとでちゃんと話をしよう。


    　蘭の失しつ踪そうは、蘭自身の思おも惑わくによるものなのか。「驚くべきこと」とは、蘭が消えてしまうことなのか？　あるいはもっと別の……。


    　そのとき、僕のなかにひとつの「仮説」が生まれた。


    「彼は、メジャーデビューをいやがっていたと聞いたけど……佐さ久く、このライブハウス以外では、デスリンはほとんど活動をしないんじゃないか？」


    「えっ？　先輩……デスリンのライブとか……観に来たことあったんですか？」


    「いいや、残念ながら蘭らんを見たのも今日が初めてだよ。なあ、それって蘭がそういう希望をしているからじゃないか？」


    　目をぱちぱちとしてから、佐久はうなずいた。


    「そ、そのとおりです……けど、で、でも先輩……なんでそれを？」


    「……まだ材料が足りない。でも、彼の事情ならある程度察することができる」


    　僕は、こんこんと、こめかみを人差し指でつついた。


    「同じ人間の考えることだからね。──佐久、今日あったことを教えてくれないか」


    　ちらりとカレンの様子をうかがった。しかし、カレンはみじろぎひとつした様子もない。


    　佐久は小さい声で、今日起きたことを話してくれた。


    



    



    　リハーサルが終わり、九く条じよう蘭は控え室に戻った。その後十分ほどで、ライブハウスのスタッフが部屋に行ったところ、すでにいなかったという。


    「いくつか聞いてもいいかな」


    　話しおわったのを見計らって、僕はたずねた。


    「この非常口から出ていくとき、蘭は君になにか言わなかったか？」


    「────」


    　驚いたのか、佐久の口がぽかんと開く。


    「あ、雨あま野の、いきなりどうしたんじゃ。なんで佐久ちゃんが共犯みたいな言い方を──」


    「『知らない』と言え、って蘭に言われたんじゃないのか」


    「ど、どど、どうして、先輩は、そんな……」


    　佐久は明らかにうろたえて目を伏せる。


    「控え室はこのビル内にあるんだろう？　人間ひとりが姿を消すには、このビルは狭すぎる。であれば蘭が外にいるのは確実。誰にも見つからずに外へ行きたいのなら、階段やエレベーターを使うのは論外だ。ほとんど必ず誰かと会うだろうからね。そうしたら──信頼できるたったひとりに協力を要よう請せいすれば済む、非常口を使うというのは当然の帰き結けつじゃないか」


    　戸と惑まどったように、こちらの顔色をうかがうように、上うわ目め遣づかいに佐久が僕を見る。


    「君は蘭に協力を頼まれた。でも、こんな大おお事ごとになることまで知らされていなかった──そうじゃないか？　君の驚きぶりを見ていればそれは想像に難かたくない」


    「は……はい……庵あん吏りは、私に協力してほしいって言いました。私……冗じよう談だんだと思ってました。庵あん吏りは簡単に言うんです……『俺がいなくなったって、構いはしないだろ』って……。しまいには、『杏あんずが代わりに歌ったっていい』なんて言うくらい……庵吏はひとりしかいないのに。庵吏の代わりなんてどこにもいないのに」


    　佐さ久くは話を続ける。壊れてしまった、大切な宝物のことを話すように。


    「庵吏、かっこよかったんです……昔から。深い声で、ハスキーで……だから、私は、庵吏のそばで……ギターなら弾けるのかな、弾いてもいいのかな、って思ってました。……でも庵吏は、私がギターを弾くの、いやだったみたいです。……だからかな、バックバンドを探して、デスリンを始めたの……」


    「わかった。もう、いいよ。ありがとう」


    　僕は立ちあがり、佐久の肩に手を当てた。細い肩が、震えていた。


    「あとひとつだけ教えてくれ」


    　僕は言った。


    「『シ念掃そう滅めつ機構』という団体を──知っているね？」


    



    　　　　　　　６


    



    　僕らは部屋を出た。蘭らんを捜しださなければならない。僕や佐久、夕ゆう顔がおがエレベーターに向かう。もちろん、カレンもだ。


    　エレベーターに乗りこんだところで、カレンが僕の耳元で騒ぐ。


    『どうして!?　どうして掃滅機構の話があそこで出てくるの!?』


    （ちょっと待ってくれ。夕顔にも説明したいから、どこか話せるところにまで行きたい）


    『でも不思議よ！　あなた、なにを知ってるの？　私たちになにか隠してるんじゃない？』


    （バカな。君は僕とずっといっしょにいるのに、どうやって隠せるんだ）


    『バカってなによ！』


    （君がバカだと言ったんじゃないよ。大体君はさっきから──）


    『あなたと佐久だけがわかるような、暗号があるとか』


    （……そもそもその暗号をどうやって事前に僕らがとり決めるんだ……）


    『だって、そうでも考えないとおかしいわ！』


    　カレンはまだ騒いでいたが、できればすこしは黙っていてほしかった。


    　佐久は「シ念掃滅機構」という名前を知っていた。佐久は「知っている」という以上の情報は持っていないようだったけれど、関係しているというだけでわかることがある。


    （わかった、教える。いいか、蘭はシ念の能力を持っている。シ念掃滅機構は、シ念を研究しようとしている。だから僕は、蘭が機構と接触したのではないかという仮説を立てた）


    『どうしてそんな仮説が立つのよ』


    （佐さ久くが六ろく合ごう硝子ガラスにいたからさ）


    『それが？』


    （六合硝子と機構はつながりがある。佐久にとって今一番の悩みは蘭らんのことだ。それなら、佐久が六合硝子にいた目的は、掃そう滅めつ機構に関わるなにか──そう考えるのがふつうだろう。佐久がフィルムカメラに興味があってオールドレンズを探して夜な夜なレンズ工場を徘はい徊かいしているとは考えにくいからね。さて、それなら佐久は誰からシ念掃滅機構の名前を聞いた？　佐久自身はシ念の能力者ではない）


    『……蘭から？』


    （おそらく。佐久は……蘭のためならなんだってするんだろうね）


    　たとえ、夜中の廃工場に忍しのびこむことだって。


    （蘭を見つけだしてから、もう一度同じことを聞こうと思う。だからさ──僕が蘭を捜すというのは、楠くすのきさんの話を得て僕らが次にしなければならないこと──夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうの足そく跡せきをたどるという目的にも合致するんだ。そうじゃないか？）


    『ううううわかった、わかったわよ！』


    　実を言うと、もっと明確なつながり──歌の歌詞について話したかった。けれど、それを話すには時間がない。


    『でも聞くけど、ほんとうに、ほんとうに……それだけなのね？』


    （それだけ、ってなに）


    『あ、あなたが、この子に肩入れする、理由っていうか』


    　言っている意味がわからない。


    （肩入れってなんだ。彼女は困っている。だから助けたい──そう思うのは肩入れなのか？）


    　カレンは唇をとがらせた。なにか言いたげだった。


    　僕はカレンと落ち着いて話をしたほうがいいかもしれないと思った。そうでもしないと、カレンの考えていることがわからなさすぎる。それは、僕が、女の子の気持ちの変化に鈍にぶいということなのだろうか？　来くる栖すはともかく成なる川かわみたいな男だったらすぐにわかるような内容だってこと？


    　ともかく、今はそんなことを考えている余よ裕ゆうはなかった。蘭を追わなければならない。


    　一階に到着し、僕らはエレベーターから吐きだされる。


    　ビルの外には、大量のファンがたむろしていた。僕らが外へと出ていくと、佐久に気づいたファンが声をあげる。


    「あ、会長！　どうなってんの!?　中止とかマジ意味わかんないんだけど」


    「ねぇ事故とか？　なにあったの？」


    「蘭くんはぁー？　蘭くんいないのぉー？」


    　ビルから離れようとしていたファンも、一気にこちらへ来た。


    「ちょっと、押さないで！　危ないです！」


    　スタッフが横に並んでファンを食い止める。その隙すきに、僕はビルから飛びだした。ファンの間をすり抜けて、路上に出る。


    　顔の割れている佐さ久くがここを通り抜けるのは無理かもしれない。ふり返ると佐久は僕を見つめていた。あとはお願いします、ごめんなさい──とでも言いたげな視線。


    『なんだ、あの子は来ないんじゃない』


    　相変わらず不服そうなカレンの声を、僕は聞きながした。


    「さて、雨あま野の。そろそろあたしにもなにを考えているか教えてくれてもいいんじゃないかの？　蘭らんが姿を消したのは、メジャーデビューをいやがっているから、ということでよいか？」


    「いや──それとは違うと思う。彼が姿を消した理由は、僕にもわからないんだ。ただ、彼がメジャーでのデビューをいやがる理由なら、夕ゆう顔がお、君もわかっているんじゃないのか」


    「もしや、シ念……か？」


    　僕はうなずいた。


    　蘭は小さいころからこのビルにいるとスタッフは言っていた。ビルと深い関係がある──ビルに強い思い入れがあるのだ。だから、シ念が生まれた。どこまでシ念を意図的に使っているかはわからないけれど、蘭はこのビルの、このライブハウスでないとベストパフォーマンスにならないことは自覚している。違うライブハウスではシ念を使えないのだろう。だから、活動の場が広がるメジャーでのデビューを恐れていた。


    「『希漂エアー状態』だったというわけかの」


    「エアー？」


    「シ念の濃度をいくつかのパターンや状態によって言いわけておるんじゃ。『希き漂ひよう』は、空気エアーのようにシ念が漂ただよっている状態。もはやシ塊かいもなく、自然消しよう滅めつする寸前のシ念じゃ。いわゆる鬼おに火びのような現象が起きたり、心霊写真が写ったりするのもこの状態に多い」


    『そう言われると──なんか、空気がちょっと違った感じかも』


    「この状態のシ念を利用するのは、ちょっとしたコツは必要じゃが大きな力は要いらぬ。この能力は『誘因リーデイング』と呼ばれておる」


    「なんというか、そういう限定的なシ念というのは……一般的なのか？」


    「考えてもみるがよい。満月の日にしか発動しないシ念だってあろうの？　シ念自体が異端であるゆえ、一般的などというものはないのじゃよ。──それで、これからどうするのじゃ。蘭はどこに行った？」


    「夕顔、僕にだってわからないことは山ほどあるんだ。シ念のことと、姿を消したことがどうしても結びつかない」


    『なーんだ。それじゃあ最初から捜すなんてことできないじゃない』


    「そうでもない。いいかい、蘭はこの辺じゃ有名人なんだ。今日はライブがあって、ファンが集まっている。しかもライブは中止になってファンが町に出ている。そうなれば──」


    「繁華街や駅の方向には逃げぬ……？」


    「ご名答」


    　先ほど佐さ久くから聞いた情報だと、蘭らんは運転免許の類たぐいを持っていないという。であれば、歩くか、自転車くらいしか逃走手段はない──逃走を手伝う仲間がいなければ、の話だけど。


    「夕ゆう顔がお、カレン。ここからは君たちに頼るしかないと思うんだ」


    「どういうことじゃ？」


    「繁華街から離れる方向で捜そう。そのとき──蘭の持っていたシ念の欠片かけらでも見つかれば、それは足跡のように追跡可能じゃないだろうか」


    『ヘンゼルとグレーテルが落としたお菓子じゃあるまいし、そう簡単にうまくいくかしら』


    　疑念たっぷりにカレンは言ったが、


    「ううむ、あたしは『目』だけはいいからのう。できないこともないかもしれぬ。それにこの方面は人間が少ない。それならカレンだってシ念の気配を感じることができるやも──そうじゃな？」


    「すまない。大口を叩いた割りに、ここからは君たちだけが頼りなんだ。僕には……できないことだから」


    　頭を下げたとき──僕の頭に手を当てられた。


    「夕顔……？　わぶっ」


    　くしゃくしゃっとやられる。


    「んふー」


    　あわてて逃げる僕は、妙な笑顔の夕顔を見た。


    「これはなかなかよいかもしれぬ。いやの、雨あま野のが来くる栖すにやっているのを見てやってみたかったんじゃ。意外とわくわくする体験じゃの」


    「べ、別に僕はわくわくするために来栖の髪を──ってカレン？」


    『はっ』


    　こちらに手を伸ばそうとしていたカレンは、あわてて引っこめると、


    『し……しょうがないから、手伝ってあげる。だって晶しようは私がなんとかしないとなんにもできないんだしさー！』


    　そこまでは言ってないけれど。ここでカレンの機き嫌げんを損そこねるほど僕もバカではない。


    「ありがとう。行こう──急がないと、シ念の痕こん跡せきも消える」


    　僕らは走りだした。


    　しかし──意外なことに、痕跡は簡単に見つかることになる。それは巨大な痕跡であり。


    　人型をしていた。


    



    



    　ライブハウスを出て、商店街の反対側に向かって最初の交差点。そこにはシャッターの降りたラーメン屋があった。先頭を走っていた夕ゆう顔がおが立ち止まり、


    『うわっ、なにこれ』


    　カレンが驚いたように声をあげる。


    「どうした？」


    　夕顔とカレンが見ている右側。そこは、街灯も少ない通りだ。商店もないため、近くに住んでいる住人であるとか、よほど用がなければ通りがかることもなさそうだ。


    　人でごったがえした。


    　右から左まで人、人、人。通りを封ふう鎖さするほどの人。実質は三十人ほどかもしれない。でもこの細い通りを封鎖するには十分だった。


    「なん、だよこれ……」


    　夕顔の横に立った僕は、奇妙な違和感に気づいた。パーカーにスウェットなんていうラフな格好の若い女もいれば、チェックのジャケットを着込んだ年寄りもいる。ランドセルを背負った少女、つなぎを着た作業員らしい若い男──老ろう若にやく男なん女によ、あらゆる年代のサンプルがここに集められたみたいだ。


    　その──誰もが、口を利きいていない。


    　人間はやたら多いのに、ひどく静かなのだ。


    「あぁー？　こりゃ、シ念だろ」


    　僕の背後から声がした。ふり返るまでもない──萬ばんだ。


    　萬はミネラルウォーターを飲みほし、ペットボトルを自動販売機のゴミ箱に放りなげる。


    「見てな」


    　そして、僕の横を駈かけぬけた。


    　腰から上半身を屈かがめ、低い体勢で疾しつ駆くする。両手は後方にぴんと伸ばされていたが、関節を鳴らすように二度三度折りまげると、なにかを握りしめた──ように見えた。


    『──ナイフ？』


    　カレンがつぶやくときには、萬は一番手前の男の前にいた。作業着の男。なんの感情も持たずぼんやりとした視線を萬に向けている。


    　萬は迷いもなく大きく踏みこみ、右手を正面に突きだす。


    　萬の手は、直接は男に届かなかった。けれど男の頭はがくんと揺れた。


    　直後──顔が裂けた。まっぷたつに、縦たてに。


    「うわっ……」


    　裂けたそこに、のぞいていたのは闇だ。闇は宙に溶けだし男の身体が霧む散さんしていく。


    「シ念なのか……これが全部？　ならばこれは──」


    「決まってんだろ。こんな量のシ念ばらまけるやつなんて、ひとりしか思いつかねえ」


    　萬ばんは鼻で笑った。


    「……ドール」


    　なぜこんなところにシ念掃そう滅めつ機構のドールがいるのか？　蘭らんに協力しているのか？


    　──ああ、そう。あのね、私の邪じや魔ましたら──。


    　彼女の声、いや、シ念の声が耳元でよみがえる。


    　──本気で殺すから……。


    　冷えた空気が、僕の首筋を通っていくように感じられた。


    「あそこじゃ！」


    　夕ゆう顔がおの声で我われに返る。群衆の向こうに数人の人影。そのなかに、


    「金髪のポニーテール……蘭だ！」


    　ステージ衣裳ではない、白のシャツにジーンズという格好。


    　こんな時間までライブハウスのそばにいたのか？　──疑念がまた湧わいてくる。蘭の目的はいったいなんだ？　ここに留とどまっていたくせに、どうして逃げる？


    「追うぞい、雨あま野の──ついてくるんじゃ」


    「ついてくる、ってこの人数じゃ」


    　夕顔が左手に、指の開いた革手袋を装着する。


    「人間相手ならともかく……誰ぞのつくりだしたシ念なら、手加減せんでもよかろ？」


    　よかろ、の言葉を背後に残し、夕顔は前方にダッシュした。


    　夕顔の戦い方──左手戦闘術。握手を求めるように左手を差しだす。左手が、自みずからの意志を持っているかのように相手めがけて飛んでいく。殴りかかってきたパーカーの女を左手でいなし、くるんと身体を回転させると、そのまま女の脇わき腹ばらに手しゆ刀とうをめりこませる。真横に「く」の字になって女が吹っ飛ぶ。夕顔の左手は、勢いを殺さぬまま正面にいる老人の顔面へと向かう。手のひらを押しだす形の、掌しよう底ていが鼻の上にヒット。老人の頭が後ろにのけぞり、勢いに負けてその場に尻しり餅もちをつく。


    　その夕顔の表情は苦にが々にがしい。シ念とはいえ、人間の形をしているからだろう。


    「はははぁっ」


    　反対に、横で聞こえる、いやみなほどに楽しげな笑い声は、萬だ。


    　萬のシ念はおそらくナイフ型。それを一本ずつ両手に持ち、迫るシ念に突きだす。切り裂くのではなく、あくまでも突き。子どもに蹴られそうになると背後に跳躍、かわしたところで突進。押しては引き、引いては突っこむ。


    　倒されたシ念は分解されていき、みるみる数が減っていく。老人のシ念が消え、小学生ほどのシ念が消え、サラリーマン型のシ念が消えた。


    「たいしたことねえなぁー、ドールさんよ!?　数だけで戦闘はからっきしじゃねえか」


    「雨あま野の、こっちじゃ！」


    　すでに夕ゆう顔がおは群衆を通りぬけていた。そのあとを追って走ろうとした僕に向かって、鉄パイプを持ったスーツ姿の男がふたり、飛びかかってくる。


    『晶しよう！　危ない！』


    　両手で頭を抱かかえ、その場に立ち止まりそうになった。


    「走れ」


    　僕の横に、萬ばんが立っていた。


    　萬は、目に見えない刃で鉄パイプを受け止めた。鉄パイプは──もちろん鉄でできているわけではないのだけど──萬が受け止めた箇か所しよで、切断された。切れっ端ぱしが回転しながら地面に落ちると、金属と同じカーンという音を響かせる。直後、溶けて消えた。


    「早く行け、足手まといが」


    　夕顔に手をつかまれ、僕は群衆を抜ける──直前。


    　僕の後頭部に、声。


    「……あーあ……ちゃんと警告したのに。かわいそうな子ビエドヌイ・マーリチク」


    　ドール──。


    　ふり返った。けれど、そこにはなにもなかった──影さえも。


    「なんなんだこりゃ……ふざけてやがる」


    　萬が毒づくのを聞いて、僕は周囲の様相が一変していることに気がついた。


    　いなくなっていたのだ。群衆が。ひとりも。


    　夕顔と萬が倒したとはいえ、まだ半分は残っていたはずなのに。


    「シ念を解除したんじゃろう。複数の『存像成型イデア・モールデイング』、『現世への干渉イロード』、『遠隔操作リモート』──ずいぶんなやり手じゃの。これならＷＣＯ総合ランクのＢＢＢトリプルビーも……」


    「俺は認めませんけどね。だって明らかに俺のほうが強いっしょぉー？」


    　高笑いする萬を、夕顔がたしなめる。


    「萬、口が過ぎる」


    「だってそうでしょ？　『五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー』なんて言うからなにかと思ったら──あんなふうにシ念を出すだけ？　ぎゃははは」


    「……むう」


    　僕はふたりのやりとりを聞きながら、別のことを考えていた。


    　ドールは特殊なシ念の使い手なのだろう。だがそれは、戦闘能力に直結していない。単純にシ念の量で言えば、夕顔の言うとおりＢＢＢトリプルビーというランクがつくのもわかる。ただし戦闘を行おこなった場合は、萬のように直接的に戦えるシ念のほうが強い。


    　筋は通っている。


    　でも──釈しやく然ぜんとしない、わだかまりがあるのだ。これは、なんだろうか……？


    「どうした雨あま野の」


    「あぁー？　そんなやつ気にすることないっすよ、夕ゆう顔がおさん。どうせ今のでびびったんだろ」


    「萬ばん！」


    　声を大きくする夕顔の腕を、僕はつかんだ。


    「いい、夕顔」


    『なにそれ。晶しよう、なにか言いかえしなよ！』


    「……僕には、戦う能力はない。それは……事実だよ」


    　僕はくやしかったのかもしれない。考えを巡めぐらせたところで、結局は夕顔に頼らなければならない。カメラでシ念を消せるとはいっても、それだってカレンの力だから──。


    　すると夕顔は右手をこちらに伸ばし──僕のほおをつまんだ。


    「できぬことをできぬと言えるのは、偉いことじゃよ」


    　そして、にっ、と笑う。


    「さて、先を急ごうぞ」


    　夕顔が言い、僕らは走りだした。夕顔につままれたほおと、耳に残るドールの声が、僕のなかでせめぎあっている──いやな予感と温かな信頼が闘っている。


    　走りだしてすぐ、僕らは交差点で立ち止まった。


    「なかなか考えよるわ」


    　蘭らんを含む一行は、十人ほどに増えていた。そして面倒なことに、蘭がふたりになっていた。


    　グループはふたつに分かれた。


    「あぁー？　片方はシ念でつくられた蘭、ってことっすか？」


    「ふーむ……しかたあるまい。二手に分かれようぞ。あたしは左で萬は右じゃ。行くぞ、雨野」


    　言って、夕顔が走りだそうとすると、


    「ちょ、ちょーっと、ちょっと夕顔さん！　それはいけませんや。俺はこのメガネの監視っすよ？　ここで離れるわけにはいかんでしょう」


    　夕顔はなにか言いかけ、それから首を振った。


    「……わかった、ではあたしは単独で追う」


    「待て、夕顔」


    　僕は夕顔の腕をつかんだ。


    「どうしたのじゃ？」


    「危険……だと思う」


    「あたしは、雨野のほうが心配じゃ」


    「あぁー？　夕顔さんの言うとおりだぞ、クソメガネ。あんな烏う合ごうの衆しゆうでも、唯ゆい一いつやられるとしたらお前だけだからな」


    「萬は黙る」


    　夕ゆう顔がおに言われても萬ばんはたいして反省するでもなしにへらへら笑った。


    　そして僕は──いやな予感に頭を支配されていた。


    『……晶しよう？』


    　烏う合ごうの衆しゆう……ほんとうにそうなのだろうか？　あれだけがドールの能力？　ほんとうに？　でも、夕顔や萬はそう断じている。僕よりもシ念にくわしいふたりが……。


    「『私の邪じや魔ましたら──本気で殺すから』」


    「あぁー？」


    「ドールがそう言ったんだ。あれはただの脅おどしかと思っていたけれど、僕には……僕にはそれだけじゃないように思える」


    「……雨あま野の」


    「ドールは、僕らを殺せると思っているんじゃないか？　ドールの通称は『五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー』なんだろう。シ念を吐きだすだけの力じゃないはずだ」


    「雨野、聞け。たしかに頭のよさではあたしは雨野にはかなわないと思う。でもの、シ念についてはあたしに一日の長があると思うておる。ツクヨミの危険度に比べれば、ドールのそれは、はるかに低い」


    　僕は夕顔に反論しようとして──言葉が出てこなかった。そんな僕を、夕顔は、しかたがないとでも言いたげに、


    「カレンはどう思うんじゃ」


    『え？　私？』


    「残された手は、みんないっしょに片方を追うだけじゃ。しかし、どちらが本物の蘭らんか、カレンにはわかるかの？」


    『えー!?　シ念と人間の区別まではっきりできないわよ！　なにかがいるってことはわかるんだけど……それに……なんか、なんかね、妙な感じなの。蘭のコピーみたいなやつはさ、シ念だと思うんだけど……本人とまったく同じような感じがするの』


    「むう？　双子のような？」


    『あ、でも、気のせいかも……』


    　カレンにしては珍しく言葉を濁にごした。


    「いずれにせよ、蘭も、蘭コピーも、走って逃げておるということじゃ。雨野」


    「……わかった。二手に分かれよう」


    　そこまで言われると、僕にはそう言うしかなかった。


    「萬！　無理はするでないぞ。なにかあったらすぐにケータイを鳴らす。よいの？」


    　夕顔はきびすを返すと、反対側に走りだす。


    「おい、てめえ、こっちに行くんじゃねえのか」


    「…………」


    　僕は、ドールの脅おどしに怯おびえているだけなのだろうか？　いや、そうじゃない。なんだ、なんなんだこの感じ──。


    　状じよう況きようの変化、これまでの行動。そんなものが積み重なり、なにかを警けい告こくしているのだ。


    「行こう」


    　首を振った。


    　僕らは急がなければならないのだ。こうしている間に、蘭らんは逃げてしまう。


    　そして──僕は、あまりにも愚おろかだったことをあとで思い知る。ネズミですら貨物船の沈ちん没ぼつを予感して逃げだすというのに、僕は、無視したのだ。


    　危険を回かい避ひできるチャンスを。


    



    　　　　　　　７


    



    　道は狭くなっていく一方だった。まったく見たこともない道だ。番地の書かれた表札や、電柱の標示を頭に叩きこんで、地図をつくっていく。


    　しかしその作業も、十分ほどで中断することになった。


    「……あぁー！　くそったれが！」


    　僕らの前には、壁。そこは袋ふくろ小こう路じだった。今まで前を走っていた蘭を含む数人のグループは、いつの間まにか消えていた。


    「つまり、ハズレか……」


    「あぁー！　くそ、行くぞ。夕ゆう顔がおさんになにかあったら、てめぇをただじゃおかねえからな」


    　とんでもない八つ当たりをされながら、僕らはＵターンした。しかし走りだしたものの、そろそろ体力が限界だった。脇わき腹ばらがきりきりと痛み、身体中が熱い。膝ひざに力が入らず、息が切れ、肩にもじわりと疲れが溜たまっている。


    　気がつくと萬ばんとは十メートルほど距離が空いていた。ふり返った萬が、腰に手を当て、大おお仰ぎようにため息をつく。


    「メガネ。お前もう、ついてくんな。つーかここで待ってろ。遅すぎ。話になんねえ」


    「僕の……監視役が……僕と離れるって？　そんな、ことで、いいのかよ」


    「ああ、だからこうする」


    　萬は僕の手をつかむと、自動販売機の前まで引っぱってきた。


    「お、おい、いったいなにを」


    『晶しようになにするのよ！』


    　萬は、自動販売機に僕の手をばしんと叩きつけた。


    「痛つっ」


    「おいおい、これからだぞ。ちょーっとばかし痛いかもしれねえが、我慢しろよボクぅ？」


    　唇の端を曲げて笑う。すると左手の指がピアノの鍵けん盤ばんを打つように滑なめらかに動いた。宙に浮かんでいたなにかを受けとるように、その手がぐっ、と空気を握りしめる。


    「お前……まさか」


    「『現世への干渉イロード』なら俺だってできんのよ。自販機くらいには刺さるんだぜ」


    『晶しよう！』


    　萬ばんは右手で僕の右手を押さえつけ、左手をふりかぶる。その左手に僕は見た。銀色の刀身。冷たい光を放つ、銀の刃。現げん世せへの干かん渉しようにより、視覚化されているのだ。


    　僕は逃げようともがいたけれど、萬との力の差は歴然。まるで動く気配がない。


    「カレン、離れてろ！」


    『きゃぁっ！』


    　左手でカレンを突き飛ばす。直後、右手に鋭い痛みが──冷たい電流のように走りぬける。


    「っく、あぁっ！」


    　萬の手が、離れた。


    　僕の手のひらから、銀色の刀身が半透明になって生えていた。


    　そいつは僕の手を貫つらぬき、自販機の薄いプラスチック部分に突き刺さっていた。


    「お前、まさか、こんな……」


    　痛みが、手のひらから、手首を通り、肘ひじを伝って、上腕を越えてくる。身体中から汗がどっと出てきた。血は一滴も流れていない。けれど、流れていないのが不思議なほどの痛み。
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    「無理して剝はがさないほうがいいぜ、メガネ。半分現実に干かん渉しようしてるからな、お前が妙なことやると一気に傷口から血がどばぁーってことになりかねねえ」


    　なにがおかしいのか、萬ばんはけらけらと笑う。


    「クソ野郎……」


    「……あぁー？　今なんか言ったか、クソメガネ」


    「お前みたいな暴力だけがとりえの能なしを部下に持って……吉き良らがかわいそうだって言ったんだよ」


    　萬の目がすぅっと細められ、


    『晶しよう！』


    　僕は思いきりほおをぶん殴られた。身体が前に倒れそうになるが、右手が自動販売機にくっついているせいで途中で止まる。殴られたほおがしびれ、それから熱を持ってずきずきと痛みはじめる。


    「クソメガネ、聞け。てめえが吉良さんのことを次に呼びすてにしやがったら、左手も同じ痛みを味わってもらうことになるかなら」


    　口のなかが切れて、血の味がした。ずれたメガネを直して萬を見すえる。


    「お前……みたいなのが公務員とは。日本の未来も暗いな」


    「口の減らねえガキだ」


    　萬はくるりと僕に背を向け、そのまま一回転してふり向きざま、僕の腹にパンチをくれた。


    「っく──」


    　衝撃が、頭の先まで突き抜ける。肺はいの空気を一気に吐きだしてしまった気分だ。


    「寝てろ、メガネ」


    　そして萬は走りさった。


    『……晶、晶！』


    「近寄るな、カレン、痛いぞ……」


    　カレンが近寄ってくる。三メートル──二メートル。痛みが伝わったのか、カレンの表情がゆがむ。


    『うっ』


    　一メートルの距離になったところで、カレンは右手を押さえてうずくまった。右手に、赤いものが視みえた。そうだ、カレンはシ念だから、シ念の刃で直接傷がついてしまうのだ。


    「……あいつ」


    　僕のなかで怒いかりの炎が燃えあがる。カレンにまで、こんな傷を──。


    「カレン……力を貸してくれ。萬はカレンの能力をまだわかっていない……このナイフを撮影すれば、動けるはずだ……」


    　しかしカレンが言った言葉は、僕の想像とは違った。


    『ねえ……もう止やめよう……』


    　カレンはその場に座りこんだまま、うつむいていた。


    「……カレン？」


    『なんであなたまで、こんなに……こんなに痛い思いをしなくちゃいけないの……？』


    「君のお兄さんを、探すためだ。しょうがないと僕は割り切って──」


    『じゃあもういい。蘭らんのことはあきらめて違う方向から考える』


    「なに言ってるんだ！　なんのためにここまで来たと思ってる……六ろく合ごう硝子ガラスのことを聞くには、なんとしても蘭の」


    『ほんとうに？』


    「なにが」


    『ほんとうに、それだけ？』


    　まただ。また、この質問だ。僕にはカレンの真意がわからなかった。


    『あなたが、ほんとうに、言葉どおりの目的だけで蘭を追おうとしているのか……ってこと』


    「だからいったい、なにを君は──」


    『あなた……佐さ久くと、美み莉りちゃんを重ねてるもの』


    　ぽつりと言ったカレンの言葉が、僕を貫つらぬいた。


    　僕は言葉を失った。


    　たまたま佐久に美莉の面おも影かげを見てしまったことを、僕は誰にも言わなかった。カレンにも伝わっていないと思っていた。


    　うつむいていたカレンが、そっとこちらの顔をうかがう。


    『どうしてわかるのか、って顔……。私にだってわかるよ、それくらい。だって、あなたのまなざしとか、態度とか……佐久に対するときだけ、ほかの人と全然違うんだもの』


    「でも……それと、これとは関係がない」


    　動揺を隠すことなんてできなかった。痛みのせいだけじゃない。僕の声はかすれていた。


    『否定しないんだ……半信半疑だったけど、やっぱりそうなんだ』


    　なにか言わなければならない。でも、僕は言うべき言葉を見失っていた。


    『私にはなにもないんだよ』


    　カレンは言った。


    　それは、なにもかもをあきらめるような声で。


    　僕の思考能力を瞬時奪うには、十分な力を持っていて。


    『私には、なにもないの……。行動の自由も、未来だってない。佐久には……あの子には全部あるじゃない』


    　なにもない。カレンにはなにもない。そんなふうに考えたこと、僕は一度だってなかった。カレンがそんなふうに考えているなんて、知りもしなかった。


    『私……うれしかったんだよ？　晶しようが、私を守ってくれる、って言った……。あれ、本気じゃなかったことくらい知ってる。でもそれでも、うれしかった。私が頼れるのは、どこまで行ってもあなただけなんだもの』


    　その言葉──。


    　カレンが六ろく合ごう硝子ガラスの工場の前で言っていた。自転車の後ろに乗り、僕の背中に身を寄せて。あのときの僕は、カレンの言葉を聞きながしてしまった。こんなにも深い意味を持っていたなんて思いも寄らなかった。


    　僕は強烈に誤解していた。これまでカレンのことをふつうの人間と同じように扱ってきた。カレンの考え、意識は、ふつうの人間と同じだったからだ。でも、それではダメだったのだ。


    　心変わりして僕がレンズを壊したら、カレンはおそらく消える。僕が動かなければ、カレンも移動できない。僕がカレンのいやがることをしても、カレンは耐えなければならない。


    　僕は、カレンにとり憑つかれたせいで自分の自由が奪われたと考えてきた。いわば「被ひ害がい者しや面づら」していた。しかしすべてがカレンにとって都つ合ごうのいい関係だったんじゃない。むしろ、致命的なところはみんな僕が握っていたのだ。


    　カレンと僕の、なにが問題だったのか──ようやく理解できた。


    　説明しなかったこと。


    　話そうとしなかったこと。


    　知ろうとしなかったこと。


    　理解しようとしなかったこと。


    　強く考えれば思考が通じるから、ほっといても、要いらないことが通じたりする。そのせいで、きちんと話さなければいけないことを僕は話していなかったのだ。


    「カレン」


    　僕はバカだった。


    　冗じよう談だんでも、君を守るだなんて言ったのなら、その言葉に恥じない行動をしなければならないのに──。


    「すまなかった」


    　うつむいたままカレンは首を振った。


    『ごめんね……』


    　反対にカレンが、謝しや罪ざいの言葉を口にする。


    『寄き生せい虫ちゆうみたいにあなたにとり憑ついて、それなのに、わがままばかり言ってる……私、いやなやつだ。でもどうしようもないの。私は……思ったとおりに行動しちゃうから』


    　右手を押さえたカレンが立ちあがる。


    『ナイフ、消そう──レンズに入るね』


    　そしてカレンの姿は消え、カメラバッグの重量がわずかに増したように感じられた。


    　くそ──。


    　消える直前、カレンはうつむいていた。たぶん……涙を見せないために。


    　僕のせいでカレンを泣かせたのは二度目だ。最初の一度目は、カレンの目の前でレンズを叩きこわそうとして。そして今回は、カレンの思いに気づかず、彼女の心を踏みにじった。


    　最低だ。これを最低と言わずに、なんだ。


    　でも僕は、僕は──。


    「僕は……」


    　今は、考えるのを止やめよう。今は、早く歩きださなければならないから。


    　ぴくりと動いた右手に、痛みが走る。レンズにいるカレンもこの痛みを感じているのだろうか。感じていなければいいと、僕は心から思った。


    「写真を……撮るよ」


    　カレンに向かって僕はつぶやいた。


    　その、ときだった。


    　僕は異変に気がついた──左腕に、誰かの手が押しあてられたのだ。


    「誰だ──」


    　そして、聞いた。


    　──チッ。


    　マウスのクリック音のような、機械が発する、無機質な音。


    『目標。適合可。残り四秒』


    　声が僕の頭のなかで響く。聞きおぼえのある、声が。


    　僕はそこに、手を見た。当然だ、手を当てられていたのだから。


    　おかしいのは、手だけが宙に浮いていたことだ。男の手？　いや、手だけじゃない。手から順に、身体が再生していく。


    　──チッ。


    『邪じや魔ま、したね？』


    　声が続く。


    　もくもくと煙を吸いこむように、肩ができ、胸ができ、腹と首ができ。


    　僕の顔が生えていく。


    　──チッ。


    「お前は」


    　ドールの声──。


    『こないだ、言ったよね？』


    　──チッ。


    　僕の脳のう裏りに、その瞬間、ある言葉が閃ひらめいた。


    「五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー」


    　シ念の形は、僕という人間そのものになった。


    『殺す、って』


    　──チッ。


    　背筋を恐怖が走りぬける。


    　最後のカウントが鳴ったとき、僕はカメラバッグを左手で抱かかえ。


    　僕を見て、いやみなほど愉ゆ快かいそうに笑う僕を蹴り飛ばした。


    



    　瞬間──爆音。


    



    　目がくらむほどの強烈な光。世界のすべてを白一色で染めあげるような──。


    　僕は自動販売機の前から吹き飛ばされ、頭から突っこみそうになるのをかろうじて肩から地面にぶつかる。身体の中心に響く衝撃。カメラバッグを抱え、アスファルトの上を転がる。


    「──くっ」


    　身体中が麻ま痺ひしていた。背中にアスファルトを感じ、メガネを落としたことを知る。シャツも、肩から半分ほどちぎれていた。


    「か、カレン……大丈夫か。痛むか？」


    　それだけなんとか口にして、身体を起こす。バッグはなんとか無事だ。けれども肘ひじをすり剝むき、肩を強打していた。右手からは──血が流れていた。


    『なにがあったの!?　私は、大丈夫だけど？　痛くないし……』


    「出てくるな」


    　痛みを共有していないのなら、無理に出てくることはない。


    　アスファルトに落ちていたメガネを拾う。フレームが曲がっていたので、無理に戻した。右手の傷は表面的なもののようだったのが幸さいわいだ。ハンカチをとりだして、手に巻きつける。


    『晶しようこそ大丈夫なの？　今、ものすごい光が──』


    「……これが、ドールの能力ってことか」


    　遠隔操作リモートで対象に忍しのびよる。そして、シ念ごと爆破する。


    　けれども爆発した場所を見ても、現実の物質が破壊されたような跡はなかった。


    「うっ」


    　歩こうとして、僕はその場に転びそうになった。右足が動かなかったのだ。左手をアスファルトについて、なんとかこらえる。


    「僕だけを狙ねらったシ念の爆弾……」


    　納得がいった。あのシ念は僕に波長を合わせたのだ。それは現げん世せには干かん渉しようしない。自動販売機は、ナイフの刺さったところに亀き裂れつがあったきりで、それ以外は無傷なのだ。


    　僕の波長合わせに必要な時間が、五秒。だから、「五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー」──。


    「夕ゆう顔がおに、知らせないと……こいつは、やばい」


    　ぎりぎりで蹴り飛ばし、なんとか直撃は避けたのに、この威力。しかもこいつは一体だった。ドールは、何体だってシ念を吐きだすことができるのだ。


    　僕は周囲を見回した。方向感覚が完全におかしくなっていて、どこに立っているのかもわからなかった。夕顔の携帯電話にかけてみても、夕顔は出なかった。


    　頭がふらふらする。僕の〝思いの力〟はどれほど削られてしまったのか。


    『晶しよう……』


    「大丈夫」


    『晶！』


    「大丈夫だから」


    　僕の前に、カレンが現れていた。現れた瞬間──カレンの身体中に傷が発生した。やはり僕の身体、いや、シ念はドールによって傷つけられた。そのせいで足がしびれているのだ。


    「君まで……痛い思いを、しなくていい。レンズに……戻っていてくれ」


    　カレンは歯を食いしばって首を振った。痛みを感じているのだ。


    『だって、私が案内しないと、夕顔のところまで……行けないじゃない』


    「問題ない。道順は暗記している」


    『それが……うそだってことくらい、わかるもの』


    「…………」


    『案内、するから』


    　カレンは僕の横にやってきた。そして、右足が不自由になっている僕に肩を貸す。


    「わかった。カレン……ありがとう」


    『私には今後、正直に話すこと……いい？』


    「ああ。これだけ近いと、考えてることも全部伝わっちゃうし」


    『…………』


    　カレンはなにも言わなかった。きっと気づいてる。僕がどれだけ深く後悔しているか。いや──そんな、僕にとって都つ合ごうのいいことだけを望んでもしかたがない。


    「……カレン、さっき話せなかったことを話したい」


    『聞くわ。どうせ、全部伝わっちゃうから』


    　いたずらっぽくカレンは言う。けれど、僕の考えていることが──あまりに真剣なものであるのがわかったせいだろうか、顔は笑っていない。


    　僕は言った。


    「蘭らんは、君のお兄さんにおそらく会っている」
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    　歩きながら僕は説明する。


    「蘭らんの歌っていた『Ｌｅｆｔ　ｉｎ　Ｐｅａｃｅ』という曲、憶おぼえているか」


    『うん……はっきりとは憶えてないけど』


    「歌詞が大事なんだ。いいか」


    　僕は蘭の歌っていた部分を教えた。それはちょうどサビの部分だ。


    



    　　ヘッドライトに切り抜かれた夜


    　　時を止めて眠りたいと願う


    　　午前０時の雨が窓を叩く


    　　震える指先よ、あなたに届け


    　「言葉よりずっと……必要なものがある」と


    　　あなたの遺のこした言葉　今も消えない


    



    『そういえばそうだった。……でも、晶しよう、あなたって相当歌が下へ手た？』


    　あまりに図星だったので僕は無視することにした。人には得意不得意というものがある。たとえ学校の成績のうち、音楽だけは圧倒的に毎回悪かったとしても、それは個性だ。


    「いいか、この歌詞の内容、わからないか」


    『内容？』


    　首をひねるカレン。ほんとうにわからないようだった。


    「君が教えてくれたことだよ。君のお兄さんが亡くなった夜のこと。……そのときの情景を歌っているんだよ」


    　カレンは目を見開いた。


    　夜のヘッドライトが工場内を照らしだし、雨に濡れた慶よし幸ゆきがカレンのもとへとやってきた。カレンの病室でいっしょに、「時を止めて眠りたい」と願っていた慶幸。そして、「言葉なんかよりずっと、必要なものがある」と、まさにそう言った。


    　視点はごっちゃになっている。眠りたいと願ったのも、言葉を遺したのも慶幸だ。けれど、歌詞のなかでは、そのふたりが異なっているかのように描かれている。


    「単に視点が混同しただけかもしれない。でも、この歌詞は偶然か？　君が説明したとおりの、あの日の情景だ。ヘッドライト、雨、眠りたいと願う君のお兄さん、そして言葉──蘭が、あの夜のことを知っているのは間違いない」


    『どうして。どうして知ってるの？　私、晶しようと夕ゆう顔がお以外に話したことなんてないもの！』


    「君の叔お父じさんだって、君とお兄さんの会話内容はわからないだろう。君も、誰にも話していない。となれば話したのはひとりしかいないじゃないか」


    『お兄、ちゃん……』


    「正確には、君のお兄さんの、シ念だ。蘭らんは直接、あるいは間接的に君のお兄さんの話を聞いた。あるいは、君のお兄さんが信頼する誰かに話し、その人物から蘭は聞いたか、だ」


    『……信頼する誰か？』


    「夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろう、君の叔父さんしかいない。では、どこで夜木坂さんと蘭は接点を持った？」


    『シ念掃そう滅めつ機構！』


    　僕はうなずく。


    「ドールが今日現れたことで、蘭が掃滅機構と接点を持っていることは確実だ。蘭は掃滅機構を通じて康太朗氏に会ったんだ。だとすれば」


    『蘭は、叔父さんのいる場所を知ってる!?』


    「そうだ。推論ではあるけれど、かなり確度は高いと僕は思う」


    『叔父さんに会える……お兄ちゃんが、いる……？』


    「……すまなかった……カレン。もっと早くにこのことを説明するべきだった。そうすれば君も、もっと気分よく行動できたはずだ。怖くても、前へ進む勇気を持てたはずだ。僕は──君をぬか喜びさせたくはなかったんだ。蘭に話を聞いてから、説明しようと思ってた」


    　カレンが、口をへの字にして、見上げるように僕を見る。


    『バカ、バカバカ、どうして教えてくれないの！　私ひとりで、もやもやして、わがまま言って、バカみたい！　……ほんと、バカみたい』


    「すまない。だから、泣かないでくれ。君に泣かれるとどうしていいかわからなくなるんだ」


    『泣くわけないでしょ！』


    　カレンは僕から顔を背そむけた。そして目元をさっと拭ぬぐいながら、


    『夕ゆう顔がおに連絡しましょ。合流したほうがいいと思うの』


    「ああ」


    　そのとき僕らは、狭い路ろ地じを抜けた。


    　大通りだ。片側二車線の通りで、自動車の通行量はそこそこ。歩道に人はほとんどおらず、白々とした街灯と、雑貨屋らしい店てん舗ぽの明かりが歩道を照らしていた。


    『あ──近い』


    「え？」


    『さっき感じたのと同じシ念がいそう！　この辺、もうその──』


    　カレンが言いかけたとき、


    「これ、待つのじゃ！」


    　車道の向こうで声が聞こえた。


    　反対側の歩道だ。走る夕ゆう顔がお。すぐ前を、複数の人影。


    「あれだ！」


    『あれよ！』


    　僕らは反対側に渡ろうとした。けれども車道には車が多く、横断歩道も近場にはない。


    『あのなかに蘭らんがいるんだと思う！』


    　夕顔は僕から見て、右へ走っている。そこには、先ほどと同じように老ろう若にやく男なん女によとりまぜた十人ほどの集団。夕顔との距離は二十メートル程度。


    　雑居ビルの並ぶ通り。歩道に人通りはない。


    　僕も走りだそうとしたけれど、しびれる足に動きが鈍にぶった。目の前には歩道橋。これを越えれば向こうに行ける──けれども、僕の足では階段で時間を食いそうだ。行ったほうがいいのか、悪いのか。立ち止まりかけた僕を、アパレルショップらしい店舗の明かりが照らす。


    『晶しよう、あれ！』


    　カレンが叫んだ。直後、僕も気がついた。


    　蘭たちの走るグループと、夕顔の間が狭せばまっている。その中間地点。雑居ビルの間にある暗がり。そこに、より濃い闇が生まれていた。くるん、くるん、と回転する──遠目にしか見えないけれど、たしかに正八面体。闇が噴出し、あっという間まに形を──人型に変化した。レザージャケットにジーンズ姿の男。手には長い棒。野球のバットだ。


    　夕顔からは死角。そして夕顔は、男まで数メートルに迫っていた。


    　僕は思わず道路に駈けより、叫んだ。


    「夕顔────!!」


    　が、クラクションが僕の声をかき消した。車道をトラックが、騒々しい音を立てて僕の目の前を走っていく。


    　僕は、バッグからカメラをとりだしていた。


    　目の前をトラックの車体。山ほどの建築資材を荷台に積んでいる。


    　西部劇の早撃ちのように、バッグを放りすて、その手でカメラを構えた。


    　トラックが通りすぎる。


    　カレンはすでにレンズに入っていた。中指のコントロールでピントを瞬時に合わせる。


    　遠いが見えないことはない。これなら──行ける。


    　夕顔と、シ念の距離は、二歩程度。


    　──間にあう。


    　僕はシャッターボタンを、


    「んぅ？　雨あま野の？」


    　その一瞬──手が、止まった。


    　聞いたことのある、声。


    　真横から。


    　横目で、僕はそちらを見てしまった。


    「せん、ぱい……？」


    　買い物を終えたらしい、堤つつみ先輩が、紙袋を両手で抱かかえてそこに立っていた。


    『晶しよう！』


    　カレンの悲痛な叫び声で僕は我われに返る。道路の向こう。夕ゆう顔がおが、糸の切れた人形のようにその場にくずおれていくのが見えた。


    　飛びかかる、シ念。


    「──夕顔」


    　シ念は僕を見ると──口を動かした。


    『私の邪じや魔ましたら』


    　僕は走りだす。


    『本気で殺すから』


    　僕は歩道橋の階段に足をかける。


    「夕顔ぉっ！」


    　シ念は夕顔を抱え、路ろ地じ裏うらに消えた。


    「ちょっと、雨あま野の、雨野!?」
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    　堤つつみ先輩の声を背後に聞き、僕は歩道橋を駈けあがり──一番上で派手に転び、肩から鉄てつ柵さくに突っこんだ。


    「ぐ、夕ゆう顔がお……」


    　もう、五秒経ったのだと思った。


    　爆音とともに、付近一帯を、とてつもない光が照らしだした。
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    　星せい稜りよう神社は、小高い丘の上にあり、神社の周囲を森が覆おおう。参さん道どうは百二十八段の石段なのだけれど、母おも屋やのある社やしろの背後にはアスファルトの道路が通っていた。


    　初はつ詣もうでには付近の住人が訪れるが、観光スポットではないので、たいてい閑かん散さんとしている。境けい内だいの背後にある母屋が──これほどまでに広いとは僕は知らなかった。建物は三つ。うち、左右のふたつが平ひら屋やでひとつが二階建て。二階建てのそれが、ふだん夕ゆう顔がおたち家族が寝起きしているところらしい。


    　今、夕顔は、その二階建ての母屋ではなく平屋の一室に寝かされていた。襖ふすまと障しよう子じで仕切られた、畳たたみ敷じきの部屋だ。二十畳じようという広さなのに、夕顔の眠る布団ふとん以外なにもなかった。


    　夕顔が、ドールにやられてから一時間が経過している。


    　あのあと、僕は夕顔のところへと、もつれる足で走った。夕顔は、道路から一本入ったところにぐったりとうつぶせに倒れていた。息があるとわかったとき、僕は泣きだしそうになった。遅れてやってきた萬ばんが、夕顔の父である和泉いずみ清せい玄げんに電話をかけた。清玄は相変わらずの高級車をすっ飛ばしてやってきた。車から降りた清玄は、黒のシャツに身を包んでおり、盛りあがる筋肉で膨ふくれあがっていた。夕顔の姿をひと目見るなり、清玄は無言で萬を殴り飛ばした。萬の身体が三メートルほどは飛んで、地面に叩きつけられた。それから僕の手から夕顔を奪うように抱きかかえると、車に乗せた。なにも言わずに走りさった車を追って──僕は星稜神社へとやってきたのだった。


    　その一部始終を見ていた堤つつみ先輩に、僕はなにも聞かないでくれと言った。堤先輩は、うん、とも、いいえ、とも言わなかった。納得しているはずがない。夕顔は同じ高校の生徒だし、僕は中央幹事会役員だし、堤先輩は中央幹事長なのだ。


    　僕らがこの神社に着いたとき、清玄が、ちょうどこの部屋に夕顔を寝かせるところだった。障子が開いており、縁えん側がわから声をかけた僕を、清玄は一度にらみつけた。そして、なにがあったのか話しなさいと告げた。


    　正直に、僕は話した。僕は清玄から殴られるのだろうと覚悟した。けれど、清玄は最後まで黙って聞くと、そうか、と言っただけだった。


    　夕顔は気を失っているのか、と僕は聞いた。清玄は、そうだ、と答えつつも、ただしシ念の影響がある、と言う。そして、その治ち療りようのために人を呼ぶ、と。


    　清玄は電話をかけに部屋を出ていった。僕は縁側から部屋に上がりこんだ──それが、三十分ほど前のこと。


    　静かだ。


    　夕ゆう顔がおの枕まくら元もとに、僕は座っている。隣となりにはカレンがいた。開けはなたれた障しよう子じから、外の、月の明かりが射しこんでいる。僕らは縁えん側がわに背を向けていた。


    　夕顔は、眠っているようにしか見えなかった。頭の上で、髪は束ねられたままだった。僕は髪を留めているゴムを外した。ふわりと髪が広がった。


    　死角から殴られ、夕顔はその場に倒れた。それからあのシ念は──爆発した。その直撃が夕顔に深刻な影響をもたらしたことは間違いない。「殺す」と言っていたドール。僕は夕顔が死んでしまったのかと最初思った。けれど外傷はほとんどなく、夕顔は眠っているように見えた。生きのびたのだ。ドールは殺さなかった。殺せなかった？　どちらかはわからない。


    　しかし、僕と同じ衝撃を受けたなら……僕は足に直撃を受け、しびれが今も残っている。もしもそれを全身に受けたとしたら……。


    　右手を握りしめようとして、ハンカチが巻かれていたことに気がついた。ハンカチは血でぐっしょりと濡れていた。


    「僕のせいだ……あそこで堤つつみ先輩に気をとられて、シャッターを切ることができなかった」


    　つぶやいた僕に、カレンが口を開く。


    『違う、晶しようは悪くない』


    　僕は自分を許すことができなかった。夕顔がこのまま目を覚まさなかったらどうする？


    　──できぬことをできぬと言えるのは、偉いことじゃよ。


    　夕顔の言葉が脳のう裏りをよぎる。


    　僕にできないことを、君はやろうとした。


    　そしてきっと──僕の代わりに君がドールにやられたのだ。


    「夕顔は、合宿が高校生活の夢のひとつだって言ってた」


    　誰に言うでもなく、僕は言った。


    「僕はその夢を叶かなえる手伝いをしたのか？　いや──してないよ。僕は、僕の目的のためだけに夕顔を利用したんだ」


    　誰が応えるでもないのに、僕は言った。


    「夕顔はこんなになってまで戦ってくれたのに、僕は……夕顔がこんな家に住んでいたことさえも知らなかった」


    　膝ひざの上で手を握りしめた拍ひよう子しに、血が、僕のズボンに染しみをつくった。痛い。身体中が悲鳴をあげている。でも、でも、こんなもの──。


    「くやしいよ……カレン」


    　カレンは、黙って聞いていた。


    「僕は夕顔に守られてばかりだ。どうしてなにもできないんだ……得意げに推測を並べただけで、夕顔ひとり守れない。そんな僕がドールを相手に、蘭らんをとり戻すなんてこと自体が無理だったんだ」


    　くやしくて、くやしくて──僕はさらに強い力で両手を握りしめた。指が白くなるほどに、強く。それでも足りなかった。こんな力じゃ、なにもつかめないんだ。逃のがれるように血だけがこぼれていく。


    『だったら──』


    　カレンが立ちあがっていた。


    『だったら、倒そうよ、ドールを！　私たちが力を合わせて、あいつを倒すの！』


    　僕を見下ろすカレンの目に、強い意志を感じた。


    　でも、僕はそれに応えることができなかった。


    「……倒す……ドールを？　僕は二度ドールに遭そう遇ぐうし、二度とも逃がしてるんだ。あれだけシ念を生みだすことができるというだけでも厄やつ介かいなのに、爆発まであるんだぞ。どうしようもない」


    『方法、考えてよ』


    「……無理だ。僕は撮影できる回数に限界があるじゃないか。君もわかってるだろ？　だけどドールは──今のところ無む尽じん蔵ぞうに力を持っているように思われる。それじゃあ話に……」


    『むううううー！　考えてよ！』


    「無理だって！」


    　カレンは納得できないようだった。けれど僕は冷静に、客観的に物事を見ているつもりだ。ドールと僕の、相性は最悪だ。勝てるわけがないのだ。ＷＣＯ総合ランクＢＢＢトリプルビー？　なるほど、それだけの実力はある。Ａシングルエーだというツクヨミよりもずっと、僕は勝てる気がしない。


    　無理だ。


    　どれだけ努力しても、知恵をひねっても、超えられない壁ってやつはきっと存在する。


    「……やれやれ、ゲーム終了ですか？」


    　そのとき突然、庭から声が聞こえてきた。


    「なかなか緊張感のあるシーンでしたね」


    　絶句した。


    　ふり返ると庭に立っていたのはサマーコートを羽は織おった長身の男。


    「ごきげんよう。月夜の散歩というのもなかなか風流なものでしょう？」


    　シ念掃そう滅めつ機構の男、ツクヨミが、薄い笑えみを浮かべてそこに立っていた。


    



    　　　　　　　２


    



    「なんでお前が……ここにいる」


    　僕は身を屈かがめた。右手でバッグをまさぐり、カメラをつかむ。カレンをかばうように、左腕を伸ばした。


    　なにをしに来た？　どうやってここに？　なんのために？　僕の心に浮かんだいくつもの疑問を、たった一言で切りすてるようにツクヨミは笑う。


    「少々お話をしに来ただけですよ。欠けてゆく月はつまらない。つまらない夜は、つまらない話でもするに限るでしょう」


    　僕は動揺していた。まだ夕ゆう顔がおのことで、心が立ちなおっていない。今ツクヨミに襲われたら──きっと、なす術すべもなくやられてしまう。


    「……つまらない、話だと？」


    「世にあるものは、おしなべてつまらないものですが」


    　細い目をますます細くして、ツクヨミは夜空を見上げる。そう、ツクヨミは満月の夜にだけシ念──「月光の帳フルムーン・カーテン」とかいう、ふざけた名前の能力を発動できる。それは、ツクヨミの身体を覆おおい、物理攻撃から身を守る。


    「満月の夜以外は無能のお前が、なにをしに来たんだ」


    「ふふ、ずいぶんとけんか腰ですね。そんなに『左腕の格闘士レフテイ・グラツプラー』がやられたことがショックですか？」


    　夕顔のことを言われ、血が沸ふつ騰とうしたように怒いかりを感じた。歯を食いしばり、冷静さを保たもつ。


    「雨あま野の晶しよう。ほかに聞きたいことはないんですか？　どうしたことでしょう、今日の私は口が滑ってしまいそうで」


    　ツクヨミは、へら、と笑う。信用のできない顔だった。


    「今回のことに……掃そう滅めつ機構は関わってるんだな。蘭らんのシ念が狙ねらいなんだろ？　それはわかってる──でもなぜ、蘭はお前たちに協力するんだ。理由がない。脅きよう迫はくでもしたのか」


    「心外ですね。我われ々われＷＣＯと九く条じよう蘭は、非常に協力的な関係を持っています」


    　協力的な関係──ツクヨミは、うそをついているのだろうか。あるいは真実だとして、蘭が掃滅機構に協力するメリットはなんだ？


    「蘭のシ念を奪うつもりか？」


    「人が意図的に使用するシ念を奪うことは、無理ですよ。短距離走の選手から走る能力だけを奪うことなんてできないでしょう？　もっとも──機構の提供するものが大きいのならば、九条蘭そのものを提供してもらうことになるかもしれませんが」


    　ツクヨミの目が、一瞬、温度を持たない機械のような瞳ひとみに変わる。


    「どういう意味だ……まさか、お前たちは」


    　背筋が冷たくなる。言葉どおり考えるなら、こいつは、蘭本人を手に入れると言っている。


    　それはつまり──人体実験を視野に入れた、素材の提供──。


    『晶？　なにを考えているの……複雑すぎてわからないけど、あなたの心が冷たくなってる』


    　カレンが耳元でささやく。大丈夫、と僕は心でつぶやく。大丈夫。心を強く持て。


    　僕は、許せなかった。こいつらを許せない。けれど、それはただの怒りじゃない。僕は──怖いのかもしれない。恐怖に彩いろどられた怒いかりは、こんなにも冷たく、苦しいものだということを僕は初めて知った。


    　そんな僕には気づいていないのか、マイペースにツクヨミは話を続ける。


    「私も話したいことを話しましょうか？　ここにふたつの話があります。どちらを聞きたいですか？　ひとつ目はつまらない話。もうひとつは、さらにつまらない話」


    「……好きにしろ」


    「ふふ。ではまずひとつ目。ドールは、明後日、九く条じよう蘭らんを連れてライブハウスを訪れます」


    「なんだって？」


    　あまりのことに、僕はバカみたいな言葉しか返せなかった。


    「ドールは九条蘭の護衛を、機構から命じられていますからねえ。九条蘭に同行しますよ」


    「……僕がお前の言うことを信じるとでも？」


    「疑う理由が？」


    「山ほどある。お前は学校で僕を攻撃し、美み莉りのシ念を奪おうとした」


    「三み柳やなぎ橋ばしではあなたの命を救いもしました」


    「僕を救ったんじゃない。カレンを守り──あとで奪うためにだろ！」


    　背後で、カレンが僕の服を握るのが感じられた。あの夜、護ご稜りよう高校でのツクヨミは──能力を発動していただけでも厄やつ介かいなのに、運動能力もきわめて高かった。それはシ念の影響とは関係ない。夕ゆう顔がおだからこそ渡りあえたものの、僕がどうこうできる相手ではない。


    「信じる価値はあるでしょう。いいですか、情報というものは二種類しかないんです」


    　ツクヨミは、どこかで聞いたようなことを言った。


    「おもしろい情報か、つまらない情報か。……明後日、というのがキーです。それを確認する術すべは、あなたにもある」


    「確認する術だって？」


    「明後日は水曜日、平日。午前十時です。その時間にライブハウスにいれば会える」


    「そこまで教えることに意味などないだろ。自分で情報の信しん憑ぴよう性せいを下げたな」


    「ふふ」


    　しかしツクヨミは、意に介したふうもなく笑う。


    「この情報は私からの一方的なものです。けれど、ひとつ忠ちゆう告こくします。和泉いずみ清せい玄げんにはこの話をしないこと、いいですね？　もしも話したとしたら──」


    「勝手に話を進めるな！」


    「──もしも話したとしたら、機構にも伝えます。蘭はもう、ライブハウスにやってくることもなくなり、佐さ久く杏あんずと会う機会も永久に失われることとなる」


    「なに──」


    　ツクヨミはこちらに背を向けた。その背中は黒々と、影になっていた。


    「もう一度言います。清せい玄げんのような強力な力を借りず、あなたは、あなたの持てる手段と機知で、ドールを倒してごらんなさい。さもなければ蘭らんとは会えない」


    　ツクヨミの考えが、僕にはさっぱりわからなかった。


    「お前が僕に情報を渡すメリットなどないだろう。だから、僕にはお前を信じる理由がない。僕はね……根に持つタイプなんだよ。あれだけ殴られておいて、理由もなくお前の言うことを聞くわけがない」


    　僕が言うと、ツクヨミは肩を震わせてくつくつと笑った。表情がほとんどわからないくせに、笑い方だけはいくつも用意しているやつだ。


    「それくらい疑り深くて結構。理由ですか？　そうですね──ドールごときに、後おくれをとってもらうようでは困る……というところです。ああ、そう。もうひとつのつまらない話──」


    　ツクヨミは、ため息まじりにつぶやいた。


    「……ハロルド、という男が来日しました」


    「ハロルド？」


    「もめごとに首を突っこみたがる、つまらない男です」


    「そいつもシ念使いなのか」


    　答えなど知れている問いかもしれないが、僕はたずねていた。


    　そのとき、離れたところで自動車が砂じや利りを踏む音が聞こえてきた。


    「夜の来客ですか。私は招かれざる客ですね」


    　言うが早いか、ツクヨミはまるで足音も立てずに去っていく。


    「待て、おいっ！」


    「それでは、おやすみなさい。よい月の夜を」


    　追おうとした僕の服の裾すそを、カレンがつかむ。


    『追わないで……あいつ、怖いよ』


    　カメラを握る僕の手も、汗をかき、血でぬめっていた。


    　ツクヨミの姿はすでになかった。


    「なんだったんだ……」


    　僕がカメラをバッグに戻したとき、廊ろう下かを歩くふたつの音が伝わってきた。ひとつは清玄のものだ。重く、木が軋きしむ。もうひとりはそれよりずっと軽い。


    『どうするの。ツクヨミの話』


    「……清玄には言わないよ」


    『あいつの言いなり!?』


    「ツクヨミは、萬ばんのように僕たちを監視していたんだ。でなければ……こんなタイミングで現れることなんてない。僕が清玄に話をしたらすぐにわかってしまう」


    『だからって──あいつ、あなたを罠わなに嵌はめているのかもしれないのよ』


    「調べてみて、ツクヨミがうそをついていると思われたら清せい玄げんにも話す。今のところ僕らの味方は和泉いずみ清玄しかいないようだし……。僕だって、あんなやつの言いなりはまっぴらだ」


    　それで、時間切れだった。障しよう子じに影が差した。


    「なんだ……お前もいたのか」


    　清玄と並んで現れた男は、茶髪にスーツ姿。酒を飲んでいるのか鼻が赤く、ネクタイも曲がっている。気のよさそうな目をしょぼしょぼさせて、部屋へと足を踏みいれた。


    「先生……？」


    　護ご稜りよう高校の現・写真部顧問であり、ハードロックとヘヴィメタルをこよなく愛する男、都つ波なみだった。


    



    



    　治ち療りように集中するから──という理由で僕と清玄は部屋を追いだされた。都波のことをなんと聞いたらいいのか僕が迷っていると、清玄は、縁えん側がわに腰を下ろし言った。


    「よく見りゃひどいなりだ」


    「……僕のケガなんて」


    「待ってろ」


    　立ちあがると、清玄は母おも屋やから救急箱を持ってきた。座れ、と言われ僕は縁側に腰を下ろす。右手をとられ、そこに消毒液をつけられ──染しみた。


    「痛いか」


    「……いいえ」


    　強がると、ふん、と清玄は鼻で笑った。


    「都波はよ、あいつも視みえんだ。ぼんやりとだけどな」


    　清玄からは男臭い、汗のにおいがした。よく日に焼けたスキンヘッドが、月光にぬらぬらしていた。


    「人間という存在そのものが、シ念に近い力──いや、夕ゆう顔がおは『思いの力』という言い方が好きだったな。その力で満たされているっつうわけだが、それは知ってんのか」


    　僕はうなずいた。清玄とは、以前、駐車場でシ念の撮影をしたときに会ったきりだった。あのときは、豪ごう放ほう磊らい落らく、言葉遣いも粗そ野やで、影を吹き飛ばす太陽のような男だと思っていた。けれども今は、真剣かつ深刻な表情だ。


    「シ念による攻撃は、人間が本来持っている力に影響を与えることがある。それは物理的な影響じゃあねえ。二次的で、副次的な影響だ。ＤｏＴドツトだとかデバフみてえなもんだ」


    『……ドット？　デバフ？』


    「ＤｏＴ」はダメージ・オン・タイムの略で、時間の経過とともにダメージを与えること。「デバフ」は相手の能力値を低下させること。いずれもアメリカでのＲＰＧ用語だ、とカレンに説明する。僕は、清せい玄げんがネットゲームのヘヴィプレイヤーらしいということを思いだした。


    「すべてのケースにおいてそうとは言えねえが、夕ゆう顔がおは、『思いの力』を吹き飛ばされたってこったろう。波長を合わせることで、吹っ飛ばしやすくしたっつうわけだ。ありゃ、相当持ってかれた。だから意識が回復しねえだ」


    「夕顔は治るんですか」


    「治るも治らないもねえ。治すんだ。空からっぽのタンクにガソリンを注ぐみてえにな……シ念を注入し、ドールの遺のこした要いらんシ念の欠片かけらを除去する。都つ波なみの野郎はそれだけが取り柄だ」


    　清玄が言うと、部屋のなかから「聞こえてるんだけどな」という声が聞こえてきた。


    　ふと、ふり返った障しよう子じに、光がよぎったように見えた。僕の目にも見える。プールの底にたゆたう光と同じ、水の揺らぎのような光──。


    「珍しいか？　治ち療りようは光と相場が決まってる」


    「まさか……都波先生がシ念の能力者だったなんて。こんな身近に……」


    「縁もゆかりもねえような学校に、夕顔を通わせるわけがねえだろう」


    　僕はうなずいた。夕顔はシ念が視みえるから、シ念絡みのトラブルに巻きこまれる可能性は高い。だから、シ念の能力を持っている人間がいる学校に通わせた──。


    「まあ、都波も、俺も、夕顔のようにはっきりと視えるわけじゃねえけどな。──ふん、これでいいだろう」


    　清玄は僕の手を解放した。ガーゼを当てられ、真っ白の包帯できれいに巻かれていた。


    「俺たちが視るときには、こういうのを使うと、よりはっきり視える」


    　シャツの胸ポケットから黒くろ縁ぶちのメガネをとりだしながら清玄は言う。古くささを感じさせる大ぶりのデザインで、ブラスチックフレーム。細かい傷がたくさんついていた。度の入っていないだてメガネだ。


    　清玄はそのメガネをかけた。やたらと似合わない。


    「こいつをかけると、今まで見えなかったものが視えるようになる。そこの嬢じようちゃんもな」


    「カレンのことは気づいていたんですか」


    「ぼんやりとな。こいつにゃ、シ念が込められてるんだ。俺の先代の──つまり親おや父じの代に造ってもらった。『念ねん具ぐ』とか、場所によっちゃ『呪じゆ具ぐ』とかいう。掃そう滅めつ機構の野郎どもは気取って『アイテム』なんて言うが……」


    「誰にでも使えるんですか？　そんなものが……この世にあったなんて」


    「誰にでも使えると言えばたしかにそうだ。しかしな、少年。シ念の力っつうのは代だい償しようを必要とする。『業ごう』と言ってもいい」


    　業──僕は夕顔が、その言葉を口走っていたのをふと思いだした。


    「ツクヨミの防ぼう護ご膜まくみてえなシ念といい、この念具といい、そんな簡単にホイホイとできるわけがねえだろう。たとえば萬ばんだが……あいつは、ひからびるように常に喉のどが渇く」


    　そういえば萬ばんは、異常なまでにミネラルウォーターを飲んでいた。あれが、シ念の能力を使うことの代だい償しよう？


    「ツクヨミの場合は、満月の夜にしか発動しない」


    「それは、知っています」


    「だけじゃねえ。あいつは、満月の夜以外、特に新月あたりはまともに生活もできねえんだ。集中力も持続せず、感情の起き伏ふくが激しくなる。それだけの代償を払う代わりに、あいつは満月の夜に、でたらめな力を得る」


    　僕は、護ご稜りよう高校でのできごとを思いだした。夕ゆう顔がおが本気で戦ったにもかかわらず、攻撃はまったく効かなかった。まったく、だ。毛ほどの傷をつけることすらできなかった。


    　その力を得るために、満月の日以外を犠ぎ牲せいにしている、と？


    　もし清せい玄げんの言うことがほんとうなら、カレンが能力を発動するとき、僕が気を失うのもそういう理由なのだろうか？　気を失うだけで（だけ、といってもかなり大変だが）済んでいるのは、カレン自身がシ念だからなのか？　あるいは、負担をふたりで分けあっているから？　あるいは、レンズという道具のおかげ？


    「なぜあなたは敵のツクヨミの事情をご存じなんですか」


    　清玄は渋しぶい顔をした。


    「余計な詮せん索さくはすんな。俺もかつてはシ念の力を使っていたこともあった。だが、止やめた。人間にとって、制御できねえ力なんてのは、持っちゃならねえんだ。必ずどこかでゆがみが生じる。シ念の能力など持たなくたって、人間は強く生きていける」


    　清玄はシ念を否定しているのだろうか。しかし、夕顔は異なった考え方をしていた。


    　──「思いの力」じゃよ？　それが起こす奇跡なんて……素敵だとは思わぬか？


    「あなたと夕顔は……なぜか、根本的なところで考え方が違っているような気がします」


    　僕が率直に言うと、清玄はさらに渋しぶい顔をした。


    「俺はよ……シ念の力で、夕顔の母親を奪ったんだ」


    「なっ──」


    「夕顔にとっちゃ、奇跡のような存在を、だ」


    　啞あ然ぜんとする僕の前で、清玄はとつとつと語る。


    　夕顔が小学校を卒業する年。そのころ清玄は、シ念の能力を使い、シ念に関わるトラブルを解決していたという。それは神かん主ぬしとして──人々の心のよりどころとして。また、生活の糧かてとするために。


    「シ念の代償として……俺は、他人とのコミュニケーションにとてつもなく飢うえた。そんで、まあ──ネットゲームさ。あれならいつ何なん時どきログインしても、誰かがいる。話しかければ誰かが応じる。俺が、この世界とつながっているという安あん堵ど感。そいつを無む性しように欲しくなる──妙な話だが、俺にとっての代償はそれだった。だが、ゲームだけじゃどうにもならなくなってな。夕ゆう顔がおの母とケンカするようになった」


    　妻、とは言わず、夕顔の母、と清せい玄げんは言った。


    　精神のコントロールができなくなりつつあった清玄に、妻は離婚を切りだした。売り言葉に買い言葉でその離婚を呑のんだ清玄だったが、夕顔を連れて行くのはダメだと拒こばんだ。妻だけでなく夕顔まで自分から離れていくことに耐えられなかった。妻も納得し、たったひとりで家を出た。


    「夕顔はそれを知らず──毎日聞くんだ。『お母さんは今日は帰ってくる？』とな。俺にはそれをはぐらかすのが精一杯だった」


    　そんなある日のこと。


    　夕顔は、もうその質問をしなくなった。


    　母が帰ってきたのだ。


    『まさか……』


    　カレンがぽつりとつぶやく。


    「その母は、シ念でできていた。夕顔がつくりだしたんだよ」


    　神社には人の思いが満ちている。おそらく夕顔は、そこに漂ただよっているシ念を集めて、人の形につくりかえた──「誘因リーデイング」したのだろうと清玄は推測した。しかし夕顔本人に自覚はなかった。ただ、母親が帰ってきたと喜んでいた。


    「どこの世に──一般人からは姿も見えず、腕が三本あり、土ど左ざ衛え門もんみてえに青ぶくれした面つらの母親がいるってえんだ」


    「それで、あなたは、そのシ念を」


    　僕は思わず聞いてしまった。清玄はうなずいて先を言った。


    「俺が壊したんだ」


    　だが、清玄にも誤算があった。


    　その日は中学校の、期末テストの一日目。夕顔は午前で授業を終えて帰ってきたのだ。


    　──お母さん、ただいまー。


    　そう言った夕顔が目撃したのは、清玄の右腕が母を貫つらぬいているところ。


    　──夕顔、お前──。


    　──いや……。


    　──こいつはお前の母親じゃない！


    　──いやぁぁぁあああああ！


    　夕顔はその場で泣きさけんだ。


    「それから何日も何日も──口を利きかなかったな。夕顔はわかってたんだ……あれが本物の母親じゃねえってことくらい。それに気づいたのは、夕顔が俺と話をしてくれるようになってからだ。そんときには、夕顔は俺を嫌うようになっちまっていたがな」


    「そんな、ことが……」


    　僕は自分の愚おろかしさに気づいた。夕ゆう顔がおが父を嫌うのは、単に思春期だからではないかと思っていたのだ。でも──そうじゃない。夕顔はきっと、清せい玄げんのやったことを理解し、そのうえで反発することしか、できないのではないか。矛む盾じゆんする思いを抱かかえて、それでもなおひとつ屋根の下で暮らしていくには、反発することしかできなかった……。


    「もう、いいぞ」


    　室内から、都つ波なみの声が聞こえた。話を聞いていて、それが終わるまで待っていたのだろうというタイミングだった。


    　清玄は立ちあがった。僕もつられて立ちあがったとき、清玄はこちらを見た。


    「事情はわかっただろう。今日はこのまま帰りなさい。夕顔のことは大丈夫だ」


    「でも、僕にだって」


    「この俺が、帰れ、と言ったんだ」


    　有う無むを言わせぬ、強い言葉だった。


    「君のことを、夕顔は話してくれた。学校の友だちのことを話してくれたのは、君が初めてだった。夕顔に友だちがいないというわけじゃねえだろう。ただ、君なら、自分の経験を理解してくれると夕顔は思ったのかもしれん。それは……夕顔にしかわからねえことだが」


    　清玄は障しよう子じに手をかけ、首だけふり向いた。


    「……少年。ここから先は、シ念を使う者同士の問題だ。もう、素人しろうとが首を突っこんでいい状態じゃあねえ。おとなしくしてな──それが君の身のためだ」


    　僕を見下ろす清玄の視線は一歩も譲ゆずる気がないように見えた。


    　そして僕は──清玄から視線を逸そらせてしまった。


    



    　　　　　　　３


    



    　翌朝、曇くもり空。


    　無駄に広々とした我が家。僕以外には誰もいないのだから当然かもしれない。僕は、朝にしては珍しくキッチンにいた。目の前には火にかけられたヤカン。頃ころ合あいを見計らって、ヤカンを手にとり、そばに置いておいたコーヒーメーカーにお湯を注ぐ。


    　ふだん、僕は朝食をとったりとらなかったりする。今日などは、昨日のショックのせいで食欲などまったくなかった。けれどカレンが、


    『食べる、ということは活力を生むの。だから必ず食べなさい。ちょっとでもいいから。世の中にはね──食べたくても点てん滴てきでしか栄養を摂せつ取しゆできない人だっているんだから』


    　と、言ったせいだ。その言葉が、カレン自身の病院生活に関係していることだというくらい、考えるまでもなくわかった。


    　ドリップされたコーヒーの、ほとんど最後の一滴がポットに落ちるのを見届けて、僕はマグカップにコーヒーを注いだ。朝に飲むコーヒーは、薄めに淹いれたブラック。口に含みながらリビングに向かう。薫かおりが眠気を覚まし、寝ぼけた舌に、苦にがみが心地よい。


    『ねぇ……なんでコーヒーなの？　私、苦いのやだー』


    　カレンは、ソファにぼふっと尻しりから飛びこんで、ばたばたと足を振った。


    　それを無視して、テーブルに新聞を広げた。地方面に、「下しも沢さわ原はらで謎の爆発？」という記事が小さく出ていた。爆音と強い光を目撃した住人がいたのだ。けれど──現実世界に影響を与えるシ念ではないため──被害はゼロ、と書かれていた。


    　被害はゼロなんかじゃない。夕顔が、被害者だ。


    　ちくりと、小さなとげが心に刺さった。


    「ん……」


    　もうひとつ僕は、経済面の記事に目を留めた。「ハロルド・ガブリエル氏、お忍しのび来日」。サブの見出しで「英国の大手投とう資し家か、日本に着目？」と書かれていた。


    「ハロルド……」


    　昨日のツクヨミの言葉を思いだした。


    　──ハロルド、というＷＣＯの男が来日しました。


    　偶然、名前が一致しただけだろうか。記事自体もベタの囲み記事だった。個人投資家で、世界屈くつ指しの財力を持つハロルド・ガブリエルがお忍びで日本に来た。これまでイギリスとアメリカ企業にだけ投資していた氏が、ついに日本市し場じようにも目をつけたのか──という内容。それ以上はなにも読みとれない。僕は新聞を閉じた。


    「うおっ」


    　目の前にカレンがいた。テーブルの上に膝ひざ立ちになって。


    「な、なんだよ。行ぎよう儀ぎ悪いぞ」


    『甘いもの』


    「は？」


    『甘いもの食べたいー。苦いのやだー』


    　コーヒーを口に含む。近い距離にいるせいで、カレンは『うっ』とうめいて離れていく。


    　テーブルの向かいは常にイスが引かれている。そこは、カレンの指定席。


    　僕はしかたなく、ほんとうにときどき食べる、チョコビスケットの封を切った。それをかじりながらコーヒーを口に含む。もともと甘みが強めのビスケットで、コーヒーとの相性は抜群だ。チョコの甘さが、コーヒーといっしょに口内で溶けていく。


    『ねー……あなたっていつもそんな貧ひん相そうな朝食なの？』


    「特に貧相だとは思わないけど」


    『病院では、わりかしちゃんと食べるのよ』


    　それは病院だからだろ、と言いかけて、そういえば僕は入院中だってろくすっぽ朝食をとらなかったことを思いだす。


    「……夕ゆう顔がおの家は、和食なんだろうな」


    『ありそう！　鮭さけと生卵に熱ーいお味み噌そ汁しる』


    「それに納なつ豆とうか」


    　あまりにも安あん易いな想像。しかも間違ってなさそうだった。夕顔は料理が上う手まそうだな、と勝手な予想。夕顔の笑顔を思いだしてしまい──僕はコーヒーを口に含んだ。


    『あなたの友だちは、朝は和食派が多いの？』


    「どうかな……堤つつみ先輩は洋食だって聞いたことがある。紅茶とサラダ、オレンジジュースを飲んで学校に来るって言ってた」


    『うわぁ……なんかお嬢じよう様さまっぽくない？　実は』


    「実は、ってなんだよ。父親がどこかの大企業の重役だって聞いたけどね。母親は大学教授」


    『うえぇ。私が苦にが手てなわけだ』


    　カレンが得意な人間を紹介してほしいところだ。


    「それを言うなら来くる栖すの家は変わってるぞ」


    『なに、なに』


    「ホットケーキ」


    『……はぁ？』


    「毎日ホットケーキを焼くんだって。バターとメイプルシロップで二枚食べるんだそうだ」


    　カレンは眉み間けんにしわを寄せて一瞬考えこみ、


    『……ぷっ。あはっ、あははははっ』


    　そして一気に笑いはじめた。僕もそれにつられて笑った。いかにも来栖らしいと僕も思う。たまに登校がいっしょになったとき、ほおにバターがついていて、拭ぬぐってやったこともある。


    「なあ、カレン」


    『あははははは……はぁ、はぁ、うん？　なに、晶しよう』


    「毎日ってさ、大事だよな」


    　僕が言ったことに、カレンはぴんとこなかったようだ。


    「夕顔も、堤先輩も、来栖もいる毎日……なにもない毎日がこんなに大事なんだって思ったのは、初めてだよ」


    　カレンは、笑いを収めて僕を見ていた。


    「僕は君の思いを叶かなえたら、きっと、シ念なんてない日々に戻るんだと思っていた。それは漠然とした未来予測でしかなかった。でも今は……どうなんだろう」


    　僕にはわからなかった。右手を見ると、自分で巻きなおした包帯の白さが目についた。


    「清せい玄げんに、帰れと言われたとき、僕には返す言葉がなかった。言葉……じゃない、力、と言い替えてもいい。あるいは意志、とも。僕に、なにができるんだろう」


    『ドールを倒す』


    「でもそれは……」


    『ドールを、倒すの』


    　カレンは繰りかえした。僕はカレンの目を見た。


    　──僕に……できるのだろうか？　……無理だ。


    　カレンの目に意志はあった。けれど、答えはそこになかった。


    



    



    　梅つ雨ゆが近づいているということで、傘を持っている通行人がちらほら。曇どん天てんの空模様と同じく、僕の気分は晴れなかった。


    　登校して、僕は夕ゆう顔がおの教室を確認しに行った。夕顔はいなかった。


    　佐さ久くのいる一年生の教室にも向かった。けれど、佐久も登校していなかった。


    　昨日と同じ女の子が、


    「雨あま野の先輩と、杏あんずちゃんってつきあってるんですかっ!?　毎日来るなんて！」


    　要いらぬ誤解を招き、僕は苦笑して首を振った。佐久からも連絡がないままだ。僕は昨日のうちに、蘭らんをとり戻すことができなかった、という内容のメールだけは送っていた。失望されたのかもしれない。あれだけ、期待をさせておいて、僕はなにもできなかったのだ。


    　今、僕は写真部の部室にいた。一時間目の始まりを告げるチャイムが鳴っても、部室のイスに座ったままだった。


    『優等生、授業に出ないの？』


    　カレンには答えず、僕はメガネを外し、両手で顔を覆おおう。ぐっ、と眉み間けんをほぐす。いろいろなことを昨日から考えすぎて、思考回路がショートしそうだった。


    「……こういう状じよう況きようなのかな、シ塊かいが生まれる瞬間っていうのは」


    　夕顔は言っていた。なにかひとつのことを考え、想いつづけたとき、頭の中心が「ごろごろ」するような感覚がある、と。それがシ塊になる──。


    　メガネをかけなおし、僕は身を起こした。壁一面に飾られた写真が目に飛びこんでくる。春の山を撮った写真、チューリップのマクロ写真、跳はねる水滴を高速度シャッターで捉えたもの、夜空の星が尾を曳ひいて円周を描く長時間露ろ光こう写真。被写体はバラバラだ。紋もん切きり型の構図もあれば、稚ち拙せつながらもダイナミックな構図もある。撮影者もきっとバラバラなのだ。過去の写真部員の作品だろう。


    　棚にはいくつかの写真集。一番新しそうな一冊を手にとった。


    「社やしろの幻影」というタイトル。表紙は神社の境けい内だいだ。夜間の撮影。煌こう々こうと焚たかれた篝かがり火び、中央には正装した神かん主ぬし。


    「神社の写真か……」


    　ぺらぺらとめくると、どのページにも神社が写されていた。使用カメラはペンタックスの中判。華か美びではないけれどしっとりとして、被写体の質感が伝わってくる。


    　コンセプチュアルな写真だった。まず、有名な神社は撮影していない。どの町にもあるような、ひっそりとした佇たたずまいの神社ばかり。その神社の、年に一度の祭さい祀しなど、一番輝く瞬間を撮影している。神かん主ぬしや巫み女こなど、神社に関係している人間も多く写されていた。


    『へぇー。いい写真ね。写ってる人が生き生きとしてるわ。それに──なんだろ。愛着みたいな……無生物を撮るときも、そこから、撮影者の優しさみたいなのがにじみでてる気がする』


    　年に一度の祭祀を撮影する──と簡単に言っても、その祭祀が行われるときを一日と違たがえず、撮影のために現地へ赴おもむくというのは、実は大変なことだ。全国各地の神社が対象なのだ。一冊ぶん撮るのに、どれほど時間がかかったろうか。


    　写真家の名前を見る。深み月つき透とう也や……聞いたことのない名前だった。年齢は二十四歳？　ずいぶん若い。


    『意外ね。夕ゆう顔がおって、自分の家のこと嫌ってるのかと思ってたのに……こういう写真集を持ってるってことは、神社に興味があるってことじゃない？』


    「おい、これ……」


    　ページをめくる僕の手が、止まった。


    　その写真は神社の参さん道どうだ。地面すれすれから、長い石段を見上げるアングルの一枚。頂上にある、鳥とり居いで切りとられた上空に、夏空を写している。


    　見覚えがある。当たり前だ。だってこれは星稜神社なのだから。


    　次の写真。境けい内だいを前に、三人の人物。相変わらずの黒々とした巨体は和泉いずみ清せい玄げんだ。その笑顔は若く見える。そして、夕顔。小学生のころだろうか？　緊張した顔で、こちらを見ている。この写真でも、緑地に黄色いコアラのプリントなどという怪しげなジャージをはいている。


    『ねえ、ひょっとしてこの人』


    　ふたりの横に女性がいた。清玄がでかいために、やけに小さく見える。黒髪は長く、後ろでまとめている。穏やかに微笑ほほえんではいるが、目元がいたずらっぽく、なにか言いたげだった。


    　似ている。夕顔の、母親だと直観した。


    「ああ、雨あま野の。やっぱりここにいると思った」


    　不意に、部室のドアが開けられた。僕は驚いて写真集を閉じ、ふり返る。


    　音楽教師の都つ波なみが立っていた。都波は、昨日の酔った感じに比べればはるかにまともに見えたけれど、目の下にくまをつくり、眠そうにあくびをした。


    「雨野、今日の一時間目、音楽だってわかっててサボったな？」


    「あ──」


    　一時間目の授業がなにかなんて、僕はすっかり忘れていた。


    「先生こそ、ここにいるってことは、授業どうしたんですか」


    「ＣＤかけてきたからいいんだ。聴きおわってから感想文書けって言ってさ。君にもあとで提出してもらうつもりだから、これ、家で聴いておけよ」


    　手渡されたＣＤのジャケットに目を落とす。ローブを着た魔術師の手と、緑色の化け物の手。金色のカギが手渡されようとしているイラスト。ドイツのメタルバンド「ハロウィン」のアルバムだ。『Ｋｅｅｐｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｅｖｅｎ　Ｋｅｙｓ　ｐａｒｔ２』。邦題で『守しゆ護ご神しん伝でん第２章』。


    　僕の怪け訝げんな顔に気づいたのだろう、都つ波なみは首を振った。


    「『先生、第１章はどこですか』なんていうベタな質問は受けつけないからなー」


    「聞きませんよ、そんなこと……」


    　僕は音楽室で、このＣＤをじっと聴いているクラスメイトを想像した。疾しつ走そう感のあるメタルナンバーだ。歌詞の内容もふつうじゃない。ステイン博士とやらが怪しげなクリーチャーを[image: ]りだして世界を混乱させるなんていう荒こう唐とう無む稽けいな歌を、高校生が並んで拝はい聴ちようしているわけだ。


    『晶しよう、このバンド知ってるの？』


    「ああ。──これ、お返ししますよ」


    　僕は都波にＣＤを返した。


    「ハロウィンを知っていたか！　君はなかなかロックだな！」


    「……で、なにしに来たんですか」


    「授業をサボってる生徒を連れもどすのは、教師の役目だとは思わないのか？」


    　まったくの正論だ。けれども、今日だけはなぜか従う気になれない。


    「夕ゆう顔がおは……どうでした？」


    「大丈夫さ、今ごろはぐっすり寝てるだろうよ」


    　都波は笑って僕の肩を叩く。強こわばっていた僕の肉体が一気に弛し緩かんする。


    「ここが写真部か。ほー、さすがに写真がいっぱいあるな」


    　部室の奥に入っていく都波の背中に、僕はたずねた。


    「ドールは……夕顔を殺す気だったんでしょうか」


    「おいおい、朝っぱらから物ぶつ騒そうな質問だな。まあ……夕顔の身になにかあったら清せい玄げんさんは黙っちゃいないだろうしなあ。それがわからない掃そう滅めつ機構でもなかろうよ」


    　夕顔は殺さない。しかし──僕なら、殺すかもしれないということだろうか。


    「先生は清玄さんと仲がいいんですか？　それは治ち癒ゆの能力を持っているから？」


    「治癒？　ああ、シ念のことか……治癒、というより、除去だな。体内に遺のこる異物を排除することができる。それとシ念回復を促したりさ。あんまりない能力みたいで、おかげであんなふうに飲み会の途中でも呼びだされたりもするよ」


    「先生の力もシ念を使うんですよね？　先生も──能力を使うことで、なにか代だい償しよう、というか、反動みたいなものが……」


    　都つ波なみは自分の目元を指さした。くまができている目元を。


    「シ念を使った日の夜は、朝まで大音量でメタルを聴きたくなる。毎回、曲は違うけどな。どっぷりその世界観に浸つかると、我われを忘れる瞬間があるんだよ。それが俺にとって必要なんだ」


    『なんか、意外な反動ね……』


    　カレンがつぶやく。同感だ。


    「ちなみに昨日は、『ドリームシアター』の『Ｉｍａｇｅｓ　ａｎｄ　Ｗｏｒｄｓ』な」


    「それはどうでもいいです」


    「どうでもいいことあるかぁ！　名盤だぞ！」


    　それから都波はいかに「ドリームシアター」が優れているかを語りだした。


    「先生──先生は、軽音楽部の顧こ問もんでもありますよね？」


    「おい、完全に無視かよ。最近の生徒は冷たいな……。ああ。そうさ。この学校でロックに関わるものにはすべて俺の息がかかってるぜ」


    「……ほかにどんなものがロックに関わっているか、差し支つかえなければ教えてください」


    「……差し支えがあるから教えるわけには、いかん」


    　都波は僕から目を逸そらした。


    「一年生のことなんですが……佐さ久く杏あんずも、部員ですよね。軽音楽部の。彼女は、その、どうですか？　ギターをやってるって聞きましたけど」


    「なんだ？　雨あま野のは年下好きなのか？」


    「質問にたいする邪じや推すいは必要ありません」


    「おお、こわこわ。……うーん、ギターは下へ手たなわけじゃないんだけどな。それ以前にバンドを組もうという意識が薄いような気がする。これは彼女の積極性の問題かもしれないけど」


    　それは僕にもわかる気がした。


    「意外と、ギターではないほうが彼女の才能を伸ばせるのかもな、とか思ったりする。まあ、入学してまだちょっとしか経ってないんだし、これからだよ。それで──佐久が、なにかあるのか？　好きでもないのに一年生のことなんて聞くタイプじゃないだろ、雨野は」


    「最近、佐久が学校を休みがちなんですよ。どこに行ったら会えるかな、と思って」


    　都波は、「なんだ、やっぱり佐久が気になるんじゃないか」という野や次じ馬うま根性丸出しのにやにやした顔でこちらを見てきたが、


    「あのなあ雨野。俺はお前が授業をサボってると知って──真まっ直すぐにここに来たよ」


    「え？」


    「お前は夕ゆう顔がおのことが心配なんだ。そうだろ？　だとしたら夕顔に一番関係のあるところ──そして、お前にとっても一番大事な場所に来るんじゃないかと思ってな」


    　都波は僕の背中を優しく叩いた。


    「佐さ久くだってそうさ。彼女にとって一番大事な場所にいるんだろう」


    　言われて、気がついた。佐久に会える場所──。


    『ライブハウス』


    　カレンがつぶやいた。


    　そうだ。そんな簡単なことにも僕は気づかなかった。


    「ほら、なんにせよ教室に戻るぞ。ハロウィンを知ってるなら、今から行っても感想文を書く時間くらいはある」


    　先に部室を出ようとする都つ波なみに、僕は言った。


    「先生。……先生は、いい先生ですね」


    　ぴく、と立ち止まる。


    「雨あま野のぉ」


    　ふり返り、都波は言った。


    「お前はまだ他人に絶望するには早いと、俺は思うよ。世の中……安あ久く津つみたいな悪逆の犯罪者は例外なんだ。あいつのやったことに今まで気づけなかった自分を、俺は猛もう省せいした。生徒の信頼を回復するためだったら俺はなんだってやる。やろうと決意した。なにかあったら俺に相談しろ──いいな？」


    　照れくさそうだった。けれど、熱意のこもった言葉だった。


    



    　　　　　　　４


    



    　授業に途中参加した僕は、その日最後の授業までしっかりと受けた。出てよかった、と思えた。僕は日常の感覚をこの手にとり戻せたような気がしたから。


    　授業が終わり、教室を出た僕のところへぱたぱたとやってくる人影。


    「晶しようくん！」


    　来くる栖すは、僕の前までやってくると、蛍光灯なんかよりもずっと周囲を明るくするエンジェリックスマイルを見せた。


    「ごめんね、昨日はちょっと……いろいろあって」


    　申し訳なさそうに両手を合わせてぺこんと頭こうべを垂たれる。その頭を思わずくしゃくしゃっとしてやりたい衝動に駈かられたけれど、クラスの女子たちが来栖を凝ぎよう視ししているのでなんとか止やめておく。右手の包帯が見えないよう、手を背後に隠した。


    「ああ、ファンクラブだろ。しょうがないじゃないか」


    「ふっ」


    「……来栖？」


    　一瞬、来栖が遠い目をしたような気がした。なに？　ファンクラブになにがあるの？　聞きたいような聞きたくないような。いや、そもそもその遠い目が気のせいかもしれない。気のせいだと思っておく。世の中には、自分が足を踏みいれてはいけない領域というものがきっとあるから。


    「さっ、晶しようくん。中央幹事会に行こう！」


    「あ……すまない、今日はちょっと用事が」


    「えぇー!?」


    　可愛かわいらしい眉根を寄せて、不平そうな声をあげる。僕は苦にが笑わらいして──もう我慢できずに来くる栖すの頭をくしゃっとなでた。


    「昨日は来栖もいなかったんだ、おあいこだろう」


    「うー」


    　来栖は恨うらめしそうにこちらを見ながら、カチューシャを直す。


    「理由くらい教えて。用事ってなに？」


    「……夕ゆう顔がおが休んでてさ、お見舞いに」


    「え、そうなの？」


    　夕顔とは犬けん猿えんの仲であるはずの来栖だったけれど、心底心配そうに言った。


    「それじゃあお見舞いしてきてあげたらいいね。彼女、変わってて友だちもいないだろうし。晶くん、しょうがないから話し相手になってあげなよ」


    「ああ、そのつもりで……あれ、来栖？」


    「ん、なに？」


    　天使のような笑顔。


    　なにか会話のなかに強烈な皮肉が混じっていたような気がしたけれど、これも気のせいだろう。気のせいにしておく。


    「いや……なんでもない」


    「うん、それじゃあね」


    　来栖の前を離れようとしたとき、カレンが言った。


    『あー、あの先輩、こっち見てるわね』


    　廊ろう下かのずっと向こうに、堤つつみ先輩がいた。僕は目を伏せ、気づかなかったふりをした。


    　そしてそのまま校舎をあとにした。まだ、先輩に説明できるうまい言葉を僕は思いついていない。今後思いつくかどうかもわからない。先輩は無理に追いかけてこなかった。それは先輩の思いやりなのだろうか、それとも、あんな理解不能なことを目まの当あたりにしたせいで、僕を避けているのか……。


    　今は、考えるのは止よそう。ただでさえ僕には考えなければならないことが山ほどある。


    　校門を出て、僕とカレンは歩いていた。いつもよりも、ずっと長いこと。


    『ねえ、どこまで歩くの？』


    　駅を越えたところで、カレンが口を開いた。


    　下しも沢さわ原はらに行くなら、ここから電車に乗らなければならない。けれど僕はもうすこし歩くつもりだ。


    「君は昨日、僕に『考えろ』と言ったよな」


    『うん？　言ったっけ？』


    　僕は軽く頭痛を覚えながらも説明した。


    「ドールを倒せないと言った僕に」


    『あ、うん、言った。あんまり腑ふ抜ぬけたこと言われたものだから、つい強い口調で』


    「……カレン、君はだんだん凶暴になっていくな」


    『どういうことよ』


    　むっとした顔でカレンは僕の前に回りこんだ。


    「考えても、考えても、思いつかなかったら……どうしたらいいんだろうな」


    　僕は本音を漏らした。ドールを倒す手段を僕はひとつも思いつけないでいたのだ。


    　しかし、カレンの反応は予想外だった。


    『なにバカなこと言ってるのよ？　思いつくわよ！』


    「……いったいなにを根こん拠きよにそんな」


    『あなたが雨あま野の晶しようだから』


    　僕はカレンを見つめた。彼女の言っている意味が、本気で理解できなかった。


    『だって、あなたは考えるの、得意じゃない？　今までだって、私や夕ゆう顔がおには想像もできなかったようなことを言い当てた。美み莉りちゃんの事件だってそう、六ろく合ごう硝子ガラスと佐さ久くのことだってそう。私──信じるから。あなたの考えたこと、信じるから』


    　カレンは、さも当然とばかりに言った。


    『特別に認めてあげる。特別よ？』


    　そして──照れたように僕から目を逸そらし、


    『あなたくらい頭のいい高校生……いまだかつて見たことないもの。あなたが自信を失っても私は信じてあげる。誇って、いいわよ』


    　僕も思わず目を伏せた。カレンの顔をこれ以上見ていられなかった。


    　身体の内側が温かいもので満たされていく。


    　そうだ。カレンは、カレン自身が戦うことを決意したとしても──行動することができないのだ。僕が、動きださない限り。そしてカレンは僕を信じた。僕自身が、「無理だ」と何度も思ったのに、カレンだけは僕を信じた。


    　情けない──。まったく。僕はどうしてこうも、女の子に励まされてばかりなんだろう。


    「わかった」


    　肚はらは決まった。


    『わかればよろしい』


    「そこまで言うからには、君にも手伝ってもらう」


    　僕が言うと、今度はカレンがわからないという顔をした。僕はカレンに、今考えている手の内を明かすことにした。信じてくれたのだから、これくらいしないといけない。それにカレンにもいっしょに考えてもらうつもりだ。


    「カレン、僕はどうするべきだと思う？　正直なところ、ドールは僕らの手に余る相手だと思う。君の能力でシ念を撮影することはできる。けれど、ドールが何体シ念をつくりだせるのかわからない。ドールのシ念すべてを撮影する前に僕の身体が悲鳴をあげるだろうね。これが現状。今のところ僕にはノーアイディアだ。考えるとっかかりもない。できればヒントでも──」


    『…………』


    「ん……まさか、僕がここまでアイディアなしだとは思わなかったのか」


    『そうじゃなくて！』


    　カレンが僕を見ていた。その目は、珍しいものでも見たかのようで。


    『あのさ、晶しようって今まで自分で考えて行動してたわ』


    「どういうこと？」


    『私とか夕ゆう顔がおに連れられて撮影しに行ったことはあったよね。でも、安あ久く津つを追いつめたときとか、来くる栖すの妹を捜すときとか、あの先輩の弟を助けるときとか──そういうときは全部、晶が決断したじゃない』


    　そう言われると、そうかもしれない。


    『私ね、あなたはものすごく頑がん固こなんだと思うの。だって、重要なことを決めるときに、私の意見なんて聞かなかったから』


    　初めて気がついた。自分のことは自分で決めて行動する。当たり前のことだろう、ふつうの人間なら。でも──僕はカレンと一いち蓮れん托たく生しようなのだ。


    「……すまない」


    『あ、違うの、責めてるんじゃない。私、昨日とか今とかさ、晶は考えなさい──って言ったよね。でもさ、これって、ちょっと違うかも』


    「違う、って？」


    『晶が考えて、私が能力を使えばこれで役割分担できたー、って思ってたの。でも実はそうじゃなくて……私が能力を使うって言っても、あなたがシャッターを切らなくちゃダメなんだ。でもさ、あなたはひとりでも考えることができるのよ。言いづらかったんだけど──なんか、これって、私としては負担だったの。それをあなたは、今こうして、私を頼ってくれた。頼ってくれたって思っていいよね？　あのね、それが……なんか──なんかね』


    　カレンは頭の帽ぼう子しをそっと押さえながら、控え目に笑った。


    『うれしかったから』


    　その仕草が、今まで見たこともなかった少女らしい仕草で──思わずどきりとした。


    『どうしたの？』


    「な、なんでもない」


    『なんでもなくないでしょ、正直に言ってごらんなさい』


    　可愛かわいかった、なんて口が裂けても言うものか。僕は後ろに歩いてカレンから二メートル離れた。思考の安全圏。僕がそんなこと思ったと知れたら、図に乗らせるのが落ちだ。


    「な、なんでもないって！」


    『もうー。頑がん固こね』


    「たった今、君が言ったとおりだろ。僕は頑固なんだ。それで、カレン……君の意見を聞かせてくれないかな」


    『私の意見？』


    「ドールのこと。僕はどうしたらいいか、っていう……」


    　言いかけた僕の前で、カレンは、ぱん、と手を叩いた。


    『決まってるじゃない！』


    「決まってる？」


    『夕ゆう顔がおをあんな目に遭あわせたやつ──ぶっ飛ばしちゃうわよ！』


    「────」


    　僕は啞あ然ぜんとして、その言葉を聞いた。


    　それは単純明快なカレンの論理。


    　理屈ですらない──ただの感情の発はつ露ろかもしれない。


    　でも、僕にはない、言葉だ。


    　あまりにすがすがしくて、僕は思わず噴きだしてしまった。ドールの能力とカレンの能力の相性が悪いとか、そういう僕の考えを蹴散らすような、パワフルな意見だった。


    　僕が悩んでいる点とはまったく違う。その、ぶっ飛ばす方法を知りたかったのに。でも僕は、方法にばかり捉われすぎて、本来の目的を忘れそうになっていた。


    　カレンの言葉から、僕はパワーをもらったように思えた。


    『なんで笑うの？』


    「──なんでもない、行こう」


    『行く、ってどこへ？』


    　僕は指さした。もう、すぐそこに迫っている。


    　言うなれば、僕はこの場所に来るかどうかで迷っていたのかもしれない。来るということは、決断するということ。ドールと戦うことを決断するということ。死ぬかもしれない──そういう恐怖とも闘わなければならないのだ。


    　ここに来ることは、僕にとってのひとつの決断だ。だってここは、どうしてもケリをつけなければならない場所だから。


    



    



    　その公園は、八年前とほとんど変わらず残されていた。錆さびついたブランコのチェーンや、滑り台の手すり。それらは時間の経過を如によ実じつに物語る。けれど、砂場も、水飲み場も、あのときと同じ位置に、いまだ存在していた。


    　公園内には、たまたまなのか人影はなかった。通りがかる自転車や通行人もなく、死んだように静まりかえっている。これくらいの静けさが今の僕には合っている。


    『ここ、って、もしかして……』


    「僕が美み莉りを、最後に撮影した公園だよ」


    　カレンの表情が曇くもる。僕の考えがわからないのだろう。


    「なあ、カレン。君のレンズを使って、僕はいくつかのシ念を撮影した」


    　鉄棒の表面をなでた。かすかな凹おう凸とつ。冷たさが指先に伝わる。


    『うん……それが？』


    　最後に美莉を撮ったのは、夏の日だった。暑い暑い夏の日。今日の曇り空とは比べるべくもない。


    　僕は視線を上げた。雲に切れ間ができていた。


    「でも僕はまだ、『写真』を撮ってはいない。シ念じゃなくて──僕にとって、ほんとうに大事なものを撮影するという行為。大事なものを見つけていないから撮影しなかったんじゃない。僕には……まだ踏ん切りがついてなかったんだ」


    『それと、この公園になにか関係があるの……？』


    「この公園から始めなくちゃいけないんだ。僕はこの公園で撮った一枚を最後に、写真を止やめていた。だから、この公園からまた始める」


    『……そっか』


    　カレンは納得したようだった。


    『わかった。あなたがそう決めたなら、いいと思うわ。それでなにを撮るの？』


    　僕はこめかみをぽりぽりと搔かいた。ここまで来たのに、まだわかっていないなんて。知っててとぼけてるんじゃないかと思ったけれど、カレンはほんとうにわからないのか、きょとんとした顔で僕を見ている。


    「君だよ」


    　僕は努めて平静を装よそおって言った。なんでもないことだろう。明日の日直お願いね、というくらいの気軽さで。そうでもしないと頼むこと自体が恥ずかしい気がした。


    『え……』


    　カレンは一瞬、ぽかんと口を開け、


    『えええええ!?　だ、ダメよ、そんな、晶しようにとってものすごく大事な一枚でしょ？　それなのに、私なんて』


    「正確には、君と僕、ふたりのポートレイトだ。タイマーで撮れる。まあ、芸術性とはほど遠いだろうけど」


    『芸術性とか、そういうのの前に私、シ念だよ？　う、うつ、写るかどうかも』


    「今さらなに言ってるんだ。このレンズを通せばシ念は視みえるんだ。ということはレンズを通した光がフィルムに照しよう射しやされれば、写真になるに決まってる。能力さえ使わなければね」


    『そ、それにしたって、わ、私はないんじゃないかな』


    「どうして？　照れてるのか？」


    『ち、違うわよ！　──ま、まあ、晶がどうしても私がいいって言うなら撮られてあげる』


    「ああ、どうしても君がいいんだよ」


    　僕が言うと、カレンはなぜか顔を真っ赤にした。怒ったのだろうか？　「芸術性とはほど遠い」、このあたりが失言かもしれない。もうすこし説明したほうがよさそうだ。


    「カレン……僕は昨日のことでいろいろと考えた。いくら性格が合わないからといって、僕と君は衝突しすぎる。正直なところ、衝突をうっとうしく感じていたんだ、僕は。君がもっと僕の思考に近ければこんなに面倒じゃないのに、と思ったこともある」


    『……それはあなたの考えが偏へん屈くつで』


    「そう。僕が偏屈なんだ。そして君も同じくらい偏かたよってる」


    『むううう、ケンカ売ってるの？』


    「最後まで聞いてくれよ。僕らは結局、衝突しなければ理解しあえないんだ。そして衝突を面倒がったらいけないんだ。これから先も、きっと君と衝突する。ケンカなんて数えきれないくらいするだろう。それでも──僕は衝突するたびに、君のことを考える。もっと君を理解しようと努力する」


    『…………』


    　カレンは、口をへの字にして、じーっと僕を見ていた。


    「不満か」


    　ぶんぶんとカレンは首を振った。


    『あなたってずるいと思うの』


    「なにが」


    『そうやってなんでも理屈ロジツクで解決しようとするじゃない。そのくせ──そのくせ、私の心を強く揺さぶる』


    　カレンの言葉が僕の胸を衝ついた。


    　君だってずるいじゃないか。感情の赴おもむくままにしゃべり散らし、そのくせぽろりとこぼれる一言が、今こうして、僕の心を揺さぶっている。


    『写真、撮ろうか。そしたらドールをぶっ飛ばす手段を考えよ──ふたりでねっ』


    　それはカレンのとびっきりの笑顔。もしここに百人の男がいたら、間違いなく百人を恋に落とすような、笑顔。


    　カレン本人の台詞せりふを借りれば、「シャッターチャンスね！」というところだけれど、あいにく僕は撮りのがしてしまった。


    　その代わり、胸に刻んでおいた。そっと。誰にも見えない僕の胸の奥に。


    



    



    　三脚なんて気の利きいたものがあるはずもなく、カメラを置ける場所を探した結果──ベンチしかなかった。高さ五十センチ程度。ベンチの裏から、ファインダーをのぞいてみる。この位置から、被写体である僕たちの位置を決めなければならない。


    「カレン、しゃがんでみて……そうそう。それなら入るな。ああ、でもそういうしゃがみ方は感心できない」


    『えー？　晶しようがしゃがめって言ったんじゃない』


    「そうなんだけど……しゃがんでる女の子を正面から見ると、パンツが丸見えなんだ」


    　その後三分ほど、僕はぽかぽかと叩かれた。


    『次、そんなこと言ったらこれじゃ済まないわよ！』


    　耳まで真っ赤にしてカレンが怒鳴る。


    「わかった、わかったよ。そう怒らないでくれ。白のパンツ、可愛かわいいじゃないか。赤のリボンがついていたのは少女趣味といえ……」


    　結構、本気で、グーで殴られた。


    『ふ、服は、私の趣味で着てるわけじゃないんだからっ！』


    　そうだった。


    　そして、それから五分ほど、痛みのために僕らは無言だった。僕だけじゃなく感覚を共有するカレンも痛いのだ。


    「うん……これでピントは合ったな」


    　最終的に、カレンは正座していた。汚れを気にしなくていいのだからその点うらやましい。


    「あと六十センチ下がって」


    『どうして？』


    「ベンチの一番端で撮るから。そのぶん後ろにずれる」


    『わかったわ……あっ。晶、上！』


    　僕は空を見上げた。


    　先ほどの雲の切れ間が移動し、太陽が顔をのぞかせていた。公園中に光があふれ、途端に緑も生きかえったように輝きはじめる。


    『早く撮ろー！　世界でもっとも偉大な照明は、太陽光だからね』


    「オーケイ」


    　僕は十秒のタイマーにしてボタンを押した。レンズは二段絞り、シャッタースピードは１／８００秒だ。適正か、若じやつ干かん明るめに写るはずだ。


    『ほら、こっちこっち』


    　はしゃいだ声でカレンが手招きする。僕は彼女の右側、地べたに座った。カレンが身体をぴったりと寄せて、右目をつぶってカメラに向かって指を突きだす。バーン、と、拳銃のような仕草で。そんなに密着しないでもちゃんと画角に入っている──と一瞬思ったけれど、言わなかった。こんなカレンの顔も悪くないじゃないか。


    　十秒が経過して、シャッターが切られた。


    　能力を発動していないので、もちろんなにも起きはしない。写真が一枚撮られただけだ。


    　けれども。


    　この１／８００秒で、僕のなかのなにかが変わった。


    　自分にとって大事なものを撮影するという行為──この、かけがえのない行為が、どれほど僕にとって必要なのかを、思いだした。


    　心浮きたつ感覚。


    　写真を撮るということの楽しさ。


    　それが僕の胸の奥で、小さなあぶくとなってふつふつと湧わいてくる。


    『晶しよう』


    　先に立ちあがったカレンが、僕に手を差しのべる。


    『行こっか』


    　僕に、カメラの楽しさを思いださせてくれた少女の姿は、やたらとまぶしく見えた。それはきっと、逆光のせいだけじゃないと思う。
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    　下しも沢さわ原はらのライブハウスに着いたころには、昨日よりすこし早い夕暮れどきだった。レモンタルトの店の前を通り過ぎたけれど、カレンはなにも言わなかった。この問題が片付いたら、今度食べに来ようと思う。夕ゆう顔がおが元気になっていたら、夕顔と来てもいいかな。ひとりでケーキショップに乗りこむ自信が僕にはない。


    　ビルの前にやってきて、僕は不思議なものを目撃した。今日はライブの予定はないはずだ。それなのに、昨日と同じようにゴスロリの格好をしたデスリンのファンたちが集まっている。


    『みんな蘭らんのことを心配してるのね』


    　きっとそうだ。これほどまでに愛されているのに、逃げだした蘭。ファンの思いを知らないわけではないと思う。けれど、彼にとってはもっと大切な理由があった──それはいったい、なんだ？


    　エレベーターで、ライブハウスのある七階へと向かう。チケット売り場には誰もおらず、電気は点ついているものの、しんと静まりかえっていた。


    「今日は、なにもやってないんですよ。……って、あれ、君」


    　背後から声をかけられてふり返ると、ライブハウスのスタッフ──昨日カメラを持っていた僕を、リハーサルから外に連れだしたスタッフがいた。


    「蘭らんは……見つけられなかったんだってな。杏あんずちゃんから聞いたよ。杏ちゃんなら今はホールにいるんじゃないかな」


    　スタッフは、あまり長居しなければ行っていいよと僕に言い、去っていった。


    　僕はホールへと入った。


    　昨日と同じように明かりが点いていた。けれども、昨日とまったく違うのは、人ひと気けがないところだ。会場スタッフやバンドマン、ローディーたちのつくりだす活気がまったくない。


    　ステージは弱いライトで照らされていた。そこに、佐さ久くが立っていた。


    　ホールのドアが閉じられると、かすかに音がした。佐久がこちらをふり向いた。静けさが耳を圧する。もともと防音が施ほどこされている会場内は、必要以上に音を吸収する。ステージへと向かう僕の足音も、ともすればすぐに吸収された。


    「佐久」


    　ステージの下から見上げて、僕は言った。


    「先輩、昨日は、いろいろとありがとうございました……私、なにも、お礼とか」


    「すまない。蘭を連れてくるつもりだったのに、それを果たせなかった」


    　ぎゅっと目をつぶって、佐久は首を振る。


    「私……だめな、後輩ですよね……先輩がこんなにがんばって、くれてる、のに……庵あん吏りのことばっかり心配して……先輩になにも話さないで……」


    「……佐久、ひとつだけ質問をさせてくれ。答えたくなければ答えないでも構わないから」


    　佐久は、目を開いて僕を見た。そして、うなずいた。


    「明日という日は、九く条じよう蘭にとって、なにか特別な日なのか？」


    　ツクヨミは──僕にこう言った。


    　──明後日、というのがキーです。それを確認する術すべは、あなたにもある。


    　確認する術とはなにか？　蘭本人に聞くことはできない。とすれば、佐久しかいない。


    　佐久は、口元に手を当て、こく、こく、と二回うなずいた。それから視線をさまよわせ、「あの……」と三度ほどつぶやいてから、


    「せ、先輩！」


    　声を張りあげた。その声の大きさに自分でも驚いたようで、


    「あの、先輩……先輩に、全部、聞いてもらっても……いいでしょうか……？」


    　僕は、ああ、と言った。佐さ久くがそう言ってくれるのではないかという期待があった。そう、期待──これで今回の事件の全ぜん貌ぼうがわかるかもしれない、という。


    　けれど、もしわかったとしても、まだドールを倒す手段は思いついていない。


    



    



    　九く条じよう蘭らん──佐久庵あん吏りの母は事業家で、ずいぶんと成功していたようだ。また根っからの音楽好きでもあり、若いミュージシャンを応援しようと、ライブハウスつきのこのビルを建てた。口くち癖ぐせは、「自分で選択した未来にこそ意味がある」──実業家である両親とは違う道もあると、母は蘭に教えた。そして蘭は、音楽の道を選ぶことになる。


    　幼いころから蘭と佐久は、ここで遊んでいたという。蘭の不思議な能力がわかったのは、蘭の母が亡くなってから。ここ二年ほどのことだそうだ。


    　折しも活動を始めていた「Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ」は、急速にファンを増やしていった。


    「でも……庵吏も、私も、ビルの経営なんてできるわけがなくて。経営を、手伝ってくれた人もいたんです……けど、その人も、愛あい想そを尽かして……連絡がとれなくなって」


    　このビルに入っていたＣＤショップは撤退し、直営のショップとして営業を始めたが赤字続き。デスリンがいかにファンが多いとはいえ、インディーズバンドで収しゆう益えきを上げるのは至難の業わざだ。やがて、運転資金も底を尽いた。そうなると待っているのは──ビルの売ばい却きやくだ。


    「……買い手はいるらしくて、買われるだけでもまだマシだ、って……不動産会社の人に、言われたみたいです」


    　しかし、蘭はどうしてもこのビルを手放したくなかった。母の思い出が詰まったビル。父や兄弟は誰も、蘭を応援しようとは言わなかった。実業に注力している家族のなかで、蘭だけが音楽をやっていた。それが、遊んでいると見られていたのだろうと佐久は言う。


    「庵吏は真剣なんです。誰にも負けないくらい真剣です……！　なのに誰も、助けては……」


    　僕らはステージの端に、腰を下ろしていた。声に熱を帯びていく佐久に僕はたずねる。


    「苦境に陥おちいっている蘭に、資金援助を申しでたのが──シ念掃そう滅めつ機構か？」


    「……あの、そこはよくわからなくて。その……なんとか機構、って……レンズ工場の話を庵吏がしてくれたとき、一度だけ名前を言っただけなんですが……」


    「それで十分だ」


    　これでわかった。蘭は、ビルの存続のために金が必要だった。そしてシ念掃滅機構は蘭に援助を申しでた。金の代わりに要求したのは──。


    『蘭、本人……？』


    　カレンに、僕はかすかにうなずいた。


    （蘭らんというより蘭の能力。有あり体ていに言えば……肉体の提供だろう。蘭は焦あせっていたんだ）


    『許せないっ！　人の弱みにつけこんで、相手の自由を奪うなんて信じられないわ！　ねえ、晶しよう、やっぱりあいつらどうにかしなくちゃダメよ！』


    （落ち着いてくれ、カレン）


    『落ち着いてなんていられないわよ！』


    　いきり立つカレンをなだめても無駄だった。僕は意識を佐さ久くへと向ける。


    「蘭は、歌うたびに体調不良にならなかった？　喉のどが渇くとか、ヘヴィメタルを朝まで聴きたくなる、とか」


    「ヘ、ヘヴィメタル……？　……いえ、そういうことは……あ、爪が割れるって、よく。割れちゃうと血だらけになっちゃって……左手の薬指だけはいつもつけ爪なんです」


    　爪の痛み──それが蘭がシ念を使う代だい償しよう？　蘭自身が強いシ念を持っているわけではないのだから、そう大きな代償ではないのかもしれない。夕ゆう顔がおが言っていたとおり、空気中に漂ただようシ念を「誘因リーデイング」しているのならその程度の反動で済むとしてもわかる気がする。


    「あの、先輩……その組織は、いったい、なんなんですか……？　庵あん吏りは、危険なこと……してないですよね？　最近の庵吏を見てると、私、不安で……」


    「君が六ろく合ごう硝子ガラスに行ったのもそのせいなんだね？　シ念掃そう滅めつ機構と六合硝子の関係を、蘭は君に漏らした。そしてなにか調査できないかと思って独自に行動した」


    「わ、私、あそこに侵入するのなんて、わ、悪いこと、って、わかってました……でも、どうしても、庵吏を放っておけなくて……私に黙って、なにかしちゃいそうで……」


    　佐久は両目いっぱいに涙を浮かべていた。


    「先輩……私、どうしたら、いいんですか……」


    　僕は佐久の背中をそっとなでた。佐久はきっと学校の友だちにも相談せず、ひとりで耐えてきた。佐久はシ念掃滅機構が危険な組織ではないかと考え、誰にも迷惑をかけたくなかったのだろう。


    　死ぬほど怖かったろうに、たったひとりで廃工場に忍しのびこんだ──蘭を救う手がかりがないか、探すために。


    「僕も他人のことは言えないけど、夜の工場に忍びこむという行動そのものは褒ほめられたことじゃない。でも……」


    　今や僕も、カレンと同じ気持ちだった。


    　身体の奥底から湧きあがってくる熱い感情──怒いかり。


    「でも、もしも佐久を非難するやつがいたら、僕は全力でそいつをぶん殴ってやる」


    　僕にはまだ恐怖が残っていた。でも、もう怯おびえはしない。佐久だって怖いのに、たったひとりでここまでがんばってきたのだ。僕が、退ひくわけにはいかないじゃないか。


    「やつらの手から、蘭をとり戻そう」


    「先……輩……」


    「だから、君は」


    「ふえええええええっ」


    　佐さ久くの両目から涙がぽろぽろとこぼれはじめた。最後に「だから、君はもう涙をこぼす必要はない」と僕が決め台詞ぜりふを言おうとした直前、夕立のように突然涙がこぼれだした。


    「な、泣くな。泣くなよ……」


    　僕はうろたえた。佐久はしかも僕の首に両腕を回す。思いっきり抱きつかれ、僕は右手を後ろについてなんとかこらえる。佐久はわんわん泣いていた。


    「だって、わた、私、先輩にだって、話したの、今が、初めてなのに、それなのに、先輩が、優しすぎるから……」


    　柔やわらかくか細い佐久の身体が密着して、一いつ時とき、どうしていいかわからなくなる。


    （た、助けてくれ、カレン！　これ、どうにかして！）


    　カレンはステージの下で、こちらを見ながら──とても微妙な感じだった。


    『なんかね、あのね、すっごくよくわからないんだけど、いらいらするの！』


    （なにがだよ！　助けてくれよ）


    『ヒーローになった気分はどう？　ねえ、安やす請うけあいしちゃっていいの？　ねえ？』


    　カレンはなぜか機き嫌げんを損そこね、佐久の涙が止まるまで、それから十分ほどを費ついやした。


    「佐久……落ち着いた？」


    　ようやく泣きやんだ佐久の、ずれてしまったヘッドドレスを僕は直した。まるで来くる栖すの髪を直している気分だ。


    「ぇっぐ……はい、らいじょぶ……です」


    　僕の差しだしたハンカチで目元を拭ぬぐう佐久。洗濯して返します、と言ってワンピースのポケットにしまいこむ。


    「それで──結局明日はなんの日なんだ？」


    　僕は最初の質問に戻った。


    「……明日は、伯お母ばさん──庵あん吏りのお母さんの、命めい日にちなんです」


    「そうだったのか……」


    　これほどまでに、このライブハウスに思い入れのある蘭らんだ。明日という日には、必ずライブハウスにやってくる。それも、なるべく誰もいない時間帯。つまり午前中だ。


    　ならばツクヨミの言っていたことは正しいということになる。釈しやく然ぜんとしないものがいろいろと残るが、事実は事実だ。


    『それで、どうするのよ。ドールを倒す方法、まだ思いついてないんでしょ？　あんなふうにカッコつけたからには、あとには引けないわよ』


    （なに怒ってるんだよ）


    『怒ってないわよ！』


    　カレンは叫んで、横を向いた。僕らの衝突がまた始まったようだけれど、カレンの言うことは正しい。僕はドールを倒す方法について、いまだ手がかりさえつかめていないのだ。


    「庵あん吏りのことは、わからないことが……いっぱいです……」


    　考えこむ僕をよそに、足をぶらぶらさせながら佐さ久くは言った。蘭らんについて話すときの佐久は楽しそうだった。それは、慶よし幸ゆきのことを話すときのカレンに似ている。


    　佐久は佐久だ。カレンはカレン。そして美み莉りは美莉なのだ。僕はどうして佐久に美莉を重ねてしまったのだろうか。


    　いや、佐久にはたしかに美莉に似ていたところがあったかもしれない。僕がカレンのレンズで最初に撮影したのは、佐久に絡みついている美莉だった。美莉と佐久は波長が近いのかもしれない。


    　そんな僕の思おも惑わくをよそに、佐久は話している。


    「……このライブハウスが大事なのは、私にもわかるんです……私も伯お母ばさんが好きでした。明るくて、誰にでも優しく接して……歌も上手じようずだったんですよ？　あんなふうに……私も伯母さんみたいになれたらよかったのに……えへ、でもこんな根暗じゃだめですね……」


    「今──なんて言った？」


    「あ、ご、ごめんなさい……私が歌う、なんて、そんな……」


    　違う、そうじゃない。


    「そうじゃないんだ、佐久──」


    　佐久のなにげない一言。


    　かちり。


    　と、僕の思考の歯車が、組みあわさった。


    「そう、だ。理由か。蘭が昨日、逃げだした理由だ──そうだよ！」


    　僕はフロアに飛びおりた。ふり返って佐久に言う。


    「ドールは倒せないかもしれないが──蘭をとり戻す方法はわかった」


    「……え、ドール……？　庵吏が？」


    『晶しよう……どうしちゃったの？』


    　見えた。


    　答えが見えた。


    　僕はドールを倒さなければ蘭はとり戻せないと思っていた。けれど違う。あることが証明できれば、ドールを倒さずとも蘭は戻ってくる。


    「わかったんだ、蘭が昨日逃げだした、ほんとうの理由が」


    「え？　それは……メジャーデビューがいやだからじゃ……？　有名になったら……もっと遠いところでライブとかいっぱいあるし……」


    「佐さ久く、それは違うんだ。考えてみてくれ。メジャーデビューの話なんて断れば済むことじゃないか？　蘭らんにとって最大の懸けん案あんであるビルの維持についてはＷＣＯ──シ念掃そう滅めつ機構が金を払うことで、問題は解決しているんだ。メジャーデビューのことと昨日逃げだしたことについては関係がない。本来、蘭はここから逃げだす必要なんてないんだ」


    「そういえば……」


    「佐久、あとひとつ質問に答えてくれるかな」


    　きょとんとした顔の佐久に、僕は質問をした。


    　これが「イエス」だった場合、僕の考えはすべて正しい──。


    　最初、佐久はなにを言われているかわからないようだった。けれども、僕が重ねて聞くと、笑いだした。


    「先輩……本気で、言ってます……？」


    「本気も本気だ」


    「だって、あれは……庵あん吏りはただの冗談で言ったことですよ……？」


    「君は蘭が本気だと考えなかったのか？　一度も？　彼は──本気だったんだ。でないと、彼が逃げだした理由に説明がつかない」


    　僕は真剣に佐久を見つめた。佐久の顔に、怯おびえが走っていた。そんな佐久にたいして、僕はこれからさらにきついことを言おうとしている。


    「佐久、蘭をとり戻すために、君に協力してもらいたいことがある」


    　そして僕は、佐久にひとつのお願いをした。


    　それが成功すればきっと、蘭は戻ってくるという──あるお願いを。
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    　ライブハウスを出ると、外は暗くなっていた。路上にはまだファンが残っている。車座になり、おしゃべりをしていた。腰のくびれたドレスに、フリルのついた黒い傘。あるいは深しん紅くのワンピースなど、暗い色なのに派手、という不思議なバランス。それを横目で見ながら僕らは商店街に出た。


    　カレンがつぶやいた。


    『佐久に、できるのかしら』


    「彼女なら大丈夫だよ。絶対……きっと……たぶん……」


    『……なにその、古典的な確率逓てい減げん発言』


    　十年前に死んだはずのカレンに古典的と言われるということは、現代ではもはや化石ということかもしれない。


    「ともかく、僕は彼女を信じる。それしかないんだ」


    『でも、蘭らんが戻る、って言ったところで──問題は解決しなくない？　掃そう滅めつ機構はお金を払っちゃったんでしょ。たぶん、ものすごい額だと思うの。その借しやつ金きんはどうしたら──』


    「これは予想でしかないんだけど」


    　僕は言った。


    「蘭は……あのビルを大事に思っている。そしてそれと同じように、佐さ久くのことも大事なんだと思う。だから、追いつめられて、ライブ直前で逃げだすなんて真ま似ねをしたんだし。蘭が戻るということは、蘭の願いが叶うということ。そうしたら、彼はあのビルを売ると思う。そのお金を掃滅機構に返せばいい」


    『……それもあなたの予測でしかない？』


    　僕はうなずいた。でも、これは確実な予測だと思えた。佐久が蘭のために行動したのと同じように、蘭の、佐久に対する思いも本物だと僕は思う。母の思い出の残るビルか、今そばにいる佐久か、と問われれば、蘭は佐久を選択するはずだ。そうであってほしい。


    『もしあなたの作戦が成功して、蘭が、戻るって言ったとしても──ドールはどうするの？』


    「邪じや魔まをしてくるだろうね」


    　最後に立ちはだかる問題──それが、ドールだ。


    　──本気で殺すから……。


    　僕に向かってそう言ったドール。やすやすと蘭を帰してくれるわけがない。やはりドールの対策を考えなければならない。これは、蘭をとり戻すこととは別に考えないと。


    　あとすこし。蘭が戻ってきてさえくれれば、慶よし幸ゆきやシ念掃滅機構の話を聞くことができる。そうすれば、カレンの望みに──かなり近づくことができる。


    　考えろ。考えろ、僕。


    　初めは、僕がでたらめに撮ってドールのシ念を減らし、蘭に逃げてもらうという手段を考えた。けれど──有あり体ていに言えばこれは、確率だけに頼った下げ策さくだ。


    『正面から撮っても数体だけだもんね。こないだみたいに、いっぱい鏡置くとか？』


    「鏡のことはツクヨミから伝わっていると考えたほうがいい。作戦としては使えない」


    『じゃあ、どうするのよ。一いち網もう打だ尽じんにする方法なんてある？』


    「……一網打尽……まとめればいいわけだろ……でもカメラを構えていたら警戒されるのだしな……」


    『はぁ、また独り言。すごいわね、あなたの頭のなか。よくもまあこんなに並へい行こうしていろんなこと考えられること』


    　カレンが僕の額ひたいに手を当てる。考えを読まれた。プライバシー侵害もいいところである。


    　電車に乗っても僕は考えつづけていた。ドールを倒す方法。なにか、なにかあるはずだ。でないと、佐久ががんばっても、蘭が戻ってこられないなんていう最悪の結果になりかねない。


    　地元の駅で電車を降りた。


    　明日の十時に蘭らんが来る。いまだアイディアの神様は僕に微笑ほほえんでくれない。


    『あーあ、これ「標準レンズ」だから、いっぱい撮影するのに向いてるはずなのになぁ。といっても広こう角かくに寄っても写真は表面しか撮れないからダメ、か……物陰に隠れられたりしたら撮れないし』


    　カレンがつぶやいた。


    「標準レンズ？」


    『知ってるでしょ？　五〇ミリの画角が「標準」だった、っていう話』


    　知っている。かつて、三五ミリフィルムのカメラが全盛期だったころの話だ。人間の視野に一番近い画角、などと言われていた「五〇ミリ」レンズ。これが「標準レンズ」の名前で呼ばれていたこともあったのだ。


    　カメラが望遠なのか、あるいは広い角度で撮影できるかどうかは、「画角」という言葉で示され、ミリメートルの単位で表わされる。


    「そうか、画角は五〇ミリなんだ」


    『当たり前じゃない。レンズに書いてあるでしょ』


    「五〇ミリってことは……あそこで十体撮るなら寄るか、引くかしないと……いや、ライブハウスで撮影することに限らなくても……それなら画角を変えれば……」


    『もしもし？　もしもーし。画角は変わらないでしょ。単たん焦しよう点てんレンズなんだから。ズームじゃないの。五〇ミリ固定。わかってる？』


    「カレン……それだ！」


    『へ？』


    「君だよ、カレン！　君こそがアイディアの女神だ！」


    『……はぁ？　頭でも打った？』


    「打ってない。でも、頭をぶん殴られたときにしか生まれないようなアイディアなら──生まれたんだ。ドールを倒す方法ではないけど、ドールのシ念を一いち網もう打だ尽じんにする方法だ」


    『……私が言っていたこと理解してないの？　これは単焦点。画角は変えられないのよ』


    「テレコンがある」


    『あ、たしかに……ってそれじゃあ、画角が狭くなるでしょ』


    　テレコン──テレコンバーターはレンズとカメラボディの間に装着するレンズだ。焦点距離を伸ばすことができるため、望遠寄りの画角が得られる。


    　二倍のテレコンだと、レンズが五〇ミリだった場合、一〇〇ミリの画角で撮影ができる。そのぶん、明るさが失われるという欠点もあるのだけど。


    『相手はたくさんのシ念なのよ。ワイコンならともかく、テレコンじゃあ……』


    　テレコンの反対は、画角を広くするワイドコンバーターというもの。略してワイコン。


    「カレン、テレコンは単純に画角を狭せばめるためだけに使うんじゃないだろ」


    『？』


    「なんのために望遠にすると思ってるんだ」


    『？？？』


    「平面で撮れなければ立体があるじゃないか」


    　ぱちぱちと目をしばたたかせるカレンは、完全に理解不能の模様。説明はとりあえずあとだ。


    　僕の考えた方法なら、ドールのシ念をその一瞬すべて消しさることができる。しかし撮影しても、ドールには逃げられてしまうだろう。それもまた確実だ。ドールを捕まえるのが目的ではないし、捕まえたところでどうもできないのだけれど、みすみす逃げられるのは癪しやくだ。


    「しかたない……使いたくはない奥の手を使うか」


    『奥の手……？　って晶しよう、ちょっと晶！　どこに行くの？』


    　僕は覚悟を決めて──コンビニエンスストアに入った。


    



    



    　ペットボトルのミネラルウォーターを、十本。これだけで五キログラムの重さだ。カレンのおかげで肉体が弱まっている僕にとって、結構な重量である。


    　近くの空き地に入った。バスケットリングが設置されてある以外はなにもない、ただの空き地。夜の七時を過ぎた今、そこで遊んでいる人影もない。


    『……なにやってるの？』


    　僕は、ペットボトルを空き地の入り口から順に、一メートル程度の間かん隔かくで並べていった。バスケットリングのそばにあるライトの下で、ちょうど最後の一本になった。


    「しっ、見てろ」


    　しばらく僕らはそこに立っていた。五分ほどしたころだろうか、路地裏から人影が現れた。その人物は、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。


    「……メガネ、こりゃなんの真ま似ねだ？」


    　萬ばんである。ほおに、湿しつ布ぷを貼っているのは昨日清せい玄げんに殴られたせいだろう。


    「見てのとおり、萬トラップ」


    「バッカじゃねえの!?　雀すずめじゃねーんだよ！　こんなのに引っかかるかっつの！　素直に『萬さん出てきてくださいお願いします』って言えよ！」


    『……その割りに、両手一杯に抱かかえているそのペットボトルはなに』


    「こ、これは……あああ、なんで俺は罠わなだってわかってるのに拾っちまうんだ！」


    　萬はできる限りのペットボトルをレインウエアのポケットに突っこみ、残りを両手で抱えている。


    「さて、コントはこれくらいにしよう。頼み事がある」


    「ってコントってお前が最初に……」


    「ドールを倒すために力を貸してほしい」


    　僕は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切りだした。


    「あぁー？　なんで俺がお前みたいなメガネに」


    「お前は昨日、僕にナイフを刺した。その借りは返してもらう」


    「それはお前が逃げないようにだな……」


    「吉き良らから、そこまで僕にしていいと言われているのか？　僕は吉良に言うつもりだぞ。『壬じん戌じゆつに手を貸すつもりはあったけど、萬ばんに手荒な真ま似ねをされたのでやはり断る』とね」


    「……てめぇ」


    　萬の顔が一瞬にして凶暴化する。


    「吉良さんを呼びすてにしやがったな？　それにそんな真似したら、てめぇ自身どうなるかわかってるんだろうな」


    　怒ど気き。脅きよう迫はくどころではない、萬は本気だ。カレンが逃げるように僕の背後に回る。


    「わかっているさ。しかし考えてみるがいい、今のお前の言葉は、お前の役目にとってふさわしいものなのか？　監視が、監視対象に向かって脅迫する。それが吉良のやり方なんだな？」


    「…………」


    　萬の眉が、ぴくぴくと痙けい攣れんした。


    　さあ、どう出る──萬は、そんなに頭はよくない。けれど感情だけで行動するほど愚おろかでもない──と僕は考えていた。けれど、ただのバカかもしれない。駆け引きなどできない相手かもしれない。そうしたら、萬は言葉のとおりに僕を叩きふせるだろう。心臓の動どう悸きが、二倍くらいに速くなっている。


    「もし俺が……メガネ、てめぇに協力したら、てめぇは壬戌に手を貸すのか」


    「それはない」


    「なんだと!?」


    「いいか、今僕が話をしているのは、昨日お前が僕にナイフを刺したことについてだ。それについて借りを返してもらうと言っているんだ」


    「ふっざけんなクソメガネ、てめぇ──」


    「夕ゆう顔がおがやられたんだぞ！」


    　言葉で、萬を押しかえす。


    「くやしく……ないのかよ、お前は、くやしくないのか」


    「……はっ」


    　萬は鼻で笑う。


    「なにを言うかと思えば……。くやしかったとして、ボクちゃんはいったいなにができるのかな？　てめえ自身は能力なんてなにひとつも持たねえくせに──偉そうな口叩くんじゃねえ、ガキが！」


    　萬ばんは言葉を叩きつけ。僕はその萬をじっと見つめていた。


    「なんだ、俺の言うことは正しいだろうが」


    「……ああ、そのとおりだと思うよ」


    『晶しよう！　あなたに力がないなんて私は──』


    「カレン、黙ってて」


    　僕は萬を見すえる。


    「僕には……なんの力もない」


    　そんなこと、わかりきっている。


    「でも夕ゆう顔がおの敵かたきは討うちたい──そう思うのは、変なのか？　力がないからといって、手を引けと言われて、お前なら手を引けるのか？　大切な友だちがやられて、平気なのかよ」


    　萬も僕を見ていた。その視線はさっきまでとはすこし違った──ように思えた。両手に抱かかえていたペットボトルを地面に下ろし、一本を開ける。ミネラルウォーターを口に含む。


    「ちっ……俺様の力を借りるとかほざきやがるんだ。なにかしら考えがあるんだろうな」


    「当たり前だ」


    「……話してみろ」


    　僕はカレンをちらりと見て、ふーっと息を吐いた。


    「もちろんだよ。ドールを倒すのに、あなたの力が必要なんだ」


    



    



    　僕はそれから萬に、考えている作戦のすべてを話した。しかめっ面つらして、ときどきミネラルウォーターを飲みながら萬は聞いていた。


    「……よくもまあ」


    　話しおえた僕に向かって、萬は小さく感想を漏らした。たった、それだけ。


    「ふん。まあ、成功しようが失敗しようが俺には関係ねえからな」


    「このこと、吉き良らに話すのか？」


    「成功か失敗かで報告内容は変わらあな。あと吉良さんを呼びすてにするんじゃねえ」


    「……ということは、手を貸してくれるんだな」


    　萬は地面に置いていたペットボトルを拾いあげた。


    「この水のぶんだ。それくらいは手伝ってやる」


    　そして僕らに背を向け、萬は去っていった。


    　これでいい。


    　とすれば、あとは──佐さ久くにももうひとつ協力してもらわなくちゃいけない。彼女に動いてもらって、たくさんの──。


    「ずいぶん大がかりな作戦になってきたな……」


    　佐さ久くの携帯電話にかけながら、頭の片隅ではすでに明日のシミュレーションを始めていた。
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    　翌日も、曇どん天てん。さらに鬱うつ々うつとした曇くもり空。今にも雨が降るかもしれないという空。それは──僕の作戦にとって、好こう都つ合ごうであり、一方で不都合が起きるかもしれない微び妙みようなところ。


    　朝、来くる栖すにメールを入れた。今日は風か邪ぜ気味なので学校を休むと。来栖から心配あふれるメールをもらい、罪ざい悪あく感。来栖は放課後、僕の家に見舞いに来るという。風邪のフリをしなければいけないだろう。それまでには──すべてを終わらせるつもりだ。


    　午前八時半、僕は下しも沢さわ原はらの駅に降りたった。


    　駅周辺は、通勤のサラリーマンやＯＬが多かった。これから雨が降ることを予想してか、傘を持っている姿が目につく。僕は、彼らと逆行するようにライブハウスへと向かう。


    　ビルに着き、ライブハウスのある七階にやってくる。チケット売り場にはスタッフがいた。


    「杏あんずちゃんの頼みだから協力はするけど……大丈夫なのか、ほんとうに？」


    「はい。これからいくつかのことをお願いいたします。疑問もあるかと思いますが──時間がありません。とにかく今は行動を優先していただけると」


    「ああ。俺たちだって望みはひとつだからね」


    　僕らはうなずきあった。


    　蘭らんをとり戻す──そのためだけに、これから多くの人に動いてもらう。


    　僕はスタッフに、これからなすべきこと、起こりうることを話した。


    



    



    　それから僕らはセッティングをし、テストをし、急ごしらえながらも準備を終えた。


    　こんなことでほんとうに蘭が戻ってくるのか──みんな不思議そうだった。僕は肝かん心じんなところを話していなかったから、それは当然の反応かもしれない。佐久の役割を、みんな知らないのだ。


    　驚きは、大きいほどいい。


    　ロックとは、サプライズだからだ──これは僕がたった今考えた言葉。


    『……たまにあなたの趣味を疑うことがあるの』


    「失礼な。僕の感性はいたって標準的だよ」


    『ごめんなさい、訂正するわ。いつも疑ってる』


    　僕の携帯電話が鳴った。僕は、狭い階段を上りながら電話に出る。


    《九時四十五分。ぎりぎりだね》


    　それはライブハウスのスタッフからだった。


    「問題ありませんか？」


    《おいおい、俺たちを誰だと思ってるの？　音響のプロですよ？　そっちこそ平気なのかい》


    「ええ、今階段を上って、そろそろ着きそうです」


    《わかったよ。……蘭らんもそうだけど……杏あんずちゃんのことも、頼んだよ》


    「……これから彼女と合流します」


    　それから十分後。


    　九時五十五分、駅前で見張りをしていた別のスタッフから連絡が入る。


    《ほんとだ、ほんとに来ました──蘭です！　何人かとり巻きみたいなのがいますが、間違いない、蘭ですよ！》


    　それは、作戦開始を告げる一報だった。


    　佐さ久くやスタッフたちにとっては、蘭をとり戻すための。萬ばんにとっては夕ゆう顔がおの代わりにドールをぶっ飛ばすための。そして僕にとっては──カレンの望みを叶かなえる大きな一歩となるはずの、作戦だ。
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    　エレベーターが七階で止まる。チン、という音とともに扉とびらが開かれる。午前中のライブハウスにはふだん誰もいない。チケット売り場周辺は暗がりに沈んでいて、高いところにつけられたガラス窓から射しこむ、ほんのりとした明かりだけがこの場における光のすべてだった。


    　足を踏みだした男は、そこで一瞬立ち止まった。ふと左右を見回す。ポニーテールにした金髪が揺れる。薄いサングラスを外すと、途中までボタンを外したシャツの胸にかけた。


    「……気のせいか。まあ、こんな時間には誰もいねぇよな」


    　九く条じよう蘭は、背後に十人ほどを引きつれて歩きだした。若い男ばかり。みんな、似たような──見る者の印象にさほど残らない顔立ち。シャツを着て、ジーンズを穿はいて。その群れのなかに、明らかに違う足音が聞こえたけれど、外からはよく見えなかった。


    　蘭はホールの扉の前で立ち止まると、ポケットからカギの束をとりだした。慣れた手つきで、扉の上部と下部にとりつけられたカギを開ける。両開きの、黒の扉が開かれた。


    「……ん？」


    　開けたところで、蘭は立ち止まった。ステージに照明が点ついている。


    「消し忘れたのか……？　まさか……？」


    　蘭はホール内へと進む。客席の中央まで歩いてきたところで、ぴたりと立ち止まった。


    　スピーカーが、震えたのだ。


    《庵あん吏り……やっぱり今日のこと、忘れてなかったね……》


    　佐久の声が流れだした。蘭は目を見開いて正面を向いている。しかし佐久の姿はどこにもなかった。


    《このビルのこと、あなたに全部背負わせてごめん。私、あなたに頼りっきりだった》


    「どこにいる」


    《あなたが頼れる人は、どこにもいなかったんだね》


    「どこにいるんだ！」


    　いつもとは明らかに違う、堂々とした佐さ久くの話し方に、僕も驚いた。


    　佐久は、ファンクラブのメンバーたちと話をするときにもこういう話し方ができた。あれは蘭らんを支えようと緊張して話していたのだろう。でも今の佐久が、無理をしているようには思えなかった。蘭を思う言葉が、自然と口をついて出ている。


    「返事をしろ！　杏あんず、どこにいる！」


    　神経質そうな蘭の甲かん高だかい声が響いた。右手を包みこむように、左手で握る。


    《私は臆おく病びようだった。だから、あなたの言っていたことは全部冗じよう談だんだと思っていたの。とっても意地悪な冗談だ……って。でも、違ったんだね。意地悪なのは私だった。あなたの発しているＳＯＳ、あなたの願いに全然気づけなかった》


    「ＳＯＳだの、願いだの、そんなのは関係ねぇ」


    《私が、自分で選択した未来にこそ意味がある──あなたはそう言いたかったのね》


    「…………」


    　蘭は眉み間けんにしわを寄せ、黙りこくった。その蘭の、シャツの裾すそをくいっと引く手。


    「……逃げろってことか」


    　その人物は、うなずいた。


    《庵あん吏り。私、決めたよ。私は──逃げない》


    　スピーカーに背を向け、歩きだそうとしていた蘭の背中に突きささる──言葉。


    《あなたの望みが、叶かなうんだよ……？　私もそのことを、ずっと望んでたのかもしれないって、ようやく気がついた。だってそれは、それはね……おこがましいかもしれないけど、あなたや、あなたのお母さんの前で言えなかったけど……私の夢でも……あるの……》


    　足が止まった蘭をとり囲むシ念。シ念に腕をつかまれ、蘭は歩きだす。けれど顔だけはステージを向いていた。


    《いつだって帰ってきていいんだから──庵吏、あなたの居場所はこのビルだけじゃないよ。バンドのみんなも、スタッフも、事務所の人たちも、ファンも──私も、みんな、みんなみんなあなたのことを待ってるんだから！　いつだって、帰ってきていいんだよ──》


    　扉とびらが、閉ざされた。


    



    



    　それから三分後、ビルの外に蘭たちが姿を現したという連絡が入った。


    　僕はドールの行動を推測。ドールは、僕らに待ち伏せされていたと考える。ドールは、相手の居場所がわからない場合、シ念で攻撃するよりも攪かく乱らんや逃とう走そうをしようとするだろう。そしてドールのシ念が一番活きるのは──人混みだ。今日はライブがない。だから、蘭らんが商店街に紛まぎれこんでもほかの人間に気づかれる恐れも少ない。


    　商店街には人が多かった。ゴスロリショップの前には少女たちが集まり、スタジオの前にはギターを担かついだ男たち。蘭はサングラスをかけ、シ念の人ひと垣がきに姿を隠しながらその人混みへと入っていく。


    「予想どおりだ」


    　僕は言って、立ちあがった。ヘッドセットを頭につけていた佐さ久くは、僕のすぐそばで、目を閉じ、両手を握ったまま立ちつくしていた。


    　僕らは──彼らを見下ろしていた。商店街の、五階建てのビルの屋上にいた。さっきのライブハウスでの佐久の言葉は、電話を通じてここから送っていたのだ。蘭たちの行動は、ホールに備えつけの小型カメラを通し、六階の事務所でスタッフがモニター。その内容を僕に、電話で実じつ況きようしてもらっていた。


    　ここまでは、そう、予定どおり。


    　蘭をとり戻すために──一番重要な行動が、これから始まる。


    　なぜ「蘭が逃げなければならなかったのか」という、その答えもここにある。


    「佐久」


    　僕らはビルの屋上、一番端に立っていた。エアコンの室外機を背後に、目の前にはアルミの柵さくが立っているだけ。風が吹いて、佐久の髪を揺らす。佐久は──ふつうの女の子の格好だった。白の長なが袖そでのシャツに、チェック柄のスカートにハイソックス。靴はブーツ。ゴスロリではない、ファンクラブの会長としてではない、ふだんの佐久杏あんずがそこにいた。


    　佐久は商店街を見下ろしていた。さっきは姿の見えない蘭に話しかけていた。今は、違う。視線の先に蘭がいる。そして、大勢の人間が──今から言う佐久の声を聞くことになる。


    　佐久の膝ひざが、かくかくと震えていた。


    『緊張……してるのね。ほんとうに大丈夫なの？　あの子』


    　蘭は人混みを移動している。そろそろ僕らの真下だ。急がなければならない。


    「せ、せんぱ、先輩……あの、あの……」


    「大丈夫だ」


    　僕はカレンに答えるつもりも含めて、言った。


    「で、でも、これ、私たちの、ただの勘違いだったら……あ、庵あん吏りが、ほんとうはこんなこと望んでなかったら……どうしようって……」


    　佐久の気持ちもわかる気がした。佐久はずっと、蘭を裏で支えてきた。表舞台に立つこともなく。僕もそうだ。人は、ステージに上がることを運命づけられている人間と、裏方でいそいそと働くことを運命づけられている人間とに分かれると思う。僕も、佐さ久くも、裏方なのだ。そして裏方は居心地がよくて、やりがいがあって、心休まるものだ。


    　でも、佐久は知らない。蘭らんは表舞台で多くの人々を魅み了りようしてきたが、それはシ念の力によるものだということを。


    「君は、そろそろステージに上がるべきときなんだ。君はそれを望んでいたじゃないか」


    「で、でも」


    「でも、それは、夢なんかじゃない。誰にだってチャレンジできることだ。裏方から表舞台へ向かうきっかけが。そしてそのきっかけを──ほかならぬ蘭が、君に与えようとしていたんだよ」


    「……庵あん吏りが」


    　佐久は、二度瞬まばたきをしてから、


    「先輩……ちょっとだけ、手を握っててくれませんか」


    　口調の堅さが──抜けた。


    　それは、彼女の決意の瞬間だった。


    　僕は佐久の手を握った。両手で包みこむように。彼女の手はか細く、冷たかった。


    「夜の工場で……君は僕の指を細いとか言ったくせに。君のほうがよっぽど華きや奢しやだよ」


    「……先輩」


    　佐久のほおが、緩ゆるんだ。


    「私、先輩が大好きです。先輩に会えて、ほんとうによかった」


    「────」


    『────』


    　いきなりの言葉に硬直した男子高校生とシ念の少女をよそに、佐久は、僕の手をほどくと商店街へと身体を向けた。


    「行きます」


    　毅き然ぜんとした口調で、言った。


    　そして少女はステージの、最初の一歩を踏みだした。


    　息を吸い。


    　これからなにが起きるのかわかっていた僕ですら。


    　我われを忘れるほどの。


    　大きな──声で。


    



    「庵吏ぃぃぃいいいいいいい──────────────────────────!!」


    



    　叫んだ。


    　空気がぴりっと震え、あたかも電流が走ったようで。


    　その瞬間、時間が止まったようにも思え。


    　眼下の人混みもまた、硬直し。


    　視界に映るすべての人間の、視線を集めた少女は──言った。


    「聴いて」


    　ビルから逃げだしてまで蘭らんが望んでいたこと、それは、


    「歌を──」


    　蘭の代わりに佐久が歌うということ。


    　僕の目の前で、佐さ久くは、両手を胸に当て。


    　その身体からは想像できないほどの、声量。


    　身体全体が震えることで発せられる、深い声。


    　頭のてっぺんから突き抜けるようなほどの艶つややかな声で。


    　歌った。


    　佐久が選んだ曲は、蘭の作った、あの歌──。


    



    　　始まりは　世界中にあふれるような


    　　呆あきれかえる　かけがえのないもの　だったけれど
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    　　ピアスひとつ　選ぶのにどれくらいの時間かけ


    　　よろこぶ顔　見たさに道を急いでた　それが幸せだった


    



    　誰も知らなかった。この、内気で控えめな少女が、類たぐい希まれなる歌の資質を持っていることを。いや──たったひとりだけ知っていた。蘭らんだ。蘭だけはそれに気づいていた。


    『晶しよう！』


    　思いがけず聴き惚ほれそうになった僕を、カレンが現実に引きもどす。眼下の聴衆も、こちらを見上げ──聴きいっている。


    　僕は、首から提げていたカメラをつかむ。反対側の雑居ビルに手を振った。気づかない。ええい、気づけ、気づけ──気づいた。向こうの人間が、動きだした。


    　なぜ、蘭はライブの直前に姿を消したのか？　それは、ヴォーカルだけがいないという状じよう況きようを作りだすためだ。佐さ久くを、歌わなければならないという状況に追いこむためだ。これまで佐久をリハーサルに呼び、自分の代わりにステージに立たせもした。そういったすべてが、佐久に歌わせるための布ふ石せきだったのだ。佐久に言った「自分がいなくなってもいい」「代わりに歌え」という言葉は、冗じよう談だんなんかじゃなかった。


    　けれど蘭は、佐久に強制的に歌わせることはできなかった。「自分で選択した未来にこそ意味がある」──蘭の大好きだった母親が、そう言ったから。


    　蘭のとった方法は、あまりに強引だ。そんなことでうまくいくとはふつうなら考えない。けれど、それだけ蘭が追いつめられていた。シ念掃そう滅めつ機構との約束。金を払う代わりに肉体を提供しろ、という契けい約やく。その期日が、目前だったのなら強引な手法も理解できる。蘭は、あの夜、ライブハウスのそばに潜ひそんでいた。ひょっとしたら佐久の歌が聴けるかもしれないという、かすかな望みに賭けていたのだ。


    　今、佐久は歌っている──。


    　佐久の──歌唱力ではなく、声が素晴らしいものであることには、僕は早い段階から気がついていた。六ろく合ごう硝子ガラスの管理棟で、とぎれとぎれではあったけれど佐久の歌声を聴いた。でも、考えてみるとこれはおかしい。管理棟の事務所の奥にいた僕が、外で歌っている佐久の声を聴いたのだ。あり得ない。常識では考えられないほどの声の響きがなければ、そんなこと。


    『ぼうっとしてる場合じゃないでしょ！』


    　そのとおり、考えるのはもう終わりだ。今は行動の時間だ。


    『晶、テレコンが入るとフォーカシングがシビアになるからね』


    　カレンがレンズに姿を消した──とき、向かいのビルから強烈な光が発せられた。


    　照明。


    　ステージに使うものでも、一番強いものを持ってきてもらっていた。


    　その光が、人混みを照らしだす。


    　おそらくこの瞬間、ドールも我われに返ったろう。僕は、アルミの柵さくへと身を乗りだす。


    　眼下には商店街。こちらを見上げる人々。このどこかにドールがいる。それをあぶりだすための手段を僕は用意していた。


    　照明は合図でもあったのだ。照明に反応した群衆はある行動をとった。


    　一斉にしゃがみこんで傘を広げた。


    「ドール。君が十のシ念をつくりだすことができるのなら、僕たちは二十の人間を集める。五十のシ念をつくれたとしても、百のファンがやってきてくれる」


    　傘を広げたのは、デスリンのファンだ。この商店街を埋め尽くす人々──全部が全部ファンなのだ。でなければ平日の午前に、こんな人混みができるわけもない。ファンへの依頼はファンクラブ会長である佐さ久くに頼んでおいたことだった。


    　色とりどりの傘のなか、はっきりとわかる。こちらを見上げている蘭らん。そして、人混みのなかで安心し、シ念を減らしていた──ドール。傘をさしていない人間が蘭、ドール、そしてシ念だ。十人もいない。


    　僕はカメラを構えた。テレコンバーターをつけた視野は、今までよりもずっと望遠に寄っている。蘭を含む、その数人をファインダーに捉えていた。


    「周りを見てみなよ、蘭。これだけの人があなたを心配している」


    　ピントリングを合わせる。蘭の顔がくっきりと見える。


    「これだけの人が、あなたに帰ってきてほしいと思っている。僕は正直、うらやましいよ」


    　でも僕にだって自慢できることがある。


    　それは──蘭にとっての仲間のように、僕にも頼りになる相棒がいるのだ。


    『あいつら、全部消しちゃうんだから──！』


    　カレンの声を聞きながら、僕はシャッターを切った。


    



    



    　暗闇に、ひとりの男が立っていた。


    　男は空を見上げていた。


    　慈じ雨うを乞こうかのような、敬けい虔けんなまなざし──。


    　七枚の刃は、男のすぐそばに降こう臨りんする。


    　男の周囲にいる、光る人型の影。


    　それらをめがけて刃は迫る──。


    　刃は、影を切断した。


    　スライスされた断面から、ゆらりと溶けだすと、影は消しよう滅めつしていく。


    　影は消え、男は残った。


    　男の孤独な佇たたずまいは、影が消滅する前と、あとで、なにも変わらなかった。


    　そして男のそばに──やけに小さな人影があった。


    



    



    『晶しよう！』


    　カレンに肩を揺すぶられて、意識が回復した。


    「っつ──」


    　尻しりを打っていたようだった。僕は、このアルミの柵さくに紐ひもをくくりつけ、ズボンのベルトに引っかけていた。背後にぶっ倒れることはないだろうという読みだ。うまくはいったけれど、尻しり餅もちは痛い。いい加減、まともな方法を考えないと。


    



    　　忙いそがしい毎日を理由に　逢えない友や恋人たちを


    　　見てきて、そしてなぜに　過あやまちを繰りかえす


    



    　僕は立ちあがり、眼下を見やった。


    『あのあと、自販機の陰から萬ばんが飛びだしてきたの。それで』


    　萬は、蘭らんの真横で、何者かを組みしいていた。おそらくドールだ。ドールは身体をひねると上手じようずに萬から逃のがれた。横の路ろ地じに逃げていく。


    　ここから先は萬の仕事だ。


    　ドールのシ念を、僕が一時的にすべて消す。その隙すきを突いてドール本人を攻撃してくれ──昨日、僕が萬に頼んだこと。頭上からの撮影でシ念を消したとしても、僕が下に降りるころにはドールに逃げられてしまう。だから、すぐそばで蘭とドールを監視する人間が必要だった。一対一なら萬が負ける要素はないだろう。


    　もう、大丈夫──ほっとしたせいで、力が抜けそうだった。僕は目を閉じて、佐さ久くの歌声を聴いていた。


    



    　　ヘッドライトに切り抜かれた夜


    　　時を止めて眠りたいと願う


    　　午前０時の雨が窓を叩く


    　　震える指先よ、あなたに届け


    　　「言葉よりずっと……必要なものがある」と


    　　あなたの遺のこした言葉　今も消えない


    



    　合図に照明を利用したのは、わかりやすさや、明るさという撮影条件をよくするだけじゃない。音を合図にしたら、佐久の歌を遮さえぎってしまうだろうから。


    　佐さ久くにとって、人前で歌う初めての歌──それは、僕にとっての昨日の撮影のように、とても大事なものだから。


    



    　　フェンス越しに告げた別れだけが


    　　思い出せないから苦しくて


    　　午前１時の夢がふたり分かつ


    　　指にこぼれる髪に想いが溶けた


    　　未来追う背中　そばにいたかった


    　　あなたの遺のこした心　今も消えない


    



    　歌いおわった佐久は、その余よ韻いんに浸ひたるように目を閉じていた。ゆっくりと、ゆっくりと息を吐く。


    　拍はく手しゆが、聞こえた。


    　色とりどりの傘のなか、たったひとり立ちつくし、こちらを見上げている男。両ほおに涙の跡を残して、ただ、手を叩きつづけていた。


    　僕も拍手した。こちらを見た佐久が、笑顔を見せた。それはほころんだばかりの──まさに、杏あんずの花のような笑顔。
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    　沈ちん没ぼつする貨物船からネズミが逃げだすという例えに始まって、僕としては「危険の予兆を逃のがさず的確に対処すべし」という教訓を得たのだけれど、世の中にはそれだけじゃ済まされないことがあるということを知った。それはつまり、予兆などまったく存在しないトラブルが、この世には潜ひそんでいるということだ。


    　歌いおわった佐さ久くが、僕に向かって言った第一声は衝撃的だった。


    「あれ……先輩、その……横の女の子、誰ですか？」


    　その言葉の意味を理解するのに、僕は五秒ほどかかった。


    『……わ、私？』


    「あ、あの……はい、あなた……」


    　僕は、思わずカレンと顔を見合わせた。


    『私が……視みえるの!?』


    「え、そこに、いるじゃないですか……。あれ、なんだろう、半透明……？」


    　僕はこの時点で考えを大幅に修正する必要に迫られた。ＷＣＯ──シ念掃そう滅めつ機構のことは佐久に説明しなければならないのはわかっていた。けれどもシ念のことは適当にぼかすつもりだったのだ。それが──佐久が──視えるようになってしまった。


    　とにかく、佐久にはカレンのことを他た言ごんしないでくれと念を押した。説明は難しいが、そのうち話す、と。だって、今の僕らにとってはもっと重要なことがある。


    　蘭らんに会うのだ。


    　僕らはビルの階段を急ぎ、地上へと降りたった。


    　折しもそのとき、雨が降りはじめた。ビルから外に出た僕らを待っていた──いや、佐久を待っていたのは、雨に負けじと降りそそぐような拍はく手しゆ。


    「すごい、あれ歌ったの会長ぅー!?」


    「マジ鳥肌もんだろ」


    「あぁん、録音したかった！」


    　いくつもの傘が雨を弾はじいている。


    　そのなかで、傘もささず、濡れたまま立っていたのが、


    「庵あん吏り……」


    　彼の顔も雨に濡れていた。けれど、さっき見た濡れたほおは、涙だったと僕は信じている。


    「すげえよ……お前」


    　蘭は、それだけを絞りだすように言った。眉み間けんにしわを寄せ、うつむき、それから空を仰ぐ。震えるようなため息をついた。


    　傘に囲まれたふたり。細い雨は降っていたけれど、ビルから当てられた照明が、まるでスポットライトのようで──新たなユニットの誕生を祝福していた。


    『晶しよう、シャッター……』


    「チャンス」


    　僕はすでにカメラを構えていた。「Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ」は、僕にとって大事なもののひとつになるだろう。蘭らんが曲を書き、佐さ久くが歌う。これから彼らがどんな曲を[image: ]っていくのか──考えるだけでわくわくした。


    　僕はシャッターを切る。ふたりと、降りそそぐ光と、きらめく細い雨を、写した。


    　シ念掃そう滅めつ機構と蘭の契けい約やくについてはまた考えなければならないだろう。金を返したからといって、それだけであきらめるような連中ではないだろうし。


    　でも、今日のところはこれでいい。いいに決まってる。


    「カレン──蘭に、話を聞くのは今日じゃなくてもいいか？」


    『しょうがないわね……。あんななかに入っていけないもの』


    　僕らはその場を離れた。カメラが濡れないよう、カメラバッグのなかにしまいこむと、人ひと垣がきの向こうに出る。小走りに探すと、商店街から一本外れた路上に、萬ばんの姿があった。


    　萬は誰かを組みふしていた。右手にはビニールのロープ。ロープで、その誰かをぐるぐる巻きにしている。


    「これが……ドール？」


    　目を疑った。これも──予想外のことだった。


    　僕らに気がついた萬が首だけふり返る。


    「シ念が消えて、最後に残ったのがこいつだった。だからドール、そうだろ？　違うのか？　こいつドールだろ？」


    「こいつ呼ばわりされる筋合いはないんですー」


    　萬が組みしいている──少女が、言った。


    　それは年とし端はもいかない女の子。なによりも目を惹ひくのは髪の色だ。金、赤、青、緑、灰色と、さまざまな色が、メッシュのように混ざっている。長い髪。こんなに目立つ髪なのに、気づかなかったとは、よほど巧こう妙みようにシ念の陰に隠れていたということなのか。


    　そして少女の顔を見て、もう一度驚いた。碧へき眼がん、肌は白い。緩ゆるやかにカーブする眉と、ふっくらとしたほおが特徴的だった。ほんとうに、人形ドールのように整った顔立ちだった。


    「あぁー？　お前日本人じゃあねぇな」


    「ロシア人のなにが悪いんですー」


    「ロシアぁ？」


    　道理で、奇妙な言葉遣いも理解できた。でも、こんな少女が夕ゆう顔がおを傷つけたというのか？


    　──あのね、私の邪じや魔ましたら──本気で殺すから……。


    　こんな言葉をシ念にしゃべらせた事実と、見た目のギャップが嚙かみあわない。襟えりにスカーフを巻き、ホットパンツという、髪の色以外は明らかにふつうの女の子──。


    「お前ら全員死ねばいいんですー」


    　しかし、言葉だけは強烈だった。


    「あぁー？　猿ぐつわ嚙ませるぞ」


    「偉そうに言うんじゃないんですー。お前らよりあーしのほうが年上なんよぉ？」


    　あーし、というのは、あたし、のことだろうか。


    『年上、って……そんなわけあるはずが。だってどこからどう見ても子どもよ！』


    「ひょっとして君は、シ念を使う代だい償しようとして……肉体の成長を？」


    　僕を見上げたドールは、口の端をゆがめて見せた。それは肯こう定ていのようだ。そして僕は、ドールの態度に、かなりの余よ裕ゆうがあることに気づいた。


    「なぜ、君は追いつめられたというのにそんなふうに……」


    　言いかけた僕は、言葉を切った。


    　雨に紛まぎれて気づかなかった。


    　いや──気づかないわけはない。萬ばんの数メートル先に男が立っていたのだ。


    　一八〇センチはある背せ丈たけ。仕立てのよいストライプのスーツを着ていて、胸板も厚く立派な体格だ。暗いブルーの傘を前に倒しているせいで、顔がわからない。


    　グリーンの革かわ靴ぐつはぴかぴかで、雨を弾はじいていた。やたらと太いベルトにはホルダーがついており、背中からふたつの──英字新聞のようなものが丸まり、差さっていた。


    　なぜ気づかなかったのか。萬もまた、初めて気づいたように顔を上げた。


    「あぁー？　てめぇ何者……」


    　男の肩からストラップでぶら下がっているのは、やけに古びたラジカセ。銀色のラジオアンテナが伸び、イヤホンジャックからは白いコードが、男の耳元へと向かっている。


    「……てめぇ、もしや……」


    　その男を知っているのか──と僕が疑問を口にしようとした瞬間、


    「逃げろクソメガネ！」


    　萬が叫んだ。と同時に、男は傘を放りなげた。


    　ちりちりにした黒髪をオールバックにしていた。あごががっしりしており、ちょび髭ひげ、褐かつ色しよくの肌。アジア系だろうか──その目元は、大きなサングラスで隠れている。


    「騒音ノイズイ、排気音ノイズイ、公衆音ノイズイ……この町には雑音ノイズが多すぎる」


    　男は右手を萬に向かって突きだした。


    『晶しよう、しゃがんで！』


    　カレンに頭を押さえこまれ、僕はその場に身を伏せる。萬が横っ飛びして僕の目の前に跳んできたその瞬間、


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　男の手から、強烈な光──。


    　目を閉じた僕のまぶたの裏に、残像。爆音。


    　鼓こ膜まくが震える。僕の耳は役目を放ほう棄きし、しんとした、偽にせ物ものの静せい寂じやくに包まれる。


    　僕は、男と、萬ばんがいたところをつなぐ延長線上──僕の真横のアスファルトに、どす黒い線が引かれているのを見た。二メートルほど。そこだけはからからに乾いており、湯気がもうもうと立っていた。


    「なにが……起きた？」


    　口にした僕の声は、水のなかで聞くように不確かだった。耳がおかしい。


    『シ念の、放射……光が、駈けぬけて……なんか気持ち悪い……』


    「カレン！」


    　頭を抱かかえてカレンがうずくまる。それを抱き起こそうとしながら僕は、男がドールに歩みよっていくのを見た。


    「なんたるザマだプア・ドール」


    　無言で見上げるドールは、くやしそうに口を結んでいた。ドールの横には数体のシ念が現れ、ドールのロープをほどいていく。


    「クソが……日本に来たとは聞いてたが、ずいぶんとまた派手な登場じゃねえか」


    　萬が立ちあがった。


    「あいつを知ってるのか」


    「ああ。英国人、ハロルド・ガブリエル。見てのとおりクソ能力者だ。ＷＣＯ総合ランク、ＡＡダブルエーのな」


    「ＡＡダブルエーだって!?」


    　ハロルドをにらむ萬は、冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。


    　ＡＡダブルエーは、世界に五人しかいないと夕ゆう顔がおは言っていなかったか？　だとすれば、こいつは世界でもトップクラスのシ念能力者。


    「シ念掃そう滅めつ機構ヨーロッパ統とう括かつ局長にして、機構の幹部ですよ」


    　僕らの背後から、男の声。ふり返るとそこには、雨など気にならないようにゆっくりと歩いてくる、サマーコート姿の男。


    「ミスター・ハロルド。あなたが来ると聞いて、このブロックに結けつ界かいを築きました」


    「久しぶりだな、月の光を纏う者ヘロウ・ミスター・ムーンライト」


    「……英語は苦にが手てなんです。私はどうも日本語のほうが好みでね」


    　ツクヨミは僕をちらりと見ながら、つまらなさそうにつけ加えた。


    「ここでは、どれだけ騒いでも外には聞こえません。雨あま野の晶しよう」


    「どういう意味だ……？」


    「言葉どおりの意味です。私がアイテムを利用してこのブロックに結けつ界かいを築きました。外にいる人間の知覚からはすっぽり抜け落ちた空間──まあ、私と縁の深い人間なら私の存在に気づくかもしれませんが。幸運か、不幸にか、そんな人間この世に数えるほどしかいませんよ」


    　僕のそばでは萬ばんが、僕に聞こえるだけの声で言う。


    「ハロルドの通称は『抜き身の銃身ハロルド・ザ・バレル』。能力は見てのとおり。情報中毒者インフオラストだよ。爆音で警察が来るかも、とかそういうもんは期待するなよ。いいか……いざとなったら、逃げろ」


    　そんな言葉を、萬から聞くことになるとは思わなかった。


    　ハロルドはそれほど強いのか。


    　その間にも、僕らの前でドールがロープを外しおえた。そして、燃えるような瞳で僕らをにらみつける。


    「あいつら許せないですー」


    　ドールの目の前に、黒い八面体がふたつ、回転しながら現れた。それが人型のシ念をつくりだし──見ていた僕は啞あ然ぜんとした。片方は、僕の形をしていたのだ。


    『あいつ一回、晶しようを攻撃してるから……？』


    「僕の身体をコピーしたのか」


    　ドールはにやにやと笑っていた。


    「お前──！」
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    　そしてもう片方を見て──僕は叫んでいた。


    　そのシ念は、夕ゆう顔がおだったのだ。


    「大サービスですー」


    　しかも、そのシ念は、なにも身につけていなかった。裸なのだ。素すっ裸ぱだかの僕と、夕顔が、ゆらりと立ってこちらを見ているのだ。


    『ち、ちょっと、あれ、なんなの！』


    　シ念は、身体の細部まで再現されている。胸の膨ふくらみも、それに、下半身だって──。


    「メガネ、あーしのつくった人形がどれだけ精巧かわかるだろぉ？　お前の小さいチ●ポもそのまま再現してやったですー」


    　僕は歯は軋ぎしりした。


    　そのシ念は、僕が見慣れている僕そのものだった。


    「こっちの女もそっくりそのまま、本物と変わらないよぉ？　友だちの裸をまじまじ見るってどぉ？　どんな気持ちですー？」


    「こんのクソガキがぁっ」


    　先に怒いかりの沸ふつ点てんを超えたのは萬ばんだった。一直線にドールに向かって駈かける。それに反応してハロルドが再度右手を突きだす。


    「瞬刻拒幕インスタンス・リジエクト」


    　ジャンプした萬の身体が、空中でいきなり止まる。そして弾はじきかえされる──まるで、透明な壁にぶつかったように。


    　地面に降りたった萬は、顔面を押さえてふらついた。ドールがけらけら笑っている。


    「あぁー……こんな薄壁一枚でどうにかなると思うんじゃねえ！」


    　ぱたぱたっ、と萬の右手が動き、空くうを握りしめる。シ念の刃が握られる。萬の突きだした刃は、ハロルドのつくりだした透明な壁にぶち当たり──青い火花が散った。刃は見えなくとも、火花は僕にも見えた。つまり──現実に干かん渉しようしているということだ。


    「そんな細い刃では……壊れはしないよ、ミスター」


    「ああああぁぁっ！」


    　萬は刺さった刃で壁を切り裂こうとし──しかし、右手は動かなかった。ハロルドは深くため息をつく。


    「あっはははっ。見てハロルドぉ、こいつ、バッカだねぇ？　一撃で壊れない時点で、シ念の強さは負けてるのにねぇー？」


    『……晶しよう？』


    　僕は歩きだしていた。


    「カレン」


    　僕はバッグからカメラをとりだした。カレンは僕がなにを言いたいのか理解し、レンズへと戻る。


    「てめぇはすっこんでろ、ケガするぞ！」


    　萬ばんのそばまで歩いていく。


    「ハロルドぉ。アマノが来たんですー。殺していー？」


    　眉み間けんにしわを寄せながら、ハロルドは首を横に振る。


    「あはっ、殺す価値もないかぁ」


    　ドールは、シ念でつくりだした僕を蹴っ飛ばしながら、またけらけらと笑った。


    「なにがおかしい」


    　僕は萬の背後に立った。


    「無ぶ様ざまなお前ら見るのが楽しいですー」


    　ドールは、カメラに気づき、警戒するように身を引いた。


    「僕は、君にいろいろと話をしなければいけないと思っていた。僕はともかく、夕ゆう顔がおをあんな目に遭あわせたのだから、謝しや罪ざいのひとつもしてもらうつもりだった」


    「謝罪ー？　悪いことしてないよぉ？」


    「そんなふうに思っているだろうとは予想がついた。だから」


    　萬だけじゃない。


    　僕にだって怒いかりの限界というものがある。


    　夕顔まで、これほどバカにされて黙っていられるほど僕は大人じゃない。


    「もうおしゃべりは止やめだ」


    　僕はカメラを構えた。


    　カレンのレンズを通して初めてわかる。僕らの目の前には巨大な、半透明の白い膜がぶら下がっていた。


    「ハロルドぉ、あれが──」


    　ドールが言いおわる前に、僕はピントを合わせていた。


    　白い膜だけでなく、僕と夕顔のシ念にも焦しよう点てんを合わせ──シャッターを切った。


    　直前、ハロルドが両手をこちらに突きだしたのを僕は見た。


    



    



    　暗闇に降こう臨りんする七枚の刃。


    　僕の前にそびえる白の──まるで城じよう壁へきに向かって、刃は突きすすんでいく。


    　刃は城壁を切り裂き──。


    　しかし。


    　そこに新たな光が訪れた。


    　その光は紫の輝きを点ともし。


    　七枚の刃が防護膜に触れる直前。


    　突とつ風ぷうが草原の葉を散らすのと同じく。


    　刃を彼方かなたへ吹き飛ばしていく──。


    



    



    「あ、ああ、ああああああぁっ！」


    　カメラを手にしたまま、僕は身体が浮くのを感じた。光の塊かたまりが僕の身体に押しあてられている。体内をびりびりと気色の悪い力が走る。


    　両手でカメラを抱かかえこむ。もろに背中から地面に落ちた。衝撃とともに後頭部を強く打つ。


    「あっははははっ！」


    　ドールの笑い声を聞いた。


    「くっ──」


    　立ちあがろうとして、身体が動かなかった。後頭部に激痛。肉体が他人のものであるかのようにコントロールできない。目を開くと、ビルの合間から雨が顔に降りそそぎ──メガネがずれていた。


    　今、なにが起きた？


    　カレンの能力を使えば僕は気を失う。それなのに途中で無む理り矢や理り吹っ飛ばされた。誰に？　決まっている、それは、


    「無線ノイズイ、ラジオ波ノイズイ、高周波ノイズイ」


    　倒れたまま、僕はハロルドの声を聞いた。


    「……この国には電波ノイズが多すぎる」


    　メガネを直して僕が上半身を起こすと、ばちんと服の上で電気のような音が鳴った。


    　ハロルドは突きだした両手をクロスしていた。中指と薬指を折り曲げ、両手の人差し指と小指を、指先同士でくっつけるなんていう格好──その両手の間から、細い煙がたなびいていた。その様子は、銃口を連想させた。


    『晶しよう、大丈夫っ!?』


    　目の前に現れたカレンを見て、僕は愕がく然ぜんとした。カレンの身体が透すけて、その先にあるビルの壁が見えるのだ。


    『な、なに、これ……』


    　カレンが僕の視線に気づき、自分の手を見る。身に起きた異変に気づいたようだ。


    「君は僕の思いの力を借りて形をつくっている。たぶん、僕の力が弱っているんだ……だから、今はレンズに戻っていてくれ……」


    『でも』


    　カレンの横で、萬ばんが立ちあがった。


    「く、クソが……」


    　萬ばんの身体から、紫色の光が漏もれている。僕と同じくハロルドの攻撃を受けたのだろう。


    「無理するな、萬、身体が──」


    「無理じゃねえよ……てめぇも、戦う覚悟見せたじゃねえか。そんなら……俺がどんな気持ちでいるかくらい考えろ……雨野」


    　萬は一歩ずつ前へ進む。足を引きずりながら進む。


    　もしも僕と同じダメージを負おっているなら、立ちあがるだけでも難しいはずだ。さらに歩くなんて考えられない。


    　その姿を見て、ドールの口元に、悪魔のような笑えみが浮かぶ。


    「お前ひょっとして、この女が好きなんですー？」


    　ドールは夕ゆう顔がおを指さした。裸のまま、目には光を失い、ぼんやりと立っている夕顔を。


    「なるほどねぇパニヤートナ」


    　夕顔のそばにドールは立つと、おもむろに夕顔の胸元に手を伸ばし、その小ぶりな胸をつかんだ。小さなドールの手が、小さな夕顔の胸をもみしだく。


    「てめぇ……」


    「未発達な、女だけどぉ？　こういうのがいいのぉ？　日本人、ロリータ好きですー？」


    「その汚ねえ手をどけろガキがっ!!　未発達はてめぇだろうが!!」


    　萬の、どこにそんな力が──心から思う、どこにそれほどの力があるのか──ドールに向かって走りだした。右手にはシ念の刃。刃は現げん世せに干かん渉しようを始め、銀色の光を放っているのが僕には見えていた。


    「がっ、ガキじゃないですー！　ハロルドぉ！」


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　萬の身体が、硬直した。


    　紫色の電撃が萬の腹部に突き刺さり──背中から抜けていた。


    「あぁー……クソガキが……ぐっ」


    　萬はその場に膝ひざをつき、前のめりに倒れた。


    「夕顔……さんは……俺、の先輩で……妹で……てめぇ、ごときが……」


    　言葉が小さくなっていく。


    　それを見届け、ハロルドは右手で額ひたいを拭ぬぐう。


    「不ふ屈くつの魂たましい、か……驚くべき純粋さピユリテイ」


    　萬は、ぴくりとも動かなかった。死んだのか？　まさか──生きている、生きているはずだ。シ念は思いの力。萬は僕なんかよりもずっと強きよう靭じんな力を持っていたのだから。


    「……萬」


    　僕は彼の名を呼んだ。生きてるなら返事くらい、しろよ。


    「……萬ばん！」


    　有あり体ていに言えば、僕は萬のことは好きではない。戦闘を楽しんでいるふうなところも気に食わないし、僕の右手をシ念の刃で突き刺すような真ま似ねもした。それに、「メガネ」とばかり人のことを呼んだ。


    　好きなわけがない。


    　だけど──あいつの、くやしさ、怒いかり、無念さ……それは理解できる。


    　それにあいつは──くそ、これは映画なんかじゃないんだぞ。かっこつけたところで観客がいるわけでもない。それなのに、最後の最後、このタイミングで僕のことを名前で呼んだりして──。


    『……晶しよう？』


    　僕は立ちあがっていた。身体中にはびこる紫の光が、僕の身体を食い荒らしていく感触が続いていた。でも、そんなものに負けるわけにはいかなかった。


    『晶、止やめて──』


    「黙って」


    『ダメよ！　あなたの身体だってもう』


    「わかってる!!」


    　僕は、言葉で無む理り矢や理り自分を奮ふるいたたせる。


    「……ドール、とか言ったな。なるほど、お前のつくるシ念は精巧だよ。よくできている」


    　ドールに向かって、言った。


    「でも、所しよ詮せんはただの人形だ」


    　僕は気づいていた。


    「決定的な点が違う。身体についている傷がまずそれだ。僕の右手にある傷がシ念にはない」


    　右手の傷口は開いていて、血が滴したたっていた。


    「いいか、聞けよ。つるつるのきれいな姿が人間じゃない。傷、汚れ、そういうものをめいっぱいつけて人間は生きているんだ。成長していくんだ」


    　そして一番の違いは──シ念の右みぎ脇わき腹ばらには、ほくろが、なかった。


    　ほんの小さな黒い点。それがどこにも見あたらなかった。


    　ほくろ、それは──それは、僕と美み莉りとの共通点だ。些さ細さいなことでしかない。けれど大事なことなのだ。僕と美莉にとってはそれがなによりも大事なことだった。幼かったあの日、僕らが「ウンメイ」みたいなものを感じた、ほんの小さなきっかけだったから──。


    「お前のつくる人形には、ないんだ。心がない。成長を止めているお前といっしょだ」


    「……黙れです」


    「お前は能力のせいで成長を止めたんじゃない……。傷や汚れを見過ごしてなにが人型のシ念だよ、笑わせるな！　お前は！　成長できなかったに過ぎない！」


    「黙りやがれです！」


    　ドールは夕ゆう顔がおと、僕の形をしたシ念をこちらに向かって走らせた。爆弾にするつもりだ。


    『晶しよう、逃げて……逃げて！』


    　カレンが悲痛な声で叫ぶ。言われなくてもわかっている。二体分の爆発を食らったら、気を失う程度では済まないだろう。


    「ああ。カレン、わかってるよ……ごめん」


    　僕は謝った。


    「もう身体が動かない」


    　それは事実だった。カメラを持った手を、持ちあげるほどの力も残っていない。足下がふらつき、気を抜けば膝ひざからがくりといきそうだった。


    『晶のバカ！　あなたは、どうして──どうしてそんな無茶するのよ！』


    　カレンは僕の手を握りながら必死で訴えていた。


    　僕は、倒れたまま動かない萬ばんを見た。


    「だって、ここで退ひいたら男じゃないんだよ……そうだろ、クソペットボトル」


    　萬の──ほおがぴくりと動いたように見えた。萬は好きじゃない。でも、生きてるならよかったと、心底思った。


    『あなた……やっぱりバカだ』


    　もう数歩のところにまでシ念は迫っていた。手が触れていたせいで、カレンは僕の考えを読みとったのだろうか？　バカだ、という言葉をカレンは繰りかえした。不思議な気持ちだ。バカだバカだと何度も言われると、ほんとうに自分がバカであるような気持ちになる。


    　でも、それは悪い気持ちじゃないんだよ、カレン。


    『あなたに守られるばかりじゃ──私だっていや』


    　カレンはシ念の前に立ちふさがり、両手を開いた。


    『晶には触れさせないから！』


    「なっ、カレン──」


    　それを見たドールがおもしろそうに笑う。


    「ちょうど二体あるから、爆破したらいいですー。今度は外さないよぉ？」


    　僕と、夕顔の形をしたシ念が飛びかかってきて──、


    「カレン、どけ！」


    『どかないっ！』


    　シ念が、僕らに触れようとした。


    「……まったく」


    　その間へ滑りこんだ、人影。


    「意志の強さと口の滑りだけは評価できますね」


    　ツクヨミは、シ念二体の頭をつかむと左右に放りすてた──直後、シ念が爆発。辺りが光に包まれる。


    　爆風──シ念の余波にあおられ、僕はその場に尻しり餅もちをついた。カレンは両手を広げたまま、ツクヨミの前に立つ格好になっていた。


    「お前……どうして」


    　わけがわからなかった。シ念掃そう滅めつ機構の人間であるツクヨミが、僕とカレンを守った。


    　ツクヨミは、得意の薄ら笑いすら浮かべていなかった。ただ──つまらなそうに、ほんとうにつまらなそうに言った。


    「ドールを連れに来たんでしょうユー・シヤル・テイク・ハー？」


    　ツクヨミの言葉はハロルドに向けられていた。ハロルドはゆっくりとうなずいた。


    「って、ツクヨミ、裏切ったしー！　ハロルドぉ、あーし、ツクヨミも気に食わないよぉ？　だからぁ──」


    「そろそろ行くぞウイー・アー・ゴーイン」


    「どうしてパチムウ!?」


    「……さらばだ。騒がしき町の、静かなる少年よ」


    　ハロルドは僕らに背を向けると、ドールの後頭部に手を当て、促すように歩きはじめた。落ちていた傘を拾いあげると、ばさ、ばさと二度ほど滴しずくを払ってから再度さす。


    　ドールは両目に憎しみの炎を燃やしながらこちらを見ていたが、やがてくるりときびすを返すと、小走りにハロルドを追いかけていく。


    　危険が──危機の塊かたまりが、遠ざかっていく。


    『あなた……裏切ったの？』


    　カレンの言葉に、ツクヨミは目を細める。


    「そこに夜や木ぎ坂ざかさんがいるようですね。月が出ていないと、どうもシ念に対する感覚が鈍にぶい」


    「裏切ったのか」


    　僕がカレンの質問を繰りかえした。するとツクヨミは、微び笑しようで感情を隠す。


    「裏切り？　なぜ？　ハロルド・ガブリエルに目的を思いださせただけですよ。もうこの町にも、九く条じよう蘭らんにも用はないのですから」


    「なんだって？」


    「あんな微び少しようなシ念には興味がないという──おっと、また余計なことを」


    　ツクヨミはわざとらしく手を口に当てた。そして身体を折りまげ、僕の耳元に口を寄せた。


    　それは、恋人に向けるような甘いささやきで──僕は背筋が冷たくなった。


    「次は夜木坂康こう太た朗ろう氏のそばでお会いできるかもしれませんね……神かん発だつ緑りよく園えん都市にお越しください。そこにあなたの探しているものがある」


    　あまりに突然の、言葉だった。


    「なんだって……？」


    　ツクヨミの言った「神かん発だつ緑りよく園えん都市」とは、首都圏ではあるものの、都心からは電車で二時間以上はかかる場所だ。企業の研究施設などが多く、今も都市開発が進む都市だと僕は記憶している。


    　それだけ言うと、ツクヨミは僕から離れていく。


    「ま……待て」


    　僕は半身をふり返り、


    『待って、そこに叔お父じさんがいるの!?』


    「そこに夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうがいるのか！」


    　同時に叫んだ僕ら。ツクヨミは歩みを止め、横顔だけこちらに向ける。


    「それ以外に、どう解釈できる言葉ですか？」


    「なぜ、なぜお前はそんな……自分の所属する団体を裏切るような……」


    「雨あま野の晶しよう。あなたは今の生活に充足していますか？」


    　質問とは明らかにずれた回答だった。


    「おい──待て、待て！」


    　しかしツクヨミはもはや、歩みを止めることはなかった──と思った。


    　それが、止まった。

  


  [image: ]


  
    　なぜなら、僕やカレンが予想もしなかった事態が起きたからだ。おそらく、ツクヨミだって予想すらしなかったことだろう。


    「──なんでここに」


    　そんな陳ちん腐ぷな言葉しか、僕の口からは出てこなかった。


    　ツクヨミの視線の先に、ひとりの女性。


    　ピンク色の傘。ふわふわの、暖かそうなトップス。腿もものラインがはっきり出ている膝ひざ上までのスカート。それにブーツ。


    　制服ではない、私服姿を見るのはこれで三度目。


    　でもなぜ──。


    　なぜ、堤つつみ先輩がここにいる？


    　先輩は、ツクヨミの正面で立ち止まっていた。驚きの表情を浮かべて。


    　逃げて──と、僕が言葉を発する前に、彼女はツクヨミを見つめたままこう言った。


    「吉き良ら先輩……？」


    



    



    　僕らがドールやツクヨミと対たい峙じしていたころのこと──夕ゆう顔がおは、星せい稜りよう神社で目が覚めたという。これは、あとで夕顔から聞いた話だ。


    　目が覚めた夕顔は、自分がどうしてこの場に寝かされているのか考え、ようやくドールのことを思いだした。夕顔は、丸一日と半分程度眠っていたことになる。


    　夕顔はドールにやられたことには腹が立ったが、そのまえに腹が減っていた。布団ふとんから起きだし、部屋を出たとき異変に気がついた。


    　駐車場に、見慣れぬ乗用車が何台も駐とまっていた。ナンバーは、仙台、青森、名古屋、高知……と日本全国だ。


    　いったい誰が来ているのか──夕顔は歩きながら考える。


    　そして、隣となりの平ひら屋や造りの母おも屋やで足を止めた。


    　襖ふすま一枚向こうに──かなり大勢の人間の気配を感じた。


    「どうする、清せい玄げんよ。壬じん戌じゆつというわけのわからぬ組織もあちこちのシ念使いに声をかけているという」


    　声が聞こえてくる。


    「つまるところやつらは政府の狗いぬだ。利用されるとわかっていて、力を貸す者は、我われらの仲間にはいないだろう」


    「それより……」


    「ＷＣＯだな」


    「ああそうとも。問題は機構だ」


    「やつら、積極的にシ念を破壊しまくっている。いいや……清せい玄げんの、先ほどの話が事実とすると、シ念を集めている可能性もあるな」


    「『仏ぶつシ会』や『十六いざよい神しん道とう講こう』、それと真しん言ごん関係に探りを入れてみたが、あちこちで機構ともめとるらしい。これ以上好きにさせておくわけにもいくまい」


    「そうじゃ。長いこと静観しておったが、やつらも焼きが回ってきた」


    「あの男のせいか」


    「ああそうとも」


    「夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうがＷＣＯに入ったせいで、すべてがおかしくなりはじめた」


    　その名を聞いて、夕ゆう顔がおの頭は一瞬真っ白になった。


    　シ念掃そう滅めつ機構になにが起きている？　カレンの叔お父じがいったいなんだ？


    「機構許すまじ」


    「許すまじ」


    「我らが先せん祖ぞより刻んできた、この歴史の重みを見せつけてくれる」


    「のう清玄、それでよかろう」


    「…………」


    「許すまじ！」


    「許すまじ！」


    「許すまじ！」


    　足が震えていた。とてつもないことが起きるような気がする。起きようとしている。


    　闘争──そんな言葉が頭をよぎり、夕顔はその場に膝ひざをついた。


    「誰だ！」


    　襖ふすまが開けられ、なかの光が夕顔を照らす。


    　居並ぶ人々の向こう、岩のように座り、ぎゅっと目をつぶっている──夕顔の父の姿があった。


    　夕顔はこういうとき、父がどんな態度をとるか知っていた。


    　怒って声を荒らげるなら大丈夫。


    　笑いとばせば、うそをついている証拠。


    　何も言わない沈黙は──、


    　「最悪の事態じゃ」


    　そう、夕顔は僕に語った。


    



    
      〈　了　〉　

    

  


  
    三上康明


    Yasuaki Mikami


    



    １９７９年神奈川生まれ。来年になったら「１９７９年」の文字をむしりとって「青春は永遠だから！」と痛々しいことを言おうかと思っている現在29歳。
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